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人物紹介








猫マオ猫マオ……花はな街まちの薬くす師し。普段は冷静だが、薬と毒に関しては人格が変わる。花街の妓ぎ女じょと軍師羅漢の娘。




壬ジン氏シ……後宮で宦かん官がんをやっていたが、その正体は皇弟。出生に秘密がある。女なれば傾国と言われるほどの美形。




高ガオ順シュン……壬氏のお目付け役だった官。今は息子に任せ、皇帝に仕えている。




馬バ閃セン……壬氏のお付、高順の息子。




羅ラ漢カン……猫猫の父。片眼鏡モノクルをかけた変人軍師。有能だがそれ以上に扱いにくい性格。猫猫を溺愛しているが、猫猫からは嫌われている。




羅ラ半ハン……猫猫の従兄弟。元は羅漢の異母弟の息子で、今は養子。これまた変人。




羅ルォ門メン……猫猫の大叔父であり養父、偉大な医官。




里リー樹シュ妃きさき……後宮の四夫人の一人。まだ年若く気弱。




阿アー多ドゥオ……元四夫人の一人。皇帝との間に一人、男児をもうけていたが……。




翠スイ苓レイ……先帝の孫であり、滅ぼされた子シ一族の生き残り。薬師としての知識を持つ。




楼ロウ蘭ラン……元四夫人。子一族の出身であり、後宮を脱走したことで罪を問われる。生死不明。またの名を子シ翠スイ。翠苓の異母妹。




女帝……現帝の祖母、先帝の母。先帝に代わり政治を行った女傑。黒い噂も絶えない。故人。




先帝……愚ぐ帝てい、昏君ばかとの、幼女趣味ロリコンとまともな噂を聞かない。故人。




玉ギョク葉ヨウ后きさき……西方出身の元四夫人であり、現在皇帝の正室。皇帝との間に男女一人ずつもうけており、男子は東宮。




やり手婆ばばあ……猫猫が世話になっている娼館を仕切っている婆。守銭奴。




三姫……緑ろく青しょう館かんにいる売れっ子妓女三人。白パイ鈴リン、梅メイ梅メイ、女ジョ華カ。




趙チョウ迂ウ……子一族の生き残りの子ども。蘇よみがえりの薬を飲んだために、半身が麻痺し昔の記憶を無くしている。




李リ白ハク……猫猫の知り合いの武官。白鈴にべたぼれしている。
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序　話







「おいおい、それくらいでへばってどうする？」

　軽口を叩く声が聞こえる。声の主はえずいている自分を見下ろしていた。塀の上に少年の影が見え、その手には林檎がある。少年はかたい果実を白い歯でしゃくっとかじる。木々の間に隠れ、追手の目をかいくぐっているのに、なぜこいつにはすぐ見つかるのだろう。

「うるさい。わかっている」

「わかってるなら戻れよ。侍女たちが泣いているぞ」

　くくくっと、塀の上から高みの見物ときたものだ。頭に来る。そう言うおまえこそどうなのだと、言いたくなる。そんな小姓が着るような服を着て、猿のように塀の上で林檎を貪むさぼっている。侍女が見たら、卒倒しそうな態度だ。

「大事なお勤めだ、ちゃんとやれ」

　そう言って猿は、塀から降りると目の前に立った。そして、わしゃわしゃと偉そうにこちらの頭を撫なでる。一つしか違わないのに子ども扱いするなと振り払うと奴は笑いながら、食べかけの林檎を服の裾で拭いた。そして、それをこちらへと差し出した。

「食べかけか？」

「食べなくてもいいぞ」

「……」

　林檎を乱暴に奪うと、歯型がついた面と反対側をかじる。かたく甘酸っぱい果実は、口の中をすっきりさせた。視線をあげると、小姓姿の奴がにこにこと笑っている。

「……相手くらいちゃんと選びたいものだ」

「無理言うな。すべてにおいて最上級のものを与えられるおまえが、下手なものを召し上がるわけにはいかないだろ。そんなことをすれば、いろんなものが不幸になる」

「母上より年上だったぞ？」

「いや、そういう返事に困ること言うな」

　猿は首の裏をかいて本当に困った顔をした。

　わかっている。それくらいわかっている。しかし、まだまだ子どもなので、割り切れない気持ちでいっぱいなのだ。

「大人になれ」

「たかだか一つ年上程度で偉そうに」

　そんなにおまえは大人なのか、と問い返したくなる。なら、これが自分の立場なら冷静に受け止められるというのか。

　ならば──。

「……決めた」

「何をだ？」

　人差し指を立てると、それをそのまま小姓姿の奴へと向けた。

「今晩の相手だ」

「はっ？」

　照れを隠し皮肉な笑いを浮かべて言った。










一話　蝗いなご







　花はな街まちの朝はけだるい。明け方近くまでさえずっていた籠かごの鳥たちは、客が帰るとともに面の愛想を脱ぎ捨てる。そして、陽が昇るまでの短い時間に、糸が切れたように眠る。

　猫マオ猫マオは欠伸あくびをしながら、あばらやを出る。目の前にある緑ろく青しょう館かんから、湯気が出ているのが見える。男衆ががんばって朝湯を準備しているのだろう。冷たい空気が肌を刺す。陽が昇るのが遅い。綿入れに上掛けをかけただけではまだ寒く、白い呼気を吐きながら手を擦り合わせる。

　後こう宮きゅうから出てひと月、新年の祝いを終えて静かになってきたころだ。おやじが宮中に医官として入ったため、猫猫はまたこうして花街に戻っている。

　あばらやの中には、子どもが一人まだ眠っている。起きたところでうるさいので、しばらくそのままにしておこう。子どもの名前は、趙チョウ迂ウという。昨年、族滅された子シの一族の生き残りの一人だが、わけあってこうして猫猫が引き取っている。

　育ちがいいはずの糞くそ餓が鬼きだが、本当にいいところの坊ちゃんか気になるところだ。やたら順応性が高い。こうして、隙間風だらけのあばらやで、いびきをかいて眠る程度に肝はすわっている。

（そういえば、婆ばばあに呼ばれてたな）

　ついでに、緑青館で貰もらい湯をさせてもらおう。こんなに寒くては、水浴などやっていられない。猫猫は、身体をぶるりと震わせながら、井戸の前に立つと、桶を落としつるべを引っ張った。




　緑青館に行くと、湯ゆ浴あみを終えた妓ぎ女じょたちが禿かむろに髪を乾かせていた。

「おや、今日は早いのね」

　声をかけてきたのは濡れ髪の梅メイ梅メイだった。猫猫の姐御分で緑青館の三姫の一人だ。湯浴みは位が高い妓女から入る。

「梅梅小姐ねえちゃん、婆知らない？」

「婆なら、あっちで楼主と話してるよ」

「あんがと」

　緑青館を取り仕切っているのはやり手婆ばばあだが、主人オーナーは別にいる。月に一度やってきては、妓楼のあれこれについて婆と話し合う。初老の男で、幼いころから知っているやり手婆には、頭が上がらない。話によると、前の主人と婆との子どもだという噂うわさもあるが、真実を知る者はいない。

　娼館経営の他に普通の真っ当な商売もやっているようで、一見するとごく普通の人の良さそうな人間である。実際、こんなんで世の中渡っていけるのかと心配されるような性格をしていて、やり手婆がいなくなったら娼館の経営が心配になるくらいお人よしだ。

「まーた、なんか変な話持ちこんできたとかじゃないよね？」

「さあ、どうだろ？」

　梅梅が両手を広げてみせた瞬間だった。

「こん莫ば迦かが！　なにやってんだい！」

　やり手婆の声が、館の奥から響いてきた。猫猫と梅梅は顔を見合わせる。

「その通りみたいね」

「だね」

　今回は何をやらかしたのだろう。

　しばらくすると、奥から婆が出てきた。その後ろに気が弱そうな初老の男が続く。緑青館の皆は、お館やかたさんと呼んでいる。こうとでも呼ばないと、この館の主が誰だか忘れてしまうからだ。

　お館さんは、脳天をしきりに撫なでているところをみると、やり手婆に拳げん骨こつを食らったのだろう。

「おや、猫猫、来ていたのかい？」

「婆が呼んだんだろ？」

「そうだったかね」

（ぼけたか、婆）

　心の中で言ったつもりだったが、次の瞬間、猫猫の脳天に拳骨が落ちていた。婆は実は心が読める妖仙の類ではないかと思うときがある。お館さんが猫猫を憐れみの目で見る。

（なんかやぶ医者っぽい）

　やぶ医者に既視感デジャブがわくと思ったら、このおっさんに似ているからかもしれないと、今更気が付いた。

「とりあえず、その様子だと湯ゆ浴あみでもしたいんだろ？　ついでに朝あさ餉げでも食べていくかい？　あの坊主も連れてきな」

「随分気前がいいね」

「あたしだって、たまにはそういうときもあるさ」

　そういって、婆はどしどし足音を立てながら、炊事場のほうへと向かっていった。

　お館さんは「じゃあ、これで」とそそくさと帰っていく。いつもなら朝餉を食べていくのになあ、と猫猫は思いながら頭を下げて見送った。




「……」

　食堂に集まった皆が絶句している。

「最悪」

　隣に座った白パイ鈴リン小姐が顔を歪ゆがめながら言った。緑青館に咲く三つの花の一つと言われる彼女だが客の旦那方がこの顔を見たら幻滅すること請け合いだ。そんな表情をしている。

　そして、猫猫といえば、水瓶の中にぼうふらがわいているのを見つけた表情である。

　二十人ほど使える長卓の上には粥かゆの入った茶碗と汁物と小鉢が人数分、それにででんと大皿が等間隔に三つ並んでいる。

　緑青館では基本、一飯一汁、よくて一菜がつく。今日は小鉢になますが入っている。それとは別に、大皿がおいてあるので、菜おかずが二品と本来ならとても豪華な朝あさ餉げであるはずなのに。

　大皿にはとあるものが黒光りしていた。本来、農作物を荒らす害虫として扱われるそれは、おかずとして卓テーブルにあがっている。蝗いなごである。

「婆、これ？」

「だまってお食べ。お館さんからの土産だよ」

　やり手婆が怒っていた理由がわかった。お館さんは、娼館の経営以外にも仕事がある。表向きは、大店の主人として真っ当にお日様の下で生きている。けれど、その商売方法はうまいとはいえない。

「今年は不作でね、泣きつかれたそうだよ」

　腹立たしそうに、粥に黒酢をかけながら婆が言った。

　お館さんは商売で穀物を取り扱っている。この国では農民から税収として作物を現物徴収し、さらに一定量は国が買い占める。その余りを流通させるのが、お館さんの商売だ。

「だからって相手の言い値で買ってどうするんだろうね。ただでさえ売れないもんなのにさ。今年はこんなに」

　皿の上にはからっと揚げた蝗を醤ひしおと砂糖で煮付けている。

「買い過ぎて保存がきかないと無駄になるってさ、砂糖使ってまでやるくらいなら捨てちまえばいいんだよ」

　砂糖は高級品だ。それをたっぷり使って煮付けたところで、虫の煮つけなど誰が食べようか。案の定、大量に売れ残り、こうして緑青館の食卓に上がっている。

　お館さんも自家消費しようとしたみたいだが、あちらにはあちらの事情もある。こっちの商売を快く思っていない奥方が家にいるのだ。どうせ、その奥方に怒られるくらいならと、やり手婆の拳骨を選んだのだろう。

　猫猫は首の裏をかく。猫猫は下げ手て物ものの類は慣れているが、これだけ虫が山盛りになっていては手をつけたいと思わない。二、三匹食べたところで、手を合わせたくなる。

　妓女たちは、そんな猫猫以上に下手物が嫌いで顔をしかめて誰も手をつけようとしない。

「さっさとお食べ！　おまえらが欲しがってた菜おかずだよ。一人五匹は食べな」

　苛いら々いらしながらやり手婆が言う中、皆は顔を見合わせる。そして、ようやく最初の箸はしが大皿に伸びた。

（おや？）

　蝗いなごを口にしたのは意外な人物だった。躊躇ためらいなく不気味な顔をした虫をかみ砕く。

「あんまりおいしくない。なんかすかすかしてるよ、これ」

　甲高い声だった。素直に感想を述べながら食べるのは、趙迂だった。てっきり、お坊ちゃま育ちなのでそういうものを口にするのに抵抗があるかと思いきやそうでもない。記憶を失っているため、そういう面が抜けているのか、それとも、以前食べたことがあるのだろうか、もしくは子どもらしい順応性だろうか。

「よく食べられるわね、あんた」

　猫猫を挟んで白鈴が言った。

「おいしくないけど食べられないことはないよ。ものすごくすかすかしてるけどさ」

（すかすかしてる？）

　確か、蝗は調理する前に腸わたを抜くので、すかすかしているのは当たり前だろう。そんなもんだよな、と思いながら猫猫も気乗りしない様子で蝗をつまむ。

（ん!?）

　たしかにすかすかしている。前に食べたときのすかすか感よりもさらに中身がない感じだ。煮付けているのに、そう思うのは、口の中の感触が外骨格しかないからだろう。元々、身があるものではないが、さらに中身がない。

「ねえねえ、かわりに俺が食べてやろうか？　月げっ餅ぺい一つで手を打つよ」

　白鈴に商談を持ちかける趙迂の頭を猫猫はがっしり掴つかみ、そのままぐっと押さえつける。「いて、いててて」と趙迂が呻うめく。

　猫猫は箸で蝗をつまみながらじっと観察した。いつもの悪い癖だった。一度気になったら、どうしようもなくそればかり考えてしまうのだ。




「買い物頼もうと思ってたんだ」

　朝あさ餉げを終えると、ようやくやり手婆が猫猫を呼んだわけを思い出してくれた。街の中央通りに立つ市までおつかいをしてこいとのことだ。

　妓女たちは娼館の外には出られない。男衆たちは気が利かない。市には、珍しい商品が並ぶことも多いが、ぼったくろうという輩やからも少なくない。店を構えていない分、安い値段で売れるはずだが、看板を掲げてないので悪い奴らもいる。いい品物を買うにはいい目利きが必要だ。

「香を買ってきてもらいたいんだよ。いつもの奴さ」

　緑青館の玄関にいつもほのかに香るように焚たいている香だ。消耗品なのでできるだけ安くしたいところだが、質の悪いものを焚くわけにもいかない。

「あいよ、駄賃は？」

　猫猫が手を出すと、ばしっと叩かれた。

「朝の湯ゆ浴あみ代と朝あさ餉げ代二人分さ。上等だろう？」

　さすがけちな婆だと、猫猫は思った。




「おーい、そばかす。あれ買って」

「却下」

　猫猫の袖を引っ張り、露店の玩具屋をさす趙迂をばっさり切る。正直一人で来たかったが、この糞くそ餓が鬼きは地べたに転がりながら駄々をこねたためこうして連れて行く羽目になった。猫猫は超迂の手を持ち、ずるずる引きずりながら歩いていく。
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　都の中央には一本の大きな路があり、そこに毎日、市が立っている。馬車が行きかう中、その向こうには天上人の住まう場所がある。

　こうして見ると、自分があの場所で働いていたのが夢かなにかと思うときがある。しかし、こうして隣に趙迂がいるということは、猫猫は宮中にいて、それゆえにあの事件に巻き込まれたことを示している。

　子シの一族の反乱、それは多少なりとも市に影響しているようだ。

　北部の特産品は穀物類と木の加工品だが、その手の店はいつもより少ない気がする。代わりに南部や西部に多い乾燥果実や織物の店が目につく。

　それと、猫猫はあるものを見つけてまた嫌な顔をした。虫の煮つけが売られていた。また蝗いなごである。

「あれ、ぜってーまずいよな。買う奴いるのかよ」

　趙迂が店の前で言うので猫猫は口を押さえ引きずっていく。屋台の店主の視線が怖い。

「なんだよ、まずいって本当じゃねえか」

「黙ってろ」

　猫猫は冷めた目で、趙迂を見る。だから子どもって嫌いだとつくづく猫猫は思う。

「あんなすかすかした中身の虫は絶対まずいよ。あー、今年はもう作物はだめだな」

　声を落として、趙迂が言った。

「……今、なんて言った？」

　猫猫は目をぱちぱちさせ、趙迂を見た。

「あっ、絶対まずいってこと？」

「違う、そこじゃない、そのあとだ」

　趙迂は首を傾げる。

「今年はもう作物だめだってこと？」

「それ、なんでわかるんだ？」

「えっと、なんだったけなー」

　趙迂が右手で頭をがしがしかく。残った左手は少し痙けい攣れんしてぶらんと下がっている。

　趙迂は、一度死にそして生き返った。そのため、身体には麻痺が残り、過去の記憶はほとんど失っている。

「よく覚えてないよ。ただ、なんか虫がすかすかだと、不作になるって聞いたことがある」

　うーんと、頭を抱える趙迂。頭を振ったらなにか思い出すかもと猫猫は思ったが、一応預かりものなのでこれ以上ぞんざいには扱えないだろう。

　しかし、趙迂が言っていることが本当なら、これは大きな問題なのではと猫猫は思う。これ以上莫ば迦かにならない程度に額をぱちぱち叩く。やめろ、と趙迂が頰ほおを膨らませる。

「もしかしたら、思い出せるかもしれない」

「本当か？」

　猫猫が聞き返すと、趙迂はその視線をそっと店のほうへと向けた。

「なにか買ってくれたら、思い出す！」

「……」

　やたらきりりとした顔で趙迂が言った。猫猫はとりあえず、趙迂の口を限界までびろんと広げてやった。まぬけに抜けた前歯にようやく新しい歯の先が見えた。




　糞くそ餓が鬼きはやはり糞餓鬼である。猫猫はつくづく思う。

（なにが思い出せるかもしれないだ）

　趙迂は頭にたんこぶを作りながらうれしそうに筆を動かしていた。この糞餓鬼が欲しがっていたのは、玩具の類ではなく意外にも紙と筆だった。

　筆は猫猫が持っているものをやるとして、紙は案外高くついた。育ちがいいためか、粗悪品と高級品の区別がつくのだ。あれはだめ、これもだめと言って店で一等高いのを欲しがった。

　もちろん、そんな贅沢、猫猫はさせたりしないので、いくらか質が劣るが十分使えるものを選んで買った。紙は消耗品としては高いが、買えないような値段ではない。今後、流通が増えて安くなることを願おう。

　紙の束をうれしそうに抱える趙迂を見て、とりあえず拳げん骨こつ一発で許してやった。

　緑青館に帰るなり、趙迂はずっとなにかを描いている。猫猫は、頼まれていた堕胎剤と風邪薬の調薬で忙しい。今日は暇で茶を挽ひいている妓女や、年頃の近い禿かむろたちに、趙迂が悪さをしないようにと頼んで薬屋に籠こもる。

　頼まれた薬を作り、余所よその妓楼へと届けに行き、戻ってきたころだった。

（なんだ？）

　玄関エントランスに人だかりができている。妓女や禿かむろ、それ以外に男衆も集まっていた。

　なんだと思って目をこらすと、その中心に生意気そうな餓が鬼きがいた。やはりなにかやらかしたのか、と猫猫は速足で趙迂のもとへと向かう。人だかりをかき分けて、糞餓鬼の前に立つと、そこには白い紙に流麗な線が踊っていた。

「なんだ？　そばかす。順番待ちだぞ」

「なにやってんだ？」

　趙迂は平べったい板を卓子テーブル代わりに紙を置き、絵を描いていた。趙迂の前にはすまし顔をした妓女が椅子の上にちょこんと座っている。

「なにって、絵描いてる」

　さらさらと筆を動かし、描いていく。そこには目の前の妓女に少し色をつけた美人があった。

「はーい、出来上がり」

　趙迂は筆を墨すみ壺つぼの上に置くと、ぴらぴらと紙を持つ。被写体モデルとなった妓女はおすまし顔から笑顔に変わり「あらあら」と言いながら、懐から財布を取り出した。

「まいどありー」

　鐚びたでもない綺麗な銭を五枚受け取ると、趙迂は懐に入れた。餓鬼の小遣いには過ぎた額だ。

「次は俺だな」

　男衆の一人が椅子に座る。見張りもせずなにを遊んでいるのだろうか。やり手婆に見つかったら折せっ檻かんを受けるだろうに。

「あっ、悪い、にいちゃん。もう紙はねえんだ。ちょっと今から買ってくるから、明日にしてくれよ」

「なんだよー、ずっと待ってたんだぞ！」

「ごめんよお。明日は最初に男前に描くからさあ」

　ずいぶん慣れたものである。そう言って趙迂は、緑青館を出るとたったと走ってまた紙屋のあるほうへと向かっていった。

　確か十枚束を買っていたのにもうなくなったということか。似顔絵を描いてもらったのはここにいるだけで三人はいるようだ。それだけで元手をとってやがる。

（あんな特技があったなんてなあ）

　猫猫はぽりぽりと首の裏をかきながら、妓女が持っている似顔絵をのぞき込んだ。

「あんたたち！　なにやってんだい！」

　しわがれた婆の叫び声が聞こえてきて、いままで和わ気き藹あい々あいとやっていた面々の顔が青くなる。

「さっさと店の準備をしな、客が逃げちまうよ」

　竹ぼうきを振り上げながら婆が言うものだから、妓女も禿も男衆も蜘蛛くもの子を散らすように行ってしまった。猫猫もさっさと自分の持ち場に戻ろうとしたら、がしっと骸がい骨こつのような手が猫猫の肩を掴つかんでいた。

「なんだい、婆」

「なんだいじゃないよ、あの餓鬼。いくら預かりもんで養育費を貰もらっているからって甘やかすんじゃないよ」

「金せしめてんのは婆じゃないか」

　なぜか受け取った金きん子すは婆が預かっている。ある程度、緑青館で趙迂が好き放題やっているのはそこのところが関係している。けれど、子どもとはいえ男を妓楼に住まわせるわけにいかず、男衆の住む長屋に突っ込むわけにもいかず結局、猫猫のあばらやに住みついている。

「場所代貰わないと。一割で勘弁してやる」

（強ごう欲よく婆ばばあ）

　口に出したつもりはなかったが、不思議と婆の拳が猫猫の頭に落ちてきた。

「ほら、おまえさんはその筆や墨すみ壺つぼ片付けな」

「なんで」

「だまってやらないと、今日は蝗いなご汁じるだよ」

（この婆）

　猫猫は頭を押さえながら、しぶしぶ墨壺を片付け始めた。




　夕方、猫猫はあばらやに帰ってきた趙迂を不機嫌な顔で見ていた。

「そばかす、筆どこ？」

「片付けない奴にはもうやらない」

　猫猫はぷいっと趙迂に背中を向け、竈かまどに薪まきを入れる。

「けちけちすんなよ」

「けちはやり手婆譲りでね」

　猫猫は土鍋をかき混ぜて中の粥かゆをすくって口に入れる。ちょっと味気ないので塩を加える。

「婆が場所代とるって言ってるよ」

「わかってる、今度はもっと別の場所でやるから」

　その言葉を聞いて、猫猫は眉を寄せる。おたまを土鍋につっこむと、そのまま置いて筵むしろの上でくつろぐ趙迂の前に立つ。中腰になってじっと趙迂を見る。

「なんだよ？」

「場所代払ってでも、緑青館の周りだけにしときな。男衆から離れた場所に行くんじゃない。あと紙を買いに行くのも一人ではだめだ」

「んなもん、俺の勝手だろ」

　ぷいっと顔を背ける趙迂の頭を猫猫はがっしり掴つかんだ。ぐいっと無理やり顔を向けさせる。

「肉塊になりたければ、好きにしていいぞ」

「にくかい？」

　じっと睨にらむ。『肉塊』という言葉は冗談じゃない。和わ気き藹あい々あいとした緑青館だが、ここは花街だ。元々、都の表と裏が入り乱れる場所だ。猫猫はそっとあばらやの窓を示す。建てつけの悪い戸の隙間から外を指さした。

「あんなのにからまれるぞ」

　夕闇にぽつりと灯りが浮かんでいる。頭から衣を被り、手には提ちょう灯ちんと筵むしろを持っている。一見、普通の女のようだが。

「!?」

　がたっと音を立てて趙迂が立ち上がった。

　遠目で見えたのだろう。鼻の欠けた夜よ鷹たかの顔を。まともな宿も持たず、道端で客をとることしかできない最下級の遊女は、性病の類で身体のあちこちにがたがくる。あれでは長く持つまいが、それでも今日の飯代を稼ぐために男をとらねばならない。

　ここらへんに住み着いているのは、おやじが仏心を出して薬を施していたためか、それとも余所よその娼館のおこぼれをいただくためかだろう。面倒くさいことをやってくれると猫猫は思う。

「ここは綺麗な場所じゃない。銭を持った餓が鬼きがいたら、殺してでも奪おうなんて奴はごろごろいるさ」

　死にたくなかったら、言うことを聞けと。

　趙迂はぶすっと唇を尖とがらせて、目を少し潤ませながらこくりと頷うなずいた。

「わかったら、さっさと飯食って寝るぞ」

　そう言って、猫猫は竈かまどの前にうつると、もう一度粥かゆをかきまわした。




　翌朝、猫猫が起きると、すでに趙迂は起きていた。なにかごそごそやっている音がして、見ると卓子テーブルの上に紙が散らばっている。趙迂はしきりに筆を動かしていた。

（あの餓鬼勝手に……）

　隠していた筆と墨すみ壺つぼを使っている。猫猫は拳げん骨こつの一つでも落としてやろうかと起き上がった。すると、卓子から一枚、紙が落ちてきた。

（ん？）

　怪け訝げんに思ってそれを拾う。そこには事細かに描かれた虫の絵があった。写実的リアルすぎて、見ているほうが気持ち悪くなるくらい上手に描かれている。

（あれを思い出すなあ）

　虫が好きだった女にょ官かん、いや妃だった娘を。子シ翠スイと名乗っていた娘もまた、こんなふうに描いていたなと。少ししんみりとなりながら見てしまう。

「できた──」

　いきなり趙迂が立ち上がった。一枚の紙を手に猫猫の前に立つ。

「そばかす、できたぞ」

「何がだよ」

「これだよ、これ」

　趙迂は、ぴしっと紙を見せる。鼻の穴を膨らませて随分得意げだ。そこには二匹の虫が描かれてあり、その形は微妙に違っている。

「良く思い出せないけど、これだった気がする。不作になる話と一緒にこれを見たと思う」

　曖あい昧まいな言い方だが、その絵はとてもはっきりしていた。

「こっちが普通のときの蝗いなごでさ。下のが不作になるときの蝗なんだよ」

　二つの蝗は足の長さが違う。あと、墨絵でよくわからないが濃淡から色も違うのだろう。

「それ、本当か？」

「たぶんね。ところどころだけどね」

　趙迂は記憶を失ったままだ。でも、ところどころ思い出しつつあるのだろうか。そうなると、不都合なことは多いが、一方でそれよりも重要なことがあった。

　二種類の蝗いなご。これについてもっと調べないといけない。蝗こう害がいというものがある。これは国を滅ぼす天災の一つで、虫の大群に作物を食い尽くされるというものだ。

　害虫による農作物の被害は毎年大きいものだが、蝗害の場合、その比ではない。蝗はありとあらゆるものを食らい尽くす。ひどい年では荒縄や草鞋わらじまで食べるという。どういう仕組みで起きるのかわからないが、数年、数十年ごとに起きている。幸運なことに、現帝の統治になってからはまだ起きていない。

　今の帝みかどの統治が素晴らしく、ゆえに天も蝗害を起こさない。そういう理由なら素晴らしいが、そんなわけがないと猫猫は思う。どうせたまたま来なかっただけだろう。

　そうなると今の世で最初の蝗害が起きれば、それだけ帝の力を試す機会となる。先日、この国でもっとも力のある子シの一族を罰したばかりだ。これは時機タイミングが悪い。もしここで蝗害が起きたなら、子の一族を滅ぼした天罰だととらえる者も出てこよう。

（うん、関係ない、関係ない）

　関係ないはずなのに、身体は動いていた。




　猫猫は気が付けば街にある書店へと向かっていた。

（あるとは思わないけど）

　精密な趙迂の絵を見て思い出した。前にもああいう絵を見たことがあった。猫猫は店が立ち並ぶ中で、薄暗くかび臭い一軒を選ぶ。

　ちりんと鈴の音が鳴ると、奥の置物のような主人が軽く会釈する。愛想はそれくらいで、また眠るような姿勢に戻る。客がいないので閑かん古こ鳥どりが鳴いているようだが、最近は懐が豊かなはずだ。

（後こう宮きゅうに本を卸しているものねえ）

　中の本は大体貸し本か中古のものだ。新品も売られているが、数は少ない。新品を買う場合、注文という形をとる。ここの主人はその方面の仕事は子どもに任せて、半分隠居をしている。

（あるわけないよな）

　ここにあるのは大体、大衆小説もしくは春画といった低俗と言われるものばかりだ。それでもたまに掘出し物があるので来てみたのだけど……。

「……」

　猫猫は目をこすった。

　なんだろう、この都合のよいめぐり合わせは。思わず頬ほおを引っ張っていた。

「小父おじさん、これちょっと見ていい？」

　猫猫は机の上に重なっている本をさして言った。

「あー、あーー」

　なんともいえない返事を猫猫は肯定と受け取って、その本を手に取る。分厚い書だった。表紙には鳥の絵が描かれている。

（うそだろ）

　いや、ありえない。でも、実際ありえている。その書にはたくさんの鳥の絵と説明、そしてところどころ書き込んだあとがあった。

「これどうしたの？」

「んーー、昨日、売りに来た」

　やる気ない返事だった。昼寝の邪魔をするなと言わんばかりだ。

「他に売りに来たものってない？」

「それ一冊だけだ。けど、また来るって言ってた気がするなあ」

　猫猫の顔が爛らん々らんと輝く。その本を猫猫が手に取るのはこれで二回目だった。そうだ、あの時見たものとまったく同じ本だった。

　子翠に連れてこられてしばし、監禁された部屋。不老不死の薬を作るための資料として置いてあった書物の一つ、それがここにあった。










二話　右ウ叫キョウ







　なんでこんなものが、と猫マオ猫マオは思う。

　たしか、あのあと子シ昌ショウの砦とりでは封鎖されたはずだ。あの場所にあったものがここにあるのはおかしい。たとえ、砦の荷を移動したとしても、こうやって市中に出回るということは横流しを意味している。

（んー）

　そういうことなら。猫猫にも考えがあった。




　すぐに犯人は見つかった。どうやって見つけたかといえば簡単だ。

「わざわざ、こんなことで呼びつけるなよ、嬢ちゃん」

　面倒くさそうに言うのは、李リ白ハクだった。そう言いつつそわそわと緑ろく青しょう館かんの中を見ている。場所は猫猫が商う薬屋の中で、狭い店内にでかい身体を縮めて入っている。

「こそ泥相手にさ、俺も暇というわけじゃねえんだぞ」

　そう言いつつ、ちらちら吹き抜けの天井を仰いでは上の階にいる花の顔かんばせを探している。緑青館の三姫の一人、白パイ鈴リンを探しているのだろう。

　知り合いの武官李白は、白鈴にべた惚れだ。しかし、妓楼に通うにも金がいる。なので、白鈴と仲がいい猫猫の頼みなら、なんだかんだ言って融通をきかせてくれる。

　書庫が荒らされた、盗品が市中に出回るかもしれないから見張ってほしい。そう頼んだ。

　図録なんて珍しいものが盗まれたと言えば、売りに出した時点ですぐ足がつく。一応、あの本屋以外にも売り払う可能性があったので、こうして李白に任せた。

「ふふ、朝から見張ってたんだから感謝しろよ」

「部下に頼まなかったんですね」

　よほどいいところを見せたいのか、自分でやったらしい。まだ寒い季節に張り込みとはご苦労さまである。

　李白は手に持った包みを猫猫に渡す。手土産の団子のようだ。そして、ちらちらとまた吹き抜けを見る。皆で茶でも飲め、そして白鈴を呼んで来いという意味だろうか。

　しかし、その前にやってもらうことがある。

「それで下手人は？」

「それなら、表でおまえさんとこの男衆に見張ってもらってる」

「そうですか」

　猫猫は窓から外を見る。二人の男衆に囲まれたのは、痩やせた貧相な男だった。無精ひげでやたら厚着をしている。その分厚い綿入れに猫猫は見覚えがあった。垢あかにまみれ、何日も洗ってないことがわかる。

（はて？）

　どこかで見かけたか、と首を傾げる。

「おい」

　李白の声を無視し、猫猫は履くつをはいて、男衆のほうへと向かう。

　屈強な男衆二人に囲まれた盗人は、見た目以上に小さく見えた。

「危ないぞ、あんまり近づくんじゃない」

　古参の男衆が猫猫の着物の衿を掴つかんで言った。このように猫みたいに扱われるのは不愉快だが、小さい頃からこの扱いである。猫猫はそのままの姿勢で、盗人を見る。

「……」

「……」

　盗人と目があう。盗人が猫猫の顔をじっと見て、そして、顔を真っ青にする。そして、何を言い出すかと思えば……。

「蛇娘！」

　男は、唾を飛ばしながら言った。

「おいおい、これは猫娘の間違いだぞ」

　冗談めかして古参の男衆が言った。周りの男衆が笑う。

（こいつは……）

　人の顔はあまり覚えない上、頬ほおがこけていてよくわからなかったが、確かこの男は、砦とりでにいた。猫猫の部屋の見張りをしていた男だ。猫猫を拷ごう問もん部屋から出してくれた奴だ。蛇を美味しくいただいているときにやってきた男だ。

（なーるほど）

　猫猫は納得した。たしか、砦が危ないから逃げ出すと言って、火事場泥棒をやっていた。見張りをしていたから、あの部屋にある本を盗むのも簡単だろう。

「どうした、嬢ちゃん」

　李白がやってきて男を睨にらむ。男はあからさまに震える。あの砦から逃げ出したことがばれたら、盗人扱いだけではすまないだろう。

（ふむ）

　これは使えるなと猫猫は思う。

「申し訳ありません。こいつ知り合いです」

「はあ？」

　猫猫はあっけらかんとした口調で呆あきれた李白に言ってのけると、にやりと罪人に笑いかけた。




　訝いぶかしげな李白だったが、猫猫が茶菓子を持って白鈴を呼んだらすぐ尻尾をふりながら行ってしまった。

　そういうわけで今、猫猫の薬屋にいるのは猫猫と例の盗人、それから……。

「おっちゃん、別に見てなくていいよ」

　猫猫は煩わずらわしそうに古参の男衆を見る。皆が茶をはじめている中で、この男衆だけは猫猫のほうへとやってきた。ちゃっかり手には団子を持っている。

「そういうわけにもいかんさ。変な虫がついたら、狐殿にも覆面殿にも怒られる」

　狐とは片眼鏡モノクル軍師のことで、覆面は壬ジン氏シだろう。こちらに来るときは、覆面を被ってくる。たとえ、傷物になった顔でもまだ十分玉の価値がある男だ。見た目だけでも十分目立つ上、立場を考えるとなおさらだろう。

「なーに、俺は黙って団子を食べるだけだよ、なーんも聞いちゃいない」

　そう言って、男衆は壁に寄りかかっている。、四十路前のこの男は、猫猫が生まれる前からここにいる。何事もそつなくこなす男でやり手婆ばばあの信頼も厚い。名前を右ウ叫キョウという。

（どうせ、やり手婆にはちくるんだろ）

　そうなると、やり手婆に聞かれても困らないところまでしか話せない。

（ばれても問題はないか）

　猫猫はそう思いながら、目の前に座った男を見た。板張りの床の上には二冊の本が並んでいる。猫猫が本屋で見つけたものと、今日、この男が売りにきたものだ。

「これ以外の本はどうした？」

　猫猫の質問に、男は子どものようにぷいっと顔を背ける。そんな行動を無精ひげの男にやられても、気持ち悪いだけだ。

（そんな暇はない）

　別の場所で売られていたら、また誰かに買われてしまう可能性がある。猫猫はだんっと床を叩く。

「あそこにいる武官な、あの砦とりでの制圧に関わった男だけど、あんたがあの場にいたことを話してもいいのか？」

　ゆっくり低い声で猫猫は言った。

　男の顔色はさらに悪くなる。助けてくれた手前脅す真似はしたくないが仕方ない。本の行方を知るほうが先決だ。

　右叫はあんぐりと団子を頬張り、ゆっくり咀そ嚼しゃくしている。のん気なおっさんに見えるがなにかあったら、こんな男くらい組み伏せる程度に鍛えている。

　男はむむっと口を歪ゆがめると、あきらめたように頭を下げた。

「まだ三冊、手もとに残ってる。二冊は別の街で売って、残りは置いてきた」

　爆発によってあの部屋まで火が燃え移ってなければ、残りの置いてきた本は手に入るかもしれない。そうなると、売った残り二冊が問題だ。手もとにあるのは、鳥と魚の図録である。

「虫の図録は売ったのか？」

「いや、一冊は手もとにある」

（一冊は？）

　ふむと猫猫は首をひねる。鳥の図録には数字が振ってある。『壱いち』と書いてあるからには、『弐に』があるのだろう。

「その図録はすぐに持ってこれるか？」

「俺を突き出さないっていう約束はできんのかよ」

「おまえの態度次第だ」

　威圧的に言う猫猫に対し、ずっと横に立っていた右叫が深いため息をついた。

「おいおい、猫猫。そんなんじゃ脅しと一緒だぞ」

　そういって右叫は狭い薬屋の板張りに腰掛けると、男の肩を叩く。

「おまえさん、腹減ってないか？　なんかわけありのようだし、ちと気を抜いたほうがいいぜ」

「……」

　男は無言だが、右叫が黙って薬屋を出て行った。すぐに、丼一杯の飯と菜おかずを盆にのせて持って帰ってきた。菜は残り物の蝗いなごの煮つけしかないが、男は右叫に箸はしを差し出されると躊躇ためらうことなく丼にがっついた。

　その勢いに猫猫は驚いた。

「……」

「まだまだだな」

　右叫が猫猫の肩を叩く。飯にがっつく男はこちらには目もくれない。右叫が小声で言う。

「あの様子だと、都まで来るのにいろいろあったんじゃねえのか？　本を売るって言っても、どうしても食いっぱぐれて仕方なくだろうが。本自体は丁寧に扱ってる。悪い人間じゃないと思うがね」

「だろうけど」

　猫猫としては本の行方が気になって仕方ない。

「飴あめと鞭むちは上手く使いこなすもんだ」

「わーったよ」

　やり手婆が緑青館の鞭だとしたら、この男衆頭は飴役だろう。背丈も高くなく顔も並でおっさんだが、妓ぎ女じょたちにもてるのはこういうところだ。

「ん？　どうした？」

　もしゃもしゃ飯を食らっていた男の手が止まっていた。右叫が首を傾げて見る。

「まずい」

「蝗は嫌いか？」

「蝗じゃねえよ」

　男が箸で蝗をつまみながら言った。

「蝗だろ？」

「こっちの奴らはまとめてそう言うかもしれねえけど、農民は分けて呼ぶよ」

「どういうことだ？」

　猫猫と右叫は男をのぞきこむ。男は山盛りの煮つけの虫を箸でつかみ、一つ一つ噛かんで選り分けていく。二つに分けられたそれは、比率としては八対一くらいだろうか。

「こっちは蝗。農民が煮つけにして食べてるもんで、こっちは飛蝗バッタだ。見た目は似ているけど、こっちはまずい」

「そんなに味が違うのか？」

　右叫が聞き返す。正直、飛蝗と蝗にそんなに違いがあるとは知らない。猫猫も深く考えずにいっしょくたにしている。

「食べればわかる。足を千切って煮付けて色もわかんねえから、性格悪い奴らは無知な商人に売り付けんだよ。だから、蝗はまずいって思われてる」

　なるほど、お館やかたさんは、それはいい商売相手だったに違いない。蝗は一、飛蝗バッタは八、道理でまずいわけだ。猫猫は蝗のほうに手を伸ばして口に入れる。確かにこっちのほうが、身があって美味しい気がする。

　男は深刻な顔をして、じっと飛蝗を見ている。

「なにかあるのなら言ってみろ」

　猫猫に代わり、右叫がたずねる。

「今年は飢き饉きんになるかもしれない」

　その言葉に猫猫は、男に詰め寄った。

「やっぱりそうか？」

「か、確証はねえよ。ただ、蝗より飛蝗がたくさん増えた年の翌年は虫の害がひでえんだよ」

　飛蝗と蝗の比率を考えると十分だろう。趙チョウ迂ウの言っていたことにうまく当てはまる。

　猫猫はじっと男を見る。

「そういえば、おまえ、見張りなんてやってたのに、なんか虫について詳しくないか？　大体、あの部屋には本の他にまだ、金になりそうなものがあったと思うけど、わざわざ本なんて持って行く必要あったのか？」

　普通ならもっと売りさばきやすいものを選ぶだろう。

　男は少し照れくさそうに首の裏をかいた。

「……本当は図録を売りたくなかったんだよ」

「また、売りにくるとか本屋の主人に言っていたらしいじゃないか？」

「それは、愛想よくしとかなきゃ高く買ってくれねえだろ。それに、余裕があれば買い戻す気でいた。図録なんて好んで買う奴はいないだろ」

　いや、ここにいるぞという言葉は口の中でとどめておこう。

　男の姿は、着の身着のままだ。冬場だからまだよいが、垢あかで顔が汚れていて正直、薬屋に上がらせるのは嫌だった。これではまともに銭を稼ぐのも難しかろう。

「あの砦とりでの軟禁部屋に前住んでいたじいさん。それに飯運んでいたのは俺なんだよ」

　思わぬ話に猫猫は目を大きく見開く。

「新しい薬を作るとかなんとかで連れてこられたらしいけど、他にもいろいろ研究していたんだってさ」

「どんな？」

「それが、これだよ」

　指し示すのは飛蝗だった。

「どうやったら、蝗こう害がいを起こさずに済むか」

　それを調べていたと男は言った。

　ごくんと猫猫は唾を飲みこんだ。そして、口を開いて男にたずねようとした瞬間だった。

　ばんっと大きな音を立てて、薬屋の戸が開かれた。

「そばかす！　おまえの団子食べていいか！」

　趙迂が両手に団子を持ってやってきた。

　男が目をぱちくりさせる。

「あれ？　坊っちゃ……」

　言いかけたところで猫猫は近くにあるすり潰した薬草を手に掴つかむと、あんぐり開いた男の口に詰め込んだ。

「苦にがっ！」

　悶もん絶ぜつして苦しんでいるのは申し訳ないが、とても不穏なことを口にしようとしたので、仕方ない。

（こいつそう言えば）

　趙迂のことを知っている。猫猫を助けてくれたのも、趙迂の頼みがあったからだ。世間体として子シの一族は、根絶やしにされているはずだ。それがここにいるのはどう考えてもまずい。

　ごろごろ転がる男を趙迂は面白そうに眺める。どこぞの大人が何やっているのだろうと興味津々である。

「団子はやるからあっち行きな」

「なんだよ、しっしって。犬猫じゃないんだぞ」

　趙迂は男のことを覚えていないらしく、普通に無視した。

「趙迂、おいちゃんが肩車してやろうか？」

「えっ、いいのか、おっちゃん。やってやってー」

　上手い具合にはぐらかしてくれた右叫に感謝した。

（確証はないけど）

　一応注意喚起しておいたほうがいい。壬氏があと何日でくるか指折り数えた。










三話　眠り







　それから三日後、薬屋に覆面の貴人がようやく現れたのは太陽が南中する頃だった。

「いらっしゃいませ！」

　猫マオ猫マオの元気な迎えに、おののくのは壬ジン氏シだった。その後ろでは、なにがあったと言わんばかりにあんぐりと口を開けた高ガオ順シュンがいた。

「おっ、おい、どうした？」

「小シャオ猫マオ、今いるのは壬氏さまですが人違いではありませんか？」

　猫猫はむっとなる。なんだろうか、その反応は。高順はつい口が滑ったとちらりと壬氏を見、壬氏は覆面の隙間から胡う乱ろんな目で高順を見かえしていた。

　壬氏は薬屋の中に入ると、煎せん餅べい座布団の上に座った。中はとても狭いので、高順はいつも緑ろく青しょう館かんの玄関エントランスで待っている。引き戸を閉めると、ようやく覆面をとった。

　そこには変わらずの美貌と、それに不似合な頬ほおの傷が一本ある。抜糸を終えて痛々しさはだいぶ薄れたが、それでも見る者が残念さに思わずため息をついてしまう。

　市井では昨年あった子シの一族の反乱を面白おかしく書きたてていた。その中で主役を務めるのが、美貌の皇弟と敵役の楼ロウ蘭ランだった。ここで本来出てくるのは、子の一族の長である子シ昌ショウかと思うが、それを食い楼蘭が出る。理由は、壬氏の傷だろう。

　この世の者とは思えぬ美貌に大きな傷をつけた悪女は、今後もずっと語り継がれるはずだ。陽気に笑う虫好きの女にょ官かんを思い出し、猫猫は遠い目をした。

「なにか用があったんじゃないのか？」

　壬氏の問いかけに、猫猫はぴくりと動く。

（そうだった）

　猫猫は戸棚から、本屋で買った図録を取り出す。

「これは？」

「どこぞの火事場泥棒が砦とりでから盗んで売り払ったもののようです」

　砦から逃げてきた男のことは伏せておく。男衆頭の右ウ叫キョウに任せた。面倒見のいい右叫なら、上手くやってくれるだろう。

　砦から逃げてきた男は名前を左サ膳ゼンと名乗ることにしたらしい。悪わる餓が鬼きこと趙チョウ迂ウが昔のことを思い出すかもしれないので、念のために偽名を使わせる。男も前の名前に未練はないらしく、右叫に仕事を習っていた。

（本屋に売った分は回収できた）

　右叫が迅速に集めてくれた。ちょうど馴な染じみの女衒ぜげんが図録を売ったという街に行ったのでよかった。話をして買ってきてもらった。

　ならば残る問題は。

「この図録の残りが砦とりでにあると思います。それを集めてもらいたいのです」

　壬氏は片目を細めて猫猫を見る。

「なぜ、それを集める？」

　その質問の答えに、現物をとりだして見せる。どんっと、壬氏の前に置いた丼には、気色の悪い虫の山が煮つけになって乗っている。

　壬氏が顔を引きつらせて、後ずさる。

「なんだこれは？」

「蝗いなごの煮つけです。もっとも、ほとんど飛蝗バッタですけど」

　猫猫は箸はしでそれをつまむと、ずいっと壬氏に向ける。壬氏はさらに後ずさる。壁に当たり、がくっと姿勢を崩す。

「食わんぞ！」

「そんなこと言っておりません」

　猫猫は皿の上に飛蝗をのせると、虫の絵が描かれた紙を取り出した。飛蝗と蝗の絵だ。煮つけをもとに描いたが特徴はとらえている。趙迂に小遣いを握らせて描かせたものだ。

「飛蝗が昨年、大量発生したそうです。蝗こう害がいとして、農村から話は聞いていませんか？」

「……」

　壬氏の表情が曇る。頭をかきながら、ふうっと息を吐く。

「その報告は受けている。北部の農村で被害が大きい」

　だが、餓死者が出るほどでもない。幸か不幸か、昨年の秋は寒かったようで蝗も退治しやすかったらしい。増えすぎる前に全滅してくれたそうだ。

「蝗の被害は数年続くことがあります。今年はどうでしょうか？」

　壬氏の顔が歪ゆがむ。彼もまた、その事態を予測していたのだろうか。

　北部ということは、子シの一族の領地がほとんどだろう。彼らがいなくなった以上、それをおさめるのは帝みかどということになるのだろうか。

「昨年の不作分に関しては、南部の備蓄を回す手配はしている」

　その先についてはまだ手が回らないのだろうか。壬氏も高順と同じく眉間にしわを寄せている。

「今年また起きてしまえば、苦しいことになりますね」

　蝗害が起こるのは、帝が国をちゃんと統治しないのが原因だと言われる。たかが虫というが、それが実際、滅びる原因となることは歴史上にあるらしい。

　そして、それが子の一族を滅ぼした翌年となれば、民はどう思うだろうか。

（ばかばかしい迷信）

　そんな言葉で終わらせられる者ばかりではない。そして、そんな者たちも民として治めていくのが帝であり、その血筋の者たちだ。

「蝗こう害がいは自然に起きるものだ。どうしようというのだ。かがり火をたいて、虫をおびき寄せるか、それとも一匹一匹潰していくか？」

　もっともだ。そんなものらちがあかない。

「だから、これを探しているんです」

　猫猫は図録を壬氏の前に差し出す。

　砦とりでから逃げてきた男、左膳の持っていたそれ、その虫の図録だ。中には書き込みがびっしり入っている。

「もう一冊、虫の図録があるはずです。ここにないならまだ砦に残っているかと」

　手持ちの一冊には、飛蝗の頁はさかれてない。ありふれたその虫が描かれていないはずはない。

「前にあの砦にいた薬やく師しは、蝗害の研究をしていたようです」

「本当か？」

「どこまで進んでいたかわかりませんが」

　ただ、調べる必要はありそうだと伝える。

　ふむ、と壬氏は顎あごを撫なでる。そして、戸を開けると、高順を呼び寄せる。高順はちょうど串団子を口に入れるところだった。高順は即座に緑青館の外に待機している従者を呼びに行った。串団子は、目ざとい趙迂が見つけて勝手に食べている。

「数日中には手に入るだろう」

「ありがとうございます」

　ふうっと猫猫は息を吐く。これで終わったわけではないが、ここ数日、頭の中にぐるぐる回っていたことを口にしてすっきりした。

　かわりに壬氏の顔色が悪くなっている。宦かん官がんの立場でなくなった壬氏は、ただでさえ疲れ気味である。猫猫の言ったことは、結局、壬氏の仕事を増やすことになった。

「お疲れですか？」

「それなりにな。だが大丈夫だ」

　目の下のくまが濃い。しかし、周りの官や官女たちは、それを疲れと認識せずに、憂いと思うだろう。顔に傷があろうとも、この男の人外じみた美貌は健在で、ゆえに人はその中身を読み違えてしまう。

（このままなら、倒れるな）

　疲れて感覚が麻痺した人は、疲れさえわからなくなる。高順とて、壬氏が大丈夫だと言ったら、止めることはできない。

（眠ればいいのに）

　わざわざこんなとこまで来るなら、部屋でゆっくり休んでいたほうがいいだろうに。猫猫は呆あきれた顔を壬氏に向ける。

「壬氏さま、お休みになられませんか？」

「なんだいきなり？」

「すぐに寝所を用意します、眠ってください」

　猫猫は壬氏をじっと見る。右みぎ頬ほほの傷が目に入る。綺麗な縫い目を観察しそうになり、思わず目を伏せる。おやじの縫った傷に、その上に塗った軟膏、それをじっと見ていたくなる。壬氏の傷は残るだろうが、その治りは早く、経過を観察したくなる。

「こんなところで、眠れというのか？」

「一人では眠れませんか？」

　猫猫はちょっと冗談めかして言ってみた。しかし、さすがに子どもあつかいしすぎた。

「冗談で──」

「ああ、一人ではだめだ」

　訂正しようとしたが、途中で遮られた。一人寝は寂しいとのことらしい。

（なるほど）

　猫猫は薬屋の戸から顔を出すと、近くにいた禿かむろを呼ぶ。禿にやり手婆ばばあを呼んできてもらう。

「なんだい？」

　やる気なさげなやり手婆に用件を伝えると、その皺しわにまみれた目ま蓋ぶたの奥の目が光った。

「四半時さんじゅっぷん待ちな」

（それで準備できるのかよ）

　やたら張り切るやり手婆を後しり目めに、猫猫は壬氏に疲れに効く茶を差し出した。




「こちらです」

　と、猫猫は壬氏を緑青館の奥へと案内する。

　連れてきた場所は緑青館の最上階。最高級の調度に囲まれたその部屋には、大きな寝台が置かれている。香を焚たき染しめているので、甘い香りが充満している。

「お休みになられてください。仕事も大切ですが、休養も必要です」

　やり手婆にまた吹っかけられるかと思ったが、婆にも思ったことがあったらしく、一番良い部屋をただで貸してくれた。やり手婆はこの部屋を四半時で準備してくれたのだ。たいしたものだ。

　貴人にいい印象を与えたほうが得策と思ったのかもしれない。

「湯ゆ浴あみなさるなら、薬湯を用意しています。寝間着は合うかわかりませんが、こちらをお使いください」

　猫猫は、柔らかい木綿の寝間着を渡す。

　壬氏は驚きの表情から、しだいに緩やかな笑みに変わっていく。天女の笑みではなくなったが、男女問わず蕩とろけさせる効用は変わりない。

「湯ゆ浴あみしてくる」

　隣接した湯殿に向かう壬氏。男衆に何度も往復させ湯を溜めた風呂は、ちょうどよい温度のはずだ。急いで湯を沸かし、運んでくるのに苦労しただろう。

　猫猫はほっと胸を撫なで下ろす。

　部屋の隅にいる高順も、眉間のしわが緩んだように見える。と、同時に不安そうにそわそわしている。

「一人寝ではないのだな」

「ええ」

　その点は抜かりない。壬氏はなんともいえない表情を浮かべて湯殿に続く扉を開けた瞬間、固まって動かなくなった。幾いく何ばくかして、扉を勢いよく閉めると速足で猫猫の前に詰め寄ってくる。妙に道化じみた滑こっ稽けいな動きだった。覆面をまたかぶっていた。

「なんで、薄着の女たちが湯殿にいるんだ？」

「玄人プロなので問題ありません」

　蜜み柑かんの皮をばあやに剥むいてもらうような坊ちゃんなので、湯浴みも一人で入るとは思わなかった。皇帝が湯浴みするときと同じように更衣を用意し、ついでだからと按摩マッサージを受けてもらおうと頼んだのだ。

「……按摩はお嫌いですか？」

「按摩だけで終わるのか？」

　意味深な物言いだ。

「終わらない場合が多いです」

　奉仕サービス業なので、客に頼まれれば口に出しにくい追加奉仕を行う者もいる。花はな街まちでは常識だ。

「湯浴みは？」

「やっぱ遠慮しておく」

「着替えは？」

「自分でやる」

　と、壬氏は衣を脱ぎ捨てると寝間着を羽織る。

（筋肉質だよな）

　ありのままの感想にこれといった感情はない。猫猫は落ちた衣を丁寧に拾い上げ、綺麗にたたむと行こう李りにしまう。ほのかに残った香は、やはり趣味がいい。

　猫猫は、寝床のそばに置いてある器と急須を持つ。急須から液体を注ぐと壬氏に渡す。

「睡眠薬かなにかか？」

　壬氏が覆面を半分上げて口に含んで言った。妙な味がしたのだろう。毒見してみせたほうがよかったか。

「滋養強壮剤です」

　猫猫の言葉に、壬氏の口から茶が噴き出る。顔に茶がかかり、さすがに半眼で見てしまう。

「なんで、滋養強壮なんだ？」

「殿方の疲れたときは、それが一番と聞きましたので」

「……意味がわかって言っているのか？」

「他になにがあるかと」

　猫猫が言うと、壬氏は気まずいような、はにかんだような表情を浮かべた。さっきからちょくちょくそんな顔を交えてくる。

（率直に言うのは、難があったか）

　いくら殿方とはいえ、そういう生理的なことを口に出されると恥ずかしいものがあるのだろう。壬氏はまだ若く、そういうのは見た目ほど成熟していないのだろうか。散々、年中盛るけだもののように見て申し訳なかった。

　それにしては、壬氏の反応は少し違ったようにも思えるのだが、気にすることはなかろう。

　伏し眼がちな壬氏に、猫猫は言葉を続ける。

「それで、どのような娘が好みですか？」

「は？」

　間抜けな声が聞こえた。

　猫猫は手のひらを二回叩くと、奥からきらびやかな娘たちが総勢五名現れた。どれも可愛らしくあどけなさが残る。

「水スイ蓮レンさまから同年代が好みと聞きましたので」

　水蓮とは壬氏のばあやだ。意地悪だが、侍女としては一流である。

　また以前から貞操観念云々と語ることが多いので、生き娘むすめで揃そろえてみた。病気もないのでそのほうが好ましい。

　全員を緑青館で揃えるのは難しかったので、よその妓ぎ楼ろうからも話を通してかり出してきた。やり手婆は眉をしかめたが、短時間でこれだけ揃えるのは難しい。

　娘たちは、相手が貴人という話だけ聞いているので、なかなか乗り気だ。壬氏の覆面の隙間からこぼれる美貌にため息をついている。

　そのもてもての貴人といえば、あんぐりと口を開いたまま呆気にとられているようだ。覆面の奥からでもわかる、その間抜けな動きで猫猫を見る。

　部屋の隅で高順が頭を抱えているだけでなく、壁に額をくっつけて寄りかかっている。

「好みがいませんでしたか？」

　猫猫の問いかけに反応するのは、壬氏ではなく妓女たちのほうだ。各々、自分が魅力的だと思う仕草を壬氏に向けている。

「全員、未通娘おぼこですよ。ちゃんとやり手婆が調べましたから」

　どうやって調べたのかは、推して知るべし。

　壬氏は人形のようなぎこちない動きのままで、猫猫を見る。

「……とりあえず、ただ眠たいんだ。寝かせてくれ」

「そうでしたか、ではどの娘を……」

「そのままの意味だ！」

　猫猫は残念そうに肩を落とし、不満げな妓女たちに退室を願う。

　それ以上に肩を落としている高順のもとに行き、

「代わりにいかがですか？」

　と、たずねたら、

「うちは恐妻家なんです。娘は潔癖ですし」

　と、言われた。なるほど、妻帯者に妓女をすすめるのはいささか難があった。

「爸パ爸パ汚い、お風呂最後に入ってって言われる気持ちわかりますか？」

「ああ、わかります」

（娘の気持ちなら）

　寡黙な従者には、立ったままでは悪いので、座り心地のよい長椅子ソファに座ってもらうことにした。布団はもう一式あり、部屋も空いているけどそれも丁重に断られた。むしろこんな場所にいることがばれたら、離縁騒ぎなのではと思った。

　猫猫は、壬氏が横たわったところに、上掛けを丁寧にかける。自分も退室しようとしたら、腕を掴つかまれていた。

「子守唄くらい歌ってくれ」

「……」

　断りたいところだが、たまに見せる子犬のような目がちらちらと猫猫を見る。それに、今のところ空回りばかりしていて壬氏の疲れはとれていないようだった。それなのに、掴んだ手を離さない。猫猫はふうっと息を吐く。

「下手ですよ」

「かまわない」

　上掛けをゆっくり叩き拍子をとりながら、猫猫は歌い始めた。妓女が歌うわらべ歌である。

　壬氏の寝息が聞こえるのにそれほど時間を要さなかった。
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　壬氏が帰ったのは夕暮れ、日が沈む前だった。眠ったおかげだろうか、顔色はよく寝起きに粥かゆを三杯も食べた。このまま働きすぎで死ぬのではと思うが、食べているうちは死なないものなので安心した。

　むしろ帰って夕ゆう餉げが食べられず、水蓮に怒られやしないかと思うのは、お節介だろうか。

　覆面をしっかりつけた壬氏が乗った馬車を、猫猫は見送る。すると、なんだか視線を感じた。振り返ってみると、蓮っ葉な格好をした妓女が二階の欄干によりかかって煙管キセルをふいていた。三姫の一人、白パイ鈴リンだ。豊かな肢体が着物の隙間からはみ出ている。

「そろそろ観念したらどーなの？」

「なんのことだろうねえ」

　猫猫はにやにや笑う小姐を無視して、薬屋に戻った。










四話　火ひ鼠ねずみの皮衣







　猫マオ猫マオの薬屋は緑ろく青しょう館かんの行あん燈どんの火がつくとともに閉店だ。夜中に仕事をしたってろくな客は来ないし、灯の油代だってもったいない。

　店の売り上げを数えたのち、やり手婆ばばあに預ける。猫猫が住むあばらやでは大金を持っていたら、強盗に狙われる。いくらか金を払って、ちゃんと保管してもらったほうがいい。火種と薬草をまとめて、狭い店に鍵をかける。

「おい、帰るぞー」

「ええー、もうかよー」

　渋る趙チョウ迂ウの首根っこをつかまえて猫猫は、あばらやに戻る。緑青館のすぐ裏手にある家は、隙間風が通りとても寒い。

　火種を竈かまどの焚たきつけの紙につける。火が大きくなったところで薪まきを足す。趙迂は寒いらしく、布団にくるまって寝ね藁わらの上で丸くなっている。

　猫猫は竈の鍋をかき混ぜながら汁を温める。干し肉を出汁だしに、庭で採れた野菜と葛くずを混ぜている。寒いので、さらに生しょう姜がを削って入れる。

「おい、食わないのか？」

「食うよー」

　芋虫のような格好で動き回ろうとする趙迂に拳げん骨こつを落とし、布団を奪う代わりに綿入れを投げつける。

（冬物、もう一着欲しいな）

　趙迂の養育費は十分貰もらっていたが、それを無駄遣いする気はない。趙迂はぶつくさ言うが、猫猫に預けられた以上、働かざる者食うべからずの教育を施していくつもりだ。

　欠けた椀に汁を入れて趙迂に渡す。趙迂は椅子の上で膝ひざを立てて汁をすすった。

「肉増やせー」

「なら、稼いでこい」

　猫猫は、ずずっと汁を口にした。粥かゆはなく、かわりに麺麭パンをいただく。買い置きの麺麭を鍋の横に引っかけて温め、それを真ん中から割って中に野菜の煮つけを入れる。昨年不作だったためか、麺麭の味が悪い気がする。小麦の質がよくないのだろうか。

「そばかすー、おまえけっこう稼いでるんだから、もっといいもん食ったらどうだー？」

　文句を言いつつも、二個目の麺麭に手を出す趙迂。

「ばーか、あの婆から店を借りてんだぞ。家賃いくらすると思ってる？」

「なら、別の場所に移動しろよー」

「あのなあ。他でやっていくにも、いろいろあんだよ」

　そういって猫猫は汁の残りを麺麭に染み込ませて口に放り込んだ。もう少し贅沢しようと思えばできるだろう。でも、そうしない理由くらいある。

「……明日、着物買いに行くからついて来い。そのままだと寒いだろう」

　猫猫はそれだけ言うと食器を片づけ始めた。

　趙迂は「やった」と大きく手足を広げたが、そのまま椅子から転げ落ちた。半身にしびれがあるためか、上手く受け身が取れず、ごろごろとのたうちまわっている。

（……）

　猫猫は冷めた目でそれを見ながら、茶碗を水桶につけた。




　翌日、猫猫たちは市に出かけた。都を東西に分断する大通り、そこには毎日、市がたつ。北に行くほど立派な店舗が並び、南へ行くほどその階級は下がる。花はな街まちは都の南にあるので、市の始まりは天幕もなく筵むしろに商品が並んだだけの粗末なものから始まる。

　さらに脇道に入ると、怪しげな露店も多い。花街が近いこともあってか、妙な薬を売る店も少なくない。もちろん、薬くす師しの猫猫はそんなものに引っかかるわけもなく、商売人たちも客とは思わず声をかけない。かもになるのは、花街に慣れ切っていない男たちばかりだ。

　動き回る趙迂の首根っこを毎回ひっつかみながら、猫猫は都の中央へと向かう。安物買いの銭失いという言葉がある。露店の綿入れは確かに安いが、生地が粗末だ。あれでは悪わる餓が鬼きが走り回ったらすぐ破れてしまうだろう。多少高くても、店舗をしっかり持った店の商品は安心できる。その土地に根付いた商売をしているので、信用を大切にしているからだ。

　猫猫は連なった店舗の中から行きつけの店に入る。庶民向けの服屋だが、古着も扱っている。日よけをくぐり、店内に入ると天井から服がぶら下がっている。奥には、店の主人が欠伸あくびをしながら衣の繕つくろいをしている。隣に置いてある火鉢からぱちぱちと炭が爆ぜる音がする。衣に火花が散らないように囲いがしてある。

「えー、古着かよー」

「贅沢いうな」

　趙迂はまだ小さい。これからどんどん大きくなる。さっさと買い替えられる服のほうが経済的だ。

　子ども用の綿入れはないか、商品を見ていると、ふと目についたものがあった。

「なんだこれ？」

　目ざとく趙迂がやってくる。それは壁にかけられた衣だった。長襖裙ロングスカートであり、上下とも白く、ゆえに味気なく見える。どこか異民族の衣装に似ており、不思議な雰囲気が漂っていた。袖に蔦つたのような刺し繍しゅうが施してあり、それが目についた。

（これは……）

「なんかみすぼらしいな」

　正直者の糞くそ餓が鬼きは思ったことを口にする。店の親爺おやじが聞いてるだろと、頭をこつんと叩くが、聞こえてきたのは笑い声だった。

「ははっ、それがみすぼらしいと思うかい？」

「だってそうだろ？　娘衣装ならもっと華やかな色使うもんじゃないか」

「そうだろうねえ」

　店の主人は針山に針を刺し、こった肩をほぐしながらこちらにやってきた。そして、目を細めながらその衣装を見る。

「これはね、天女が着ていた衣なのさ」

「天女？」

　趙迂は興味津々で身を乗り出す。身体に麻痺が残るため、ずっと立ちっぱなしはきついのか、いつのまに箪たん笥すの上に座っていた。

　猫猫は呆あきれながら店内の物色を続ける。ここの主人はそうやって客に話しかけ、時間を潰すのだ。それがどこからどこまで本当なのかわからない。ただ、よく養父の羅ルォ門メンがつかまって半日仕事を潰す羽目になっていたのを覚えている。

（さっさと決めて、さっさと帰ろう）

　趙迂が話に夢中になっているのはちょうどいい、そのあいだに決めてしまおう。しかし、狭い店内では主人の話は否応なく聞こえてきた。




　〇●〇




　そうだねえ、この衣装は西方から持ち込まれた品なんだよ。

　西方のとある村で、村人が道に迷う娘を助けたそうだ。娘は美しく、村人はその娘に惚れちまった。

　不思議な娘で、白い肌と黄金色の髪を持っていた。そして、娘がつむぐ糸はほかのどんな糸とも違い、それで何枚も衣を織って助けてくれた村人に恩返しをした。不思議な紋様が刺繍されたその衣は、他の織物の何倍もの値段で売れた。

　娘は何度も故郷に帰りたいと言っていたが、どこに住んでいるのかさえわからない。遠い異国のお嬢さんだったようでね。村人は娘に何度も求婚し、娘はとうとう受け入れることにしたのさ。

　でもね、時機が悪かった。ちょうどそのころ、娘を探しに来た娘の家族が村を訪れた。髪と肌の色で近しいものだってことはわかる。村人はせっかく手に入れた娘を手放したくない。娘を隠し、村人総勢で知らぬ存ぜぬを貫き通したのさ。

　一度は帰った娘の家族だったけど、怪しんでいるようだった。だから、村人は婚儀をさっさとすませて娘を嫁にしてしまうことにした。一度、結婚しちまえば、家族はもう家族じゃなくなるからねえ。

　娘は拒むがそんなこと村人には知ったことではない。村の泉で沐もく浴よくをさせて身を清めさせ、さっさと婚礼の儀を行うことにした。娘は泣きながら沐浴をした。せめてもと、その花嫁衣装は、娘が作った故郷のものを身につけた。

　娘の悲しみはいかほどだったろうか。花嫁衣装に着替えても、その涙は涸れることなく全身を濡らし続けた。

　周りが祝う中、娘は村人と誓の儀をするために祭壇へと向かう。しかし、娘はやはり家族のことを忘れきれなかったらしい。

　家族のもとに返してほしいと懇願した。

　それでだめだというのなら、と娘はその場にあった油をかぶった。そして、松明たいまつの火を身体につけたのだった。

　燃え上がる娘は惑う村人たちの間を駆け抜けた。そして、泉の中に消えてしまった。

　そこに残ったのは一枚の布、娘が頭にかぶっていた紗ヴェールだけだった。

　火だるまになった娘はおらず、それはもしかしたら天へと帰ったのだと村人は思った。

　娘の家族も消えており、娘とともに空へと消えたのだと、皆納得したのさ。




　〇●〇




「そして、これは天女が織った衣なんだよ」

「へええ」

　感心する趙迂。みすぼらしいと言っていた着物をまるで玉でも愛でるかのように見ている。

　猫猫はこんなものかな、と手に取った数着の綿入れを趙迂の背中に合わせる。色が気に食わないが大きさはぴったり合った。

「なあ、そばかす。これ、すごい。すごいよ、買ったらどうだ？」

　目をきらきらさせて趙迂が言った。

「そうだねえ、嬢ちゃんなら天女とさほど年齢も変わらないくらいだろう。そのよしみでお安くしとくよ」

　そんなこと言うが、はじいた算盤そろばんは桁けたが一つ違う。猫猫はつい鼻で笑いそうになった。

（なにが天女だ、こっちはただで実物見ている）

　少々傷物になった天上人は定期的に緑青館にやってくる。

「おいおい、天女の伝説が信じられないのかい？　浪ろ漫まんがないねえ」

　両手を広げ「やれやれ」と首を振る店の主人。

（やれやれはこちらだけど）

　水の中に消えた天女なら猫猫も一度見ている。あの月の精は濡ぬれ鼠ねずみになって二度とやるかと言っていたが、あれほどの見ものはそうそうないだろう。思わず思い出し笑いをしてしまう。

　世の中、いろんな不思議なことはある。でも、それらにはなにかしら種がある。その種がわからないから、人は呪いだったり仙術だったり、時に幽霊などと言って納得しようとするのだろう。

　猫猫は、目を細めてその天女が織った衣とやらを見てみる。

「ちょっとさわっていいかい？」

「ああ、汚すんじゃないよ」

　手触りを確かめて袖の紋様を凝視する。そして、にやりと笑う。

「主人、これ、その値段で売れそうかい？」

「……な、なにを言ってるんだい。売れるに決まってるだろう」

　その割には、猫猫に売りつけようとしていた。本当に天女の衣なら、もう一桁額が違ってもいいはずだ。

「なあ、主人、これをこの値段の十倍で売ったらどうする？」

「十倍だって？　はは、そうなりゃうれしいねえ。その持っている衣、ただにしてやるよ」

　主人は冗談めかしていった。

「ほうほう、そうかい？　趙迂、今の聞いたか？」

「聞いたけど、十倍なんて売れるわけないだろ？　何言ってんだよ、そばかす」

　趙迂まで莫ば迦かにしたように言った。猫猫は唇を歪ゆがめると、火鉢の炭を鉄箸で掴つかんだ。

「主人、この衣と炭をちょっと借りるよ」

「おい！　何すんだい！」

　猫猫は懐から、銭袋を取り出して箪笥の上にどんと置いた。ありったけの金だが、この衣一枚分にはなるはずだ。銭を見て黙った店の親爺を後目に、衣と炭を持って店の外に出る。そして、猫猫は衣を道に投げた。

「お、おい！」

　店の主人が顔を歪めるが知ったことではない。そして、箸で掴んだ炭をその衣の上に落とした。




「そばかすー、ちょっと暑いよー」

　綿入れを何枚も着こんだ趙迂が言った。重ね着しすぎて、まるで達磨だるまのような体型になっている。

「なら、脱げ」

　持つのが嫌だからって着込んだのは趙迂である。猫猫は、右手に新しい着物を手にしていた。もう少し色合いが落ち着いたほうが猫猫の好みだがただで貰もらったものにけちをつけるつもりはない。大きさが合うだけましだろう。

「なあ、そばかす。なんで、あの衣、燃えなかったんだ？」

　首を傾げて趙迂が言った。

　店の主人が天女の衣と言った品、猫猫は思わず鼻で笑ってしまった。そんなものより、もっといい名前があるというのに。

　火ひ鼠ねずみの皮衣と、猫猫は口上を述べた。もっとも、それは店の主人に耳打ちして猫猫が言わせたものであったが──。

　衣は、焼けた炭をのせても火がうつることはなかった。それどころか、焦げひとつなかった。不可思議怪奇なことと通りかかった者たちは思うだろう。それこそ、天女の衣と銘打てば、納得するほどに。

「趙迂、おまえは着物がなにからできてるか知ってるか？」

「綿とか麻のことかぁ？　だいたい、草や木からできるって聞いたことあるぞ、あと虫かなあ」

「さっきのあれは、石でできてるんだ」

　趙迂の表情が面白いほど変わった。間抜けに口をあんぐり開ける。

「石って、石ころのことか！　そんなんでできるのか？」

「石にだっていろんな形がある」

　繊維状の石を布にすることができる。珍しいが古い時代からあるもので、火か浣かん布ぷと呼ばれている。それでは少し味気ないので、東方の島国で使われる名前を借用させてもらった。

「石だから燃えない」

　しかし、それを目の当たりにした者たちは、どう思うだろうか。火浣布の存在を知っていたとしても、初めて見る者がほとんどだろう。その珍しさも手伝い、多少ふっかけた値段でも買おうとする物好きはいるものだ。

　こうして、猫猫はただで着物を手に入れることができた。

「へえ、そうなのか。じゃあ、天女の話っていうのは？」

「あれは──」

　半分本当で、半分嘘うそだろう。

　衣の袖口の刺し繍しゅう、猫猫には見覚えがあった。おやじこと羅ルォ門メンがよく書いていた異国の文字である。それを崩したものはまるで蔦つたの紋様に見えるだろう。

　天女と言われた娘は、その方面の者だろう。金髪に白い肌というのなら北の血も混じっているのかもしれない。

　地方の村では、近親婚が続くと子が弱くなるので、余所よその血が欲しくなる。本当に迷ったのか、それともさらってきたのかわからない。そんな娘がいたら手放そうとは思うまい。

　娘は親元に帰りたい一心で、衣を作った。その素材に、珍しい石綿を使い、村人が読めぬ文字を紋様として刺し繍しゅうすることで、ひそかに同郷の者に助けを呼んでいたのだ。

　婚礼の儀の際、娘は石綿の衣の下に濡れた下着をつけていたのだろう。髪も濡らし、紗ヴェールで包むことで誤魔化した。

「知ってるか。木の器を火にかけても、燃えない方法がある」

　器の中に水を入れておく。すると、水が完全に乾ききるまでその木の器は燃えないのだ。水がある限り、一定の温度以上に上がらず、その温度では木は燃えない。

　濡れた下着の上に石綿の衣、その上に燃えやすい衣装をさらに重ね着する。そのまま火傷に至る前に、湖に飛び込めばいい。

　衣の紋様に逃げ出す方法を記しておけば、娘はその後助け出されるだろう。もちろん、それがうまくいく保証はない。でも店の主人の話を聞く限りそれは成功したとみえる。

　ある意味、昨年やった特使を招いた宴の席と同じだ。

「ほええ」

　趙迂は間抜けな顔のまま感心した。

「それ、なんで店のおいちゃんに言わなかった？」

「浪ろ漫まんが大切なんだろ」

　そこまで壊す必要はないと猫猫が言うと、趙迂は呆あきれた顔で笑った。

　付け加えて言えば、もう一つ。これは趙迂に言う必要はないだろう。袖の紋様の他に衣の裏側には細かい刺繍が施してあった。

（西方か北方の異国の娘か）

　ごく普通の娘が身体に火をつけて、走り回るなんて真似、そんな度胸があるものだろうか。猫猫ならごめんである。

　そして、文字の読み書きができ、石綿の知識を持っていた。それがよその国でうろうろしているものだろうか。旅芸人だとしても、出来過ぎている。

（間者かなにかだったかもな）

　西方は他の地域に比べて、他国との小競り合いが多い場所だ。ありえなくもないが、だとすればずいぶん間抜けな間者である。

　猫猫はくだらない妄想に皮肉な笑いを浮かべながら、家路についた。










五話　麺麭パンがなければ







「おい、薬屋！　今すぐ来てくれ！」

　慌あわてた様子であばらやを叩いたのは、やつれた男だった。猫マオ猫マオは不機嫌な顔で布団からのそりと出ると、面倒くさそうに入口の小窓を開いた。

　外には薄汚い中年の男がいた。金なんて持っていそうに見えない。猫猫は見なかったことにして、小窓を閉めようとした。

「おい、聞いてるのか！」

（面倒くさい）

　相手をしたくない。なんでまた猫猫の薬屋に来るのだ。どうせ以前、養父が生半可な情けでもかけたのだろう。だから、銭を貰もらい損ねる。

「いつもの爺さんはどうした？」

「いないよ。出稼ぎに行った」

「はあ？　嘘うそ言うな！」

　怒ってぼろ家の戸をどんどん叩く男を冷めた目で見返す猫猫。思わず「けっ」と舌打ちをしてしまった。

「おまえは薬屋なのに、ちゃんと薬も出せないってのか！」

「ああ、薬屋だよ。店なんだから金は貰う」

　金さえ払えば、猫猫だって看てやらないこともない。しかし、この男には最初から誠意がなかった。

「貧乏人から金をとる気か！」

「金がねえなら来るんじゃない。おまえらみたいなのが集まるからこんなぼろ家に住んでんだ」

　猫猫も戸を叩いて相手を威嚇する。後ろでは隠れるように、鍋とおたまを持った趙チョウ迂ウがいる。なにかあったら叩いて騒ぐ気だ。生意気だが頭は悪くない。騒げば、緑ろく青しょう館かんの誰かが来てくれるだろう。

「……」

　男が黙った。猫猫はこういう輩が嫌いだ。施してもらえることを当たり前と思う相手は付け上がるばかりだ。

　猫猫が折れる様子がないとみると、中年の男は汚い顔を歪ゆがめた。力なく戸によりかかる。

「金ならいつか払う。絶対払う。だから、頼む。看てくれ……、子どもが……」

　泣き落としなどしても可愛くないのに、男はうなだれたまま動こうとしない。

（これじゃ外に出られない）

「おい、そばかす……」

　鍋を持ったまま、趙迂がこちらを見る。

（なんだよ、この状況）

　猫猫はむかむかしながら、卓の上にある筆をとり、墨すみ壺つぼに突っ込んだ。粗末な棚の引き出しを開けると、紙束と木簡が並んでいる。木簡を一枚取ると、さらさらと筆で書いていく。

　猫猫は木簡を男へと投げる。

「名前くらい書けるか？」

「……書けない」

「だろうな」

　と、猫猫は小刀を投げる。

「親指だけでいいから判を押しな」

　男は目を細めて木簡を見るが、何を書いてあるかわからないはずだ。

「なんて書いてあるんだ？」

「薬代を払いますって証文さ」

　渋々と小刀を親指の腹に押し付け、その血で木簡に判を押す。

「なんかあくどいなあ」

　後ろでぼそっとつぶやく趙迂を足で小突く。

「これでいいのか？」

　男が傷口を舐なめながら木簡を猫猫に渡した。

「仕方ねえな」

　猫猫は悪役さながらに笑うと、戸のつっかえ棒を外した。




　男が連れて来た場所は、花はな街まちの近くにある路地裏だった。痩やせて垢あかまみれの服を着た男たちが猫猫を見る。それに気が付いて、中年の男が周りを威嚇する。

（もう一人くらい連れてくりゃよかったかな）

　さすがにほいほいついていくのは、浅はかだと右ウ叫キョウについてきてもらった。盛りが過ぎたおっさんだが、男衆頭をしているだけあって荒あら事ごとには慣れている。

「なんでまた、こんなところに」

「面倒くさいけど仕方ねえんだ」

「……なんだかんだで、おまえもおやじさん似だぞ」

　そう言ってわしゃわしゃと頭を掴つかむ右叫の手を猫猫は払いのける。

「ここだ」

　男は、戸の代わりにすだれがかかっただけのあばらやの中に入った。すえた臭いがぷうんと漂ってきた。汗や垢あか、老廃物の他に、排泄物の臭いが混じっている。

　汚れた藁わらなのか筵むしろなのかわからないものの上に、趙迂と変わらないくらいの子どもが横たわっていた。その横では、やや年長の子どもが生気のない目で中年を見た。猫猫よりいくつか年下くらいの娘だが、そこに相応の若さはなかった。

「父ちゃん」

　涙も枯れ果てたのか、乾いた表情で中年を見る。

「おい、頼む。看てやってくれ！」

「……」

　猫猫はそっと倒れている子どもを見る。手足の色がくすんでいる。身体は時折痙けい攣れんし、排泄物の臭いがするのも垂れ流しているからだろう。男か女かもわからないざんばら髪で、ひどく汚れていた。

「いつからこうなった？」

「数日前からこんなふうに。でも、手を気にしていたのはそれより前で」

　年長の子どもが言う。

　猫猫は自分の手に手ぬぐいを巻く。口の周りも覆い、それで子どもに近づく。

「おい、それはなんだ！」

　苛いら立だった声で中年が言った。

「はあ？　こいつらは病気なんだろ？　私にうつったら元も子もない。なんなら看なくていいんだぞ」

　猫猫が睨にらみ返すと、男は上げかかった手を下ろした。男が手を下ろすと同時に、後ろにいた右叫も腕を組む。もし手を上げていれば、右叫はこの男の関節を外していただろう。

（過保護なことで）

　子どもの手に触れる。血行が悪い。血のめぐりが指先まで行き届いておらず、凍傷のように壊え死しをおこしかけている。たしかに隙間風が吹くぼろ家だが、寒さで凍傷まで至るだろうか。

　それに、子どもは麻痺しているようだ。瞳孔が開いており、白昼夢でも見るかのように時折奇声を発する。

「朝より悪くなってるよ、どうするよ、父ちゃん。母ちゃんみたくなっちまう」

　泣き出しそうな子どもを見て、父親は何をすればいいかわからないようだ。頭をかきむしり、しゃがみ込んだ。

「頼む。こいつらを助けてくれ。もうこれ以上、家族が減るのは困るんだよ！」

　子どもともども膝ひざをつき、額を土間にこすり付ける男。

（困るねえ）

「母親もこれと同じように死んだのか？」

「いや、あいつの場合、流産が原因で──」

「流産？」

　猫猫は涎よだれがこぼれた子どもの口を見る。ねっとりした物が口の周りについている。

「何か食べさせたか？」

「粥かゆを少し……」

　猫猫はそれを聞いて、汚れた竈かまどを見る。煤すすだらけの土鍋の中に、糊のような粥があった。米粒を見つけるのも難しく、いろんな混ぜ物をしてかさまししている。

「おい、これは何を入れた？」

　米の他に、芋と雑草のようなものが見える。それに、別の雑穀も混ぜているのだろうか。

　年長の娘はよたよたと家の外へ出る。そして、雑草を持ってくる。毒性はないが、栄養もない。飢き饉きんのときに、餓えを満たすために食う草である。

「これは違う」

　他には、と聞くと娘はそっと視線を外した。

「ないのか？」

　猫猫が念を押すと、娘は観念したかのように戸棚の奥を開いた。

　娘が出したのは、焼き菓子だった。ご丁寧に布に包まれて何枚か入っている。後こう宮きゅうの妃たちから賜るような立派なものではないが、それでも甘い匂いがする。少し湿気ているのは、大事に少しずつ食べてきたからだろう。

「なんだ、これは……」

　父親は初めて見るらしく目を丸くしている。

「貰もらった。食うものがないときに、少しずつ食べようって。母ちゃんに見せたら、父ちゃんには内緒だって」

　内緒にされていたことに衝撃ショックを受けたのか、男は顔を引きつらせている。

「なんで、内緒にするんだ！　俺は家長だぞ！」

　偉そうな父親に対して、生気のない娘の目にやや熱がこもる。

「だって父ちゃん、働きもせずに博打ばくちしてたから。私たちに道端で物乞いさせて、それを元手にするから」

　止めを刺す娘。わかりやすくうなだれる中年を見る限り、やはりろくでもない奴なのだろう。子ども想いの親かと思ったら、稼ぎが減るから困ったのか。

「これも食べさせたのか？」

　猫猫の問いに、こくりと頷うなずく娘。焼き菓子を指でつまむ。くんくんと匂いを嗅ぎ、その粉を手に取ると舐なめてみる。

「……貰もらったと言ってたな」

　猫猫は目を細める。甘く砂糖を使っていることがわかる。物乞いに施しをするとして、砂糖を使ったものなど贅沢すぎる。

「誰に貰った？　いつごろだ？」

「知らない。妹が貰った。こいつ、喋しゃべれなくて。母ちゃんが死ぬ前だから、ひと月くらい前だと思う」

　砂糖が入った焼き菓子など、貧民にとって贅沢すぎるものだ。もし、手に入れたら誰かにとられる前に食べてしまうだろう。

「これを貰った他の奴らとか知らないか？」

　その問いに娘は首を横に振る。

「じゃあ、ひと月前にこの子みたいな症状を持った奴はいなかったか？」

「それなら」

　裏の爺さんが、と口に出した。

　察しのいい右叫が動くのを見て、猫猫は子どものほうを向く。手と口に巻いた手ぬぐいを取ると、子どもを抱きかかえる。

「おい、どうする気だ！」

「連れて帰る。こんな臭いところにいたら治るものも治らない。それからその焼き菓子は捨てろ」

　なにより、ここにいてもまともな飯にはありつけなさそうだ。それに、猫猫は一つ気になることがあった。

「代わりに持つぞ」

「頼む」

　猫猫は戻ってきた右叫に子どもを渡すと、ぼろ家をあとにした。

「隣の爺さんは、指が腐り落ちてたよ」

　子どもを担いだまま、右叫が言った。隣の爺さんが道端で物乞いをしているところ、話しかけたという。最初はとぼけていたが、小銭を掴つかませると簡単に話してくれたらしい。

「女がくれたそうだ。顔は見ていないらしい」

「ふーん」

　どうにもきな臭い話だった。




　右叫は猫猫を家に送り届けると、さっさと緑青館に戻った。これから、仕事なのだろう。銭を渡そうとしたら、「子どものお守りは慣れている」などと言って受け取ってくれなかった。昔からずっとそうだ。

　猫猫は汚らしい子どもをあばらやに入れる。留守番をしていた趙迂がやってきて、わざとらしく鼻をつまんだ。

「なんだよ、こいつ？　ばっちーな」

「そんなら湯を沸かせ。あとこれで、婆から白米貰もらってこい」

　銭を渡すと、趙迂は大人しく緑青館へと向かった。白米が食べられると思ったら、行動が素直だ。

　容態が急変したのは、あの焼き菓子を食べたからだろう。この子の姉は、自分は食べず、妹にだけ食べさせていた。母親も身重だったため、つい口にしたのだろう。

　猫猫は棚の中を見る。花街で薬を取り扱っているため、ここにはいろんな堕胎剤も用意している。その中で、分量を間違えたら死に至るものはたくさんある。

　その一つに、これと同じ症状のものがある。粗悪な麦に含まれる毒で、少量でも中毒症状が起こる。手足の血行が悪くなり、そのままだと壊え死ししてしまう。身体が麻痺し、幻覚を見ることもある。

　治療法は簡単だ。その毒を食べなければいい。そして、適度に動くことだ。あいにく、この子どもの場合、あのまま置いていけば回復する前に衰弱死しただろう。だから、持ち帰ったに過ぎない。

（ここまでする必要あったかな）

　あの中年がまともに稼いで払うとは思えない。やったとしても、あの上の娘に物乞いでもさせるのだろう。

　なんだかんだでお荷物運び込んだな、と思いつつ、猫猫は清潔な手ぬぐいをかき集めた。




　数日後、猫猫のあばらやにやってきたのは、中年のほうではなくその娘だった。青あざが身体のあちこちにできていた。転んでできたとは思えない。

　その妹といえば、よちよちであるが歩けるまで回復している。元々、毒より栄養失調のほうが深刻だった。指先はまだしびれが残っているようだがそのうち消えるだろう。昨日、ようやく風呂に入れることができて猫猫はほっとしている。

　今は、兄貴分ぶっている趙迂に連れられて散歩に出かけている。

「金は持ってきたのか？」

　猫猫は冷めた視線で小汚い娘を見る。

「妹は？」

「ほら」

　粗末な窓の外に、よろよろ歩きの娘を趙迂が引っ張っている。髪を洗い梳すいて結んでやると、ようやく娘らしく見えた。

　それを見て追いかけようとする姉の手を猫猫は掴つかんだ。

「金は？」

「お金は……」

　あるわけなかろう。あの親爺おやじが来なかった時点でわかっていた。だから、こんなものを書かせた。

　猫猫は手に持った木簡をちらつかせる。

「金がなければ、別にいいぞ。あれを売り払えばいいことだ」

　親指でふらふら歩きの娘をさした。

「今から仕込めば、まだ間に合うだろう」

「……」

　娘は一瞬無言になった。そして、猫猫にゆっくり視線を合わせてきた。

（おや？）

　てっきり泣き落としでくるかと思った。あの薄暗い死にかけた目には、ほの暗い炎が宿っていた。

「……喋しゃべれない妹より、あたしのほうが売れますよ」

　どんっと、娘は薄い胸を叩いた。貧相な猫猫よりもさらに薄い痩やせた胸だ。

　猫猫は目を細める。

「自分が代わりになろうってか？　意味わかってんのか？」

　猫猫は壁によりかかり、つま先で脛すねをぽりぽりかいた。

「わかってる！　でも、このままだとずっと物乞いのままだ。そのうち夜よ鷹たかの真似もさせられる！　毎日腹空かせて少ない稼ぎを父ちゃんにとられるだけだ！」

　それなら、最初から女郎になったほうがましだ、と地団太を踏んだ。

　最下層の生活に比べれば、緑青館の妓ぎ女じょたちのほうがずっといい生活をしている。時に、それを勘違いして、自ら門戸を叩く娘たちもいるくらいだ。

　猫猫が緑青館の関係者だと知っていて、口をきいてもらおうとしたのだろう。最初からそのつもりのようだ。

　猫猫は値踏みするように娘を見てふうっとため息をついた。

「それだけの価値が自分にあると思ってんのか？　そのなりじゃ、農村の田舎娘のほうがよっぽど値がつくぞ」

「妹だって似たようなもんだろ！　あいつは喋れないぞ！」

「ああ、妹のほうはまだ若い。これから躾しつけても覚えが早い。それに、無口なのが好みな御仁はけっこういるんだよ」

　悪役さながらに言ってのける。しかし、娘の目は猫猫を見たままだ。そらさないまま、その目に宿る光は強くなっている。

「それでも、抜け出さなきゃ、あのまま、泥みたいなまま一生終えちまう。そんなのあたしは絶対嫌だ！」

　猫猫はそれを小指で耳をかきながら聞いた。

　どこにでもある話の一つだ。泥沼の中でもがいてもがいて、もがくほど奥へと落ちていく。けれど、何もしないで落ちていくよかまだましだ。誰かがきっと、自分を引き上げてくれる、そんな甘い願望を持つよりまだ自分であがいてくれたほうが猫猫は好きだ。

　けれど、助ける理由はない。しかし、止める理由もなかった。

「あの娼館の婆は、都一の守銭奴だ。金にならないと思ったら買うわけないし、目に留まっても買いたたかれるのが落ちだ」

　娘はじっと猫猫を見たままだ。

「その身一つでやってきたら、逃げ出さないように首輪をつけられるぞ。逃げ出したら、あばらの一、二本覚悟しておけ」

「それくらい……。父ちゃんに腕折られたのに比べたら平気だ！　どぶ鼠ねずみの生活にはもううんざりだ！」

「妹はどうするんだ？」

「あたしが稼げるってわかったら、妹も一緒に面倒みてくれんだろ！　そんだけの働きはする！」

　実力主義の娼館だ。稼げるのであれば、やり手婆は面倒を見るだろう。

「……使えなかったらどちらもどぶ鼠だ」

　猫猫はむすっとしたまま、服をしまった行こう李りの前に移動する。そして、中身を漁ると適当な一枚を持った。先日、古着屋から貰もらった一枚だ。少し派手なそれを汚い小娘に投げつける。

「井戸使いな。寒くても髪まで洗え。虱しらみつけたままなら、玄関先で箒ほうきで殴られて追い回されるぞ」

　娘はぎゅっと服を掴つかむと、井戸へと向かった。

　今後、この娘がどうなるかなんて猫猫には関係ない話である。自分で選び、進んだ道だ。それを後悔するなら汚泥の中にずぶずぶ沈んでいけばいい。










六話　最後の一冊







　数冊の図録を持って薬屋の戸を叩いたのは、高ガオ順シュンの息子、馬バ閃センだった。猫マオ猫マオは、相も変わらず不機嫌そうな青年に潰れた座布団を差出し、茶を注いだ。

「壬ジン氏シさまは忙しい」

　つまり、ここに来る暇はないと言いたいらしい。

　未だ壬氏の宦かん官がん名を使うのは、偽名という意味もあるが、なにより本名を口にできないからだろう。やんごとなきお名前は市井の民の前で軽々しく口にすることはできない。

　いつもの美丈夫とそのお付以外の客に、緑ろく青しょう館かんの妓女たちは目をぎらぎらさせている。特にやり手婆ばばあは、さりげないふりをして頭で算盤そろばんをはじいているのがわかる。

　壬氏のときと違い、薬屋の戸は開かれたままでその様子がありありとわかる。まかり間違っても変な関係でないことを証明する馬閃なりの配慮だ。

「言っていたものだ」

　馬閃は、布包みから分厚い本を差し出す。中から、見覚えがある図録が出てくる。鳥、魚、虫、植物と並ぶ中、虫の図録を取る。

　猫猫が興味あるのは基本、生薬の材料になるものだ。植物の図録は舐なめるように読んだが、虫の図録はぱらぱらのぞいただけに過ぎない。

（あったかなあ）

　蝗いなごの研究をしていたと左サ膳ゼンが言っていた。あるはずだ。しかし、見つからない。何度見直しても見つからない。挙句、馬閃までぱらぱら見始める。

「……ないのか？」

「ないですね」

「あると言っただろう？」

　そう言われてもないといったらない。なんだ、これは。左膳にだまされたのだろうか。いや、あの男がそんなことをしても利点メリットはない。

「これは保管中、誰かが持っていったということはありませんか？」

　そうなると押収した武官を疑うことになるが。

「誰がこんなものに興味を持つ」

「好きな人は好きですから」

　しかし、それも考えづらいだろう。わざわざあの場で盗むのならもっとわかりやすく高価なものがあったはずだ。

　唸うなっていると、薬屋のほうへと近づいてくる影に気が付いた。しゃなりしゃなりと柳のようにゆるやかに、それでいて豊満な身を持った主は、白パイ鈴リン小姐だった。

（……）

　猫猫は顔を歪ゆがめた。白鈴の後ろにはそれを止める様子もないやり手婆が見える。馬閃の値踏みはとうに終えたらしい。

　白鈴小姐はとても快い妓女だ。緑青館で最年長の妓女であるが、その美しさに衰えもなく、いまだ多くの殿方を魅了している。駄犬こと武官の李リ白ハクがいい例だ。舞踏ではこの都で一番といわれる踊り手でもある。若い妓女や禿かむろたちにも優しく、良い姐御だが──。

　そんな彼女にも欠点くらいある。

　ゆらりとあらわれた白鈴は、馬閃の後ろに立った。そして、その整えられた美しい指先を馬閃の頬ほおに滑らせる。

「!?」

　ぞくっとした馬閃は思わず座ったまま飛んだ。よくわからないかもしれないが、座ったまま飛び跳ねるという器用なことをやってくれた。

「小姐」

「あっ、ごめんなさい。肩に埃ほこりがついていたもので」

　嘘うそだ、絶対嘘だ。なぜ、頬に触れる必要がある。

　そのしゃなりとした動き、その一つ一つに女らしさが漂っている。その目はたおやかに微笑んでいるようだが、猫猫には肉食獣の目に見える。

　ここ数日、小姐は茶挽ひき、つまり客がいない状況だ。それは彼女が売れないわけじゃなく、毎日客をとる真似は高級妓女にはむしろみっともないからである。

　つまり、なんというのだろうか。この妓女はそれが不満らしい。欲求不満ということである。

「な、なんだ。一体!?」

「あら、まだ取れていませんよ。ほら、取ってさしあげますのでそのままじっとして」

　狭い薬屋の中を馬閃が後ずさり、それを白鈴が追う。

　猫猫は物がひっくり返されないように、馬閃が来る前に薬や研げんやすり鉢を棚の上に置く。湯飲みと茶菓子は盆において、手に持つ。

（初回は奉仕サービスしてくれるよ）

　馬閃の顔は赤いのか青いのかわからない。ここで李白が来たら面白いことになるだろうな、と猫猫は履くつをはき、確保した茶菓子を口にする。壬氏が来るときより、一段低い菓子を出すのがいかにもやり手婆らしい。それでも十分上等品であり、ほのかに海老の香りがする薄焼き煎せん餅べいは猫猫の好みにあう。

（ありゃ、初物だわ）

　なんとなくそれは察知していたけど、確信した。なるほどと思いながら、壁によりかかり、煎せん餅べいをもう一枚つまみ、茶で流し込む。

　羨うらやましそうに禿かむろたちが見ているが、やり手婆の前でやるわけにはいかない。仕方なく、もう一枚つまむのをやめて残しておくことにする。

「ああ！　もう、帰る。とりあえず渡すものは渡したからな！」

　ほどけかけた帯を引きずりながら、馬閃が薬屋を出て行った。下帯が袴はかまからはみ出てますよ、と教えてやるべきだろうか。

「ああん」

　名残惜しそうに白鈴が座り込む。

「せっかくの初物なのに……」

　やっぱり初物らしい。こういうところがなければ、本当にいい姐御なのだが。年々ひどくなっている気がする。

「一度はまれば極楽だっていうのにねえ」

　やり手婆も悔しそうに言った。

（いや、地獄だろ？）

　これは早く李白に銭を貯めてもらって身み請うけしてもらわないと、と猫猫は思った。そのうち成長した趙迂も喰われる前に。




　左膳は門前で掃除をしていた。

　腕っぷしがまだまだ男衆として足りないうちは、こうして禿の仕事と変わらぬことをやらされる。それが、男衆頭の右ウ叫キョウのやりかただ。これで満足しているようなら、男衆として役に立たずそのうち解雇する。これに憤慨して、他の仕事を覚えようとした者はちゃんと引き立ててやる。

　左膳が鼻歌まじりで箒ほうきを持っているところを見ると、どう見ても解雇される側にしか見えない。

「おい」

「ん？」

　薄汚い格好を着替えさせられ、髭ひげもそった左膳はいくらか若く見えた。

「本が届いた」

　そう言って、猫猫は先ほど馬閃が持ってきた本を見せる。どすんと、猫猫は布包みにくるまった本を置く。

「おまえの言っていたことと違うぞ」

　左膳が持っていた分も合わせて全部で十四冊。しかし、蝗いなごのことが書かれているものはない。たしか猫猫があの研究部屋にいたとき、十四冊あったので数は間違いないはずだ。

「いや、そんなはずねえぞ」

　左膳は布包みをはぎ取り、中を確認する。目を細めて、じっと見る。んっ、と顔を曇らせる。

「おい、これで全部じゃねえぞ」

「あの部屋にあったのはこれで全部だぞ」

　さすがに猫猫も数を数え間違えたりしない。

「いや、この本」

　左膳は虫の本を持つ。虫の図録は二冊、どちらも蝗いなごに関する記述はなかった。番号が『壱いち』、『弐に』と振ってある。

「虫の図録は三冊あるはずだ」

「……なんだよ」

　それじゃあ、最初からあの部屋になかったことになる。少なくとも、猫猫が来た時点ですでに誰かに持ち出されていたということだ。

「うわー、誰だよ。あんなもん持って行くようなのは」

「おまえだろ？」

「いや、そうじゃなくて。じいさんいたときは、ちゃんとあったんだよ」

　じいさんと言えば、後宮を追い出された医官のことだろう。確か、不老不死の研究をしていたと聞く。

「じいさんの棺ひつぎにでも入れたのかなあ」

「なんでそんな真似する？」

「俺の故郷はそういう風習あんだよ」

　いや、左膳の故郷なんて興味がない。しかし、左膳の言うじいさんには興味がある。

「そう言えば、どうして死んだんだ？」

　老衰だろうか。生きていれば、おやじと同じくらいの齢なので別におかしくない。西方に留学していたというから、もしかしたら知り合いかもしれない。

「それがな。実験の失敗みたいだぜ」

「失敗？」

「不死の薬なんてもん作るからやはり、実験が必要だろ？」

（それって……）

　猫猫は不思議に思っていたことがあった。趙チョウ迂ウを含めた子どもたちに使った蘇よみがえりの薬、あれについて。

　趙迂は身体のしびれが残ったが、元々、死んでからもう一度息を吹き返す薬なんてものは、そうそう上手くできるわけがない。何度も実験を繰り返し、その成功確率を上げていくしかないと猫猫は思う。

　では、その実験を何で試したのか。鼠ねずみは使っていた。でもより正確に知るには、同じ人間で試さないといけないだろう。

「おい、どうしたんだ？」

　左膳の顔が引きつっている。なんでだろうと思ったが、それはすぐわかった。猫猫の口角が普段ないくらい大きく歪ゆがんでいた。にんまりと笑っていた。

「なあ、その遺体はどこで処理した？」

「知らねえよ。大体そういうのは、あの人がしてたからな」

「あの人？」

　左膳はぼりぼりと頭をかく。

「翠スイ苓レイさんって言ったらわかるかな。じいさんの助手をやっていた、あの無表情の……。お嬢様の、ええっと、異母姉って言われてた人だよ」

「!?」

　猫猫は思わず、左膳の背中を思い切り叩いた。なんで気づかなかった。子シの一族の生き残り、先帝の孫であり子シ翠スイの異母姉である。

「いって！　なんだよ」

「わかった、掃除さぼるなよ」

　猫猫は布包みに本を包み直すと、急いで薬屋へと戻り文ふみの準備をした。




　猫猫が書いた文は男衆に頼んですぐ届けてもらった。壬氏に直接届けるとなれば、段階を踏まないといけないので、大体、高順か馬閃に送る。しかし、馬閃はけっこう抜けている部分が多いので、高順宛がほとんどだ。

　早いもので翌朝には文の返事がきた。そして、すぐさま猫猫を迎えにくる馬車が来た。翠苓がいる場所、そこに向かうためだ。たしか、元四夫人である阿アー多ドゥオのもとにいると聞いた。

　猫猫はやってきた従者に図録をすべて預けると、薬屋の戸を閉めた。

「いいなー、出かけるのか？」

　興味津々で猫猫の袖を引っ張るのは趙迂だった。猫猫は顔をしかめる。

「連れてってくれよー」

「だめだ」

　阿多のもとには翠苓だけでなく、子の一族の子どもたちがいる。せっかく離して育てているのに連れて行っては元も子もない。

「なんだよ、けち！」

「仕事で行くんだ。おまえは、店先の掃除でもしてろ」

　頭をぽんぽん叩いて近くにいた右叫に引き渡す。子ども好きな右叫は趙迂を肩車するとそのまま離れて行った。近くには、あの貧民の娘もいる。姉は禿かむろとして試用期間中らしい。物覚えが悪かったらすぐに追い出すと、やり手婆が言っていた。何度か父親が娘を取り戻そうとやってきたが、その度に男衆たちに追い出されていた。猫猫にもかかってきたが、妓ぎ女じょになりたいと言ったのは娘のほうだ。猫猫は間に入っていないので関係ないし、なによりまだ金も貰もらっていない。

（早く払ってくれよ）

　出世払いにしてやるのだから、ちゃんと色を付けてほしい。

　それから、猫猫は肩車された趙迂を見る。

（あれはどうするかね？）

　もし趙迂の半身に麻痺が残っていなかったら男衆として育てる手もあっただろう。しかし、娼館の護衛にはそれなりの腕っぷしが必要だ。

（薬屋にしようか）

　だが、今のところ興味すら示さない。猫猫があの年頃なら生薬の調合を百は覚えていたはずだ。

（面白いのに）

　猫猫は少し不ふ貞て腐くされた顔をして、馬車に乗った。




　阿多の屋敷は、皇帝の離宮ともあって大層立派なものであった。そのためか、猫猫は馬車を降りる前に、服を着替えさせられた。阿多ならそんなもの気にしそうにもないが、それが礼儀というのだろう。

　猫猫は長い裳スカートをつかみ、汚さないように歩いていく。立派な門構えをくぐり、砂利が敷き詰められた庭を歩く。庭石と砂利と苔こけで一枚の絵を描いたような庭は、庭師の誇りを感じさせる美しさがあった。

　しばし歩いたのち、着いた部屋には、家主である阿多ともう一人いた。どちらも殿方のような恰好をしている。

「いらっしゃい」

　阿多の凛とした口調は変わらず、むしろ前よりいきいきしている。格好といい、今の生活があっているのだろう。

　もう一人は翠苓だ。翠苓もまた、それにならってか、それとも別の理由か男装をしている。相変わらず無表情で、阿多の一歩後ろに立っていた。

「前口上は特に必要ないだろう。私は同席するが、話は気にせず進めてくれ」

　と言って、阿多はゆったりと長椅子に座った。座れと手で合図されたので、次に客人である猫猫が座り、最後に翠苓が座った。

（気にせずと言われても）

　気になってしまうのが普通だろう。やりにくさを感じながら猫猫は従者が持ってきた図録を卓子テーブルの上にのせる。

　とりあえず、知られてまずいことなら壬氏あたりがもっと考慮してくれるはずだ。そのまま話を進めるしかない。

「これに見覚えはありませんか？」

「師が使っていたものです」

　阿多の前だからだろうか、翠苓の物言いはいつもより慇いん懃ぎんだった。

「これで全部ですか？」

　その質問に、翠苓は首を傾げながら、図録を見る。

「……一冊足りません。たしか十五冊あったはずです」

「残り一冊はどこにあるかわかりますか？」

「わかりません」

　静かな声で言う翠苓は嘘うそを言っているようには見えなかった。なにより嘘を言う理由がなかろう。

　彼女はすでに子シの一族との関係はなくなっている。今更表に出るわけにもいかぬ彼女は、飼い殺しの人生しか残されていない。これからどうするのか、帝みかどが何を考えているのかわからないが、猫猫はそれがもったいないと思う。彼女は薬くす師しとして優秀だ。

　本を知らないというなら、次にこの質問をぶつけるしかない。

「では、貴方あなたの師というのは、今どこにいるんでしょうか？」

　ぴくりと翠苓が一瞬動いたのを見逃さなかった。阿多は茶を飲みながら、その様子を見ている。

「やはり、生きているのですね」

　猫猫は確認するように言った。

「蘇よみがえりの薬、その師は自ら試されたのですね？」

　翠苓の視線が下がる。ゆっくり目をつむり、そして観念したように頷うなずいた。

「……その通りです。でなければあの砦とりでから、出ることはできなかったでしょう」

　実験も兼ねて、翠苓の師は蘇りの薬を飲んだ。そして、その口ぶりからまだ生きていることが察せられる。ただ──。

「けれど、知りたいことは聞き出せないでしょう。言っても言わなくても、なにも変わりませんから」

「どういうことですか？」

　猫猫の問に翠苓は目をうっすら開けて答える。

「趙迂ですね、今の名前は。あの子を見ていて想像がつきませんか？」

　趙迂は、薬を飲んで死に、蘇った。しかし、その結果、半身の自由を奪われた。過去の記憶もなくなってしまった。

「古い記憶をなくしたとでも？」

「少し違いますが、そんなところです。むしろ、知らずにすれ違っているかもしれません」

「どういうことでしょうか？」

　翠苓は悲しそうにまつ毛を伏せる。

「温泉郷は覚えていますか？」

「ええ」

　狐を祀まつるあの隠れ里だ。あの日見た提ちょう灯ちんの光はまだはっきりと覚えている。

「そこにいた寝たきりの老人の一人が私の師です」

　温泉郷は療養の場として、利用されていた。そんな病人なら何人もいたはずだ。

「すでに自分が何者であるかも忘れています。もし師が健在であれば、あの子もあなたをあの事件に巻き込もうなんて考えなかったはずです」

　『あの子』といって、また翠苓の顔が暗くなる。

　翠苓と子翠、その二人が異母姉妹としてどんな関係を築いていたのか、猫猫にはわからない。ただ、子翠が事を起こした理由に自分も関係しているのだろうと、賢い翠苓なら気付いているはずだ。この国の膿うみを出すと同時に、子翠は姉を母親から解放したかったのだ。

「……そういうことですか」

　がっくりと猫猫は全身から力が抜けた気がした。せっかく手に入れた情報だと思ったのに。いや、まだ望みはある。

「では、その師が研究していたという蝗いなごのことについて知りたいのですが」

　猫猫は虫の図録を翠苓の前に置く。しかし、翠苓はまたも首を振る。

「私はその件について関与していません。私は虫が苦手で、虫のことについては、あの子の領分だったので」

「ああ」

　拷ごう問もんまがいの折せっ檻かんのせいで、翠苓は虫や蛇が苦手だ。そして『あの子』はもういない。

　猫猫はもう一度、肩をがっくりと落とす。

「不死の薬を作れと命じられた際、師がそれまで調べていた資料はほぼ処分されました。持ってこられたのはあの部屋にあったものくらいです」

　不死の薬を作るのに集中するため、それまでの研究を無しにしようとした。それでも続けたかった翠苓の師は、給仕係である左サ膳ゼンを使っていろいろ調べていた。

「なるほどねえ」

　ふと、ずっと静かに聞いていた阿多が動いた。湯飲みを卓子に置き、翠苓を見る。

「『あの子』というのはとても聡い子だったように聞こえるね」

「いくら聡い子でももういません」

　いないものは仕方ない。どうしようもない。翠苓の中ではもういないことになっているのだろう。その言葉に猫猫はぎゅっと拳を握る。

「では、その聡い子がなにも残さずにいなくなったと？」

『!?』

　ばたんと音がした。猫猫が卓子テーブルに手をついて、翠苓が勢いよく立ち上がった。

「申し訳ありません」

「いいよ、もっと気楽にして」

　謝る翠苓に、阿多が言った。

「私は堅苦しいのが嫌いだ。もっと気楽にしてもらいたい。こっちなんて、そんなこと気にすることもなく、考え込んでいるじゃないか」

　いや、謝罪を入れるべきだと猫猫も思っている。しかし、さっきの阿多の言葉でなにかが引っ掛かっていることに気付く。

　なんだっただろうか。

　一体なにが……。

　記憶をたどる。砦とりででなにかあったか。それともその前に……。

　その前、後宮、医局か、いや違う。

　たしかそこは……。

　猫猫はまたばんっと卓子を叩いた。

「診療所だ！　診療所です、診療所は今どうなっていますか？」

　猫猫が後宮からさらわれる直前、診療所にいた。そこで見つけたもの。本棚の中に入れられる書物。それは図録、それも虫のではなかっただろうか。

（抜け目がないやつ）

　もう会えない娘を思い出し、猫猫は笑った。そのぎりぎりを狙って、猫猫に見せていたのかもしれないと思うと悔しさを通り越して、笑いがこみ上げてくる。

　楽しそうに笑いながら悪戯いたずらをしかけてくる子翠の顔を思い出しながら、猫猫は何度も卓子を叩いた。




　診療所は一度、閉鎖されたという。全員でないとはいえ、後宮脱出を助けたとなれば重罪で、その中でも深シェン緑リュという女にょ官かんの罪は重い。深緑は自殺をはかり、命は取り留めたものの罪人として捕らわれている。

　しかし後宮では診療所は、なくてはならない存在だ。宦かん官がんの監視がついたものの、閉鎖は解かれているらしい。

　ただ、猫猫がさらわれた際、診療所にあったものは根こそぎ押収された。そして、猫猫が見ていた図録もまたそこにあった。

「これでいいんだな」

　壬氏が図録を差し出す。今日は休みをいただいたらしい。薬屋の外では高順が禿かむろから茶を貰もらっているはずだ。

「失礼します」

　猫猫は図録を受け取ると、ぺらぺらと頁をめくる。その中にやたら書き込みが多いところを見つける。ゆっくり開いていくと、どばっと中から書きこまれた紙が落ちてきた。

　猫猫は頁を開いたまま、床に置いて壬氏に見えるようにする。そして、落ちてきた紙を丁寧に並べていく。

「これですね」

　丁寧に描かれた虫の絵がたくさんある。似たような絵ばかりだが、飛蝗バッタと書かれてあるので飛蝗だろう。全体を描いたもの、脚や翅はねに注目し、解体して描かれたものといろいろある。少しくすんでいるが、色を付けてある丁寧さだ。

　その中で、虫の絵は大きく二つ、細かくすれば三つに分けられていた。猫猫は図録の記述を読みながらそれを分類していく。

「こちらが普段見られる飛蝗のようですね」

　緑で塗られた飛蝗をさす。全体を描かれたものではわからないが、解体し翅の部分だけ描かれたものを見ると、他の二つに比べてやや短く見える。

「そして、今年増えると思われるのは、これです。蝗こう害がいを起こすのはこちらの種類とのことです」

　壬氏も図録の文を読めるはずだが、あえて口にする。そうすることで記憶がはっきりと刻まれ憶えやすくなるからだ。壬氏が黙っているのもそういう考えをくんでのことと思う。

　茶色に塗られた飛蝗は、緑色のものより翅が長い。

「そして、昨年、発生した小規模の蝗害はこちらのものではないかと書かれています」

　真ん中の飛蝗の絵を取る。緑と茶の中間の形をして、色も間をとっている。

「つまり、段階をへて、この茶色の飛蝗になるというわけか」

「そのようですね」

　飛蝗はある条件が揃うと、その体色や翅の形を変えていく。それには数世代かかり、そのたびに数を増やすようだ。数が増えるから形を変えるのか、形を変えるから数が増えるのか、どちらかといえば前者が原因だと図録には書き加えてある。

　つまり、小規模の蝗害はのちに起こる大規模な害の前触れということだ。

「今年はもっと大きな害が起こると？」

「ええ、どの程度の規模かわかりませんが」

　ただ判断を間違えると餓死者が出るのが蝗こう害がいというものだ。虫と侮あなどるなかれ、時に空を覆いつくし、あらゆる穀物を食らい尽くすのである。

　猫猫は都育ちであり、そんなものは見たことないが、農村から花はな街まちに売られてきた妓女の中には蝗害によって食うに食えず売られてきた娘も多かった。

　それに、時期も悪い。昨年、子の一族を滅ぼした話は国中に響き渡っている。

　子の一族の一件とその翌年に蝗害が重なれば、国としては面白くないものだろう。

　さて、猫猫も壬氏も知りたいのはそこだけじゃない。蝗害を研究していたとなれば、それを防ぐ方法も調べてあるだろうということだ。

　だが……。

『……』

　そこに特効薬となる記載はなかった。

　小規模の害が出たら、その次の害が出る前に対処すること。それが羅列されている。そのどれも人海戦術に近い形だ。幼虫のうちに駆除をすることが大切であり、そのために効果があるとされる殺虫剤の製造法が書かれている。大量に消費するためか、比較的手に入りやすい材料で作られるようだ。

　また、成虫になった場合、かがり火を焚たくことをすすめている。これは古くからある対処法である。飛んで火に入る夏の虫というやつだ。

「大した情報は得られませんでしたね」

「いや、知らずにそのままにしていたら大変なことになっただろう。殺虫剤の製法があるだけでも成果だろう」

　壬氏は頭をかきながら、懐から大きな地図を取り出した。この国の中央から子し北ほく州しゅう、そして西部にかけての地図であり、そこには朱色の丸がいくつもつけてあった。余談だが、中央は華央州と呼ばれる。今後、子北州の名目がどう変わるのかわからないが、今のところ変わる様子はない。

「被害報告があった農村の位置だ。これでなにかわかることはないか？」

「と言われましても」

　蝗害が起こるのは広大な平原に多いと聞く。たしかにその農村の位置はどれも平原近くにある。

「平原に多いのは、やはり飛蝗バッタが育ちやすいからでしょうか？」

「だろうな。だが、この地方ではもう数十年、深刻な蝗害が起きたことがなかったんだがな」

　壬氏は地図をくるりと指で囲んでみせる。北部の子の一族の直ちょっ轄かつ地ちのあたりだ。豊かな農村地帯だが、森や山地に隣接している。

　なぜか壬氏はその森の部分を指で苛いら立だたしげに叩いている。

「普通、森が近いと鳥が虫を食べると思うのですが……」

「それがな」

　壬氏が気まずそうに頭をかいた。

　森林豊かな子北州だったが、その周辺はすでに禿はげ山やまと化していたらしい。この国の森林は、女帝の時代には無闇な伐採を禁じられていた。女帝が身み罷まかられたことによって、子の一族のろくでもない奴らは中央に知らせることなく伐採していたようだ。

　国内に流出する分は、値を上げてばれぬように、それ以外は他国に売り払っていたという。無茶な伐採によってその地方の自然はだいぶ荒れたものになっているらしい。

「……それって、そのせいで鳥がいなくなったから、蝗こう害がいが出てきたのでは？」

「十分考えられるな」

　なんだろう。悲しくなってくる。

　壬氏の落ち込みが激しいのは、多少なりとも子北州の森林資源に期待していたからかもしれない。穀物がとれない穴埋めに木材を売ることで得た銭で遠くから食料を買い足せばなんとかなると踏んだのかもしれないが、その根底から崩されることになる。

（あれ？）

　そうなると、女帝が森林伐採に制限をかけた理由について、もしかしてと思うところが出てくるが、それはまた考えることにしよう。

　猫猫はじっと図録を見る。殺虫剤の記述を何度も見て、そして立ち上がる。部屋の書架から本を一冊取り出すと、それをぺらぺらとめくり、壬氏に見せる。

「この調合だけでは、到底薬は足りないと思います。効果は減るかもしれませんが、他の調合も準備します」

　それから、他に思いつくことは。

「いっそ、幼虫が発生した場所を野焼したらだめでしょうか？」

「うーん。それは場所にもよるな。焼き殺すのは手っ取り早いと思うが」

　あと、考えられるのは……。

「雀すずめの禁猟くらいですかねえ」

　害鳥として扱われる雀だが、害虫を食べてくれることも大きい。穂がつく前なら、まだ被害も少なかろう。ただ、それを生業とする方々には文句を言われそうだ。

　それらをすべて試したところでどこまで被害を減らせるかわからない。もちろん何もないかもしれないが、それはそれで幸運なので問題はない。

　負の可能性を潰していく、それが政まつりごとを行う者の仕事なのである。それに正しい評価を得られることがなくとも。

「雀の禁猟か、いきなりやると反発をくらいそうだな」

　都の市にも雀料理は並ぶ。どこにでもいるので比較的一般的な食材だ。

「代わるものがあればいいが」

「いっそ、飛蝗バッタ料理を宮廷料理として作り上げてしまえばどうでしょう」

　名案だとばかりに猫猫は思わず言った。そうすれば、飛蝗は宮廷御用達の食材となり、それを捕ろうとするものが増えるだろうし、帝みかどが食べているとなれば追従するかたちで官たちも食べるようになるはずだ。

　しかし……。

　壬氏がかたまっていた。いつも華やかな色彩を放つ男が、灰色に見えた。

（こいつ……）

　まだ残っている飛蝗の煮つけをこの場で出してやろうかと思った。

　ようやく動いたかと思ったが壬氏は上を見て、そっと眉間を指で押さえ、唸うなるような声を出す。彼なりに葛かっ藤とうしているようだ。その結果。

「……それは最終手段でいいだろうか？」

「別に増えなかったら問題ありませんので」

　猫猫はそう言ったが、少し残念に思えた。

　ただ言えることは、壬氏が先ほどより意欲的になにかせねばという雰囲気になったということである。

　それほど、食べるのが嫌らしい。

（……）

　猫猫はうっすら笑みを浮かべる。それを見て壬氏がまたかたまる。

「あの、壬氏さま」

「な、なんだ？」

　少しどもりながら言いかえす。

「お食事をして帰られてはいかがでしょうか？」

　猫猫は丁寧にそんな申し出をした。にやりと口が笑っていた。




　その後、壬氏は夕ゆう餉げを食べて帰ることになった。さすがに薬屋の中では狭いので、使われていない客室を用意した。

　いうまでもなく、猫猫はまだ残っている飛蝗の煮つけを出した。もちろん、食べさせるつもりはない。ちょっと悪戯いたずらをしてやろうという軽い気持ちだった。

　壬氏の機嫌が少しでも悪くなったと思ったらすぐ下げるつもりだった。やり手婆ばばあもなにか言いたげな顔で睨にらんでいたのだし。

　しかし──。

「あーん」

　猫猫は柄にもなく、箸はしにつまんで食べさせる真似をした。

「……」

（これくらいにしておくか）

　冗談めかして猫猫が差し出した飛蝗バッタを壬氏は一瞬躊躇ためらいながらも口にした。思わず猫猫は自分の顔を歪ゆがめてしまった。

　眉間にしわを寄せながら、もぐもぐと飛蝗を口にする壬氏を見て、なにか見てはいけないものを見てしまった気がした。壬氏の女装とはまた違った意味で、それはこの世に存在してはいけないなにかだった。

　それは周りも同じようで、皆が皆、背後に雷でも落ちたような顔をしている。

　わなわなと手を震わせる高順。

　夕餉を持ってきた禿かむろは、お気に入りの人形を泥で汚されたような泣きべそ顔である。

　夕餉をつまみにきた趙迂は、顔を引きつらせて「それはいかんわ」と首を振っている。

　やり手婆まで、顔を引きつらせていた。
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　壬氏はそんな面々を無視して、咀そ嚼しゃくして飲みこんだ。嫌な顔は変わらないが、なにか言いたげに猫猫を見る。

「粥かゆ」

「あっ、はい」

　粥の器を差し出すが、壬氏は受け取ろうとしない。粥と猫猫を交互に見ている。

（冷めるぞ？）

　何が言いたいのだろうか、と猫猫は蓮れん華げをとる。具が気にいらないのか、と粥をすくって観察する。すると、ぱくっと壬氏が食らいついてきた。

「……」

（赤子じゃあるまいし）

　もう一度、蓮華に粥をすくうとまた近づいてくる。こぼれそうなので、口まで運んでやる。ぱくりと粥を食べる。

　猫猫は半眼になりながら、今度は飛蝗を箸はしでつまむ。壬氏はまた顔をしかめながらも、飛蝗に食らいついた。

　ひいっ、と高順の叫びが聞こえた。

　がたっと音がすると思ったら、禿かむろがべそをかいて床にうずくまり、それを趙迂がなだめていた。

　そんなに衝撃映像なのかと、猫猫は思う。子どもには刺激が強かったのかもしれない。

「そばかす、ちょっと連れていくぜ。あとにいちゃん、自分のやってることに責任持ちな」

「……」

　壬氏は口をもごもごさせて、飛蝗を飲みこむことで精いっぱいである。どうみてもおいしそうに食べているようには見えない。しかし、差し出したら食らう。

　鼻水をすする禿を連れていく趙迂。

（悪いことをしたなあ）

　壬氏はその顔立ちから、緑ろく青しょう館かんでもできるだけ顔を見せないようにしている。妓ぎ女じょたちの仕事にならぬとやり手婆も見せたがらない。

　ゆえに食事を持ってきた禿は、あの口がきけない娘だ。あの貧民街の姉妹の妹である。妹は身売りしていないが、親元に帰らせるくらいならと緑青館にいる。ただ飯をやるほどやり手婆は優しくないので、禿の真似事をさせられている。かなり臆病な性格だが、親元に戻るくらいならとしっかり働いていた。

　餓鬼大将気質がある趙迂は、そんな気弱な禿を何かと庇かばうことが多い。「子分だからな」と言い張っているがどうだろうか。

　飛蝗を嚥えん下げし終わった壬氏はまた猫猫を見る。

（はいはい）

　猫猫はもう一度蓮華を壬氏の口に運んだ。




「おい、そばかす」

　壬氏が帰ったあと禿のお守りを終えた趙迂がやってきた。なぜか手には筆と紙を持っている。

「その紙どうした？」

「ああ、婆から貰もらったよ」

「けちな婆がくれるのか？」

　守銭奴のやり手婆だ。紙なんて高級品を易々とくれるとは思えない。

「でもくれたんだから、いいだろ。それより、そこ座れ」

「何でだよ」

　猫猫としては、さっさと薬屋を片付けて帰りたいところだ。なのに我わが儘ままをいう餓鬼がいる。

　面倒くさそうに追い払おうとすると、後ろからしわがれた声が聞こえる。

「ほら、趙迂の話を聞いておやり。今日はこっちで眠りな。帰ってから火を焚たくのも大変だろうしさ。寝間着も用意してある」

「婆、どうかした？　変なもの見て、おかしくなった？」

　親切な婆に対して、思わずそう口を滑らせてしまった。老婆とも思えぬ速さの拳が頭に落ちる。このくそ婆、墓に半分足を突っ込んだ年寄りだが背は猫猫よりも高く、振り落とされる威力は思わずのたうちそうになるほどだ。

「いいから。さっきの部屋に布団敷いてる。寝る前に風呂はいっときな、まだあったかいはずだから」

（胡う散さん臭くさいなあ）

　そう思いつつ、せっかくなのでと部屋に入る。趙迂が紙を広げる中、やり手婆もせっせと墨の準備をする。

（胡散臭すぎる）

　なぜか野次馬に白パイ鈴リン小姐と女ジョ華カ小姐がいる。今日はお茶挽ひきらしい。他の妓女たちは、客の相手をしている。

「婆、線香見とかなくていいのか？」

「右叫に任せてあるさ。適当にやるだろ」

　仕事があるのになんでまた、ここに集まるのかと思っていたら、筆の準備を終えた趙迂が猫猫を見ている。

「なんだ？」

「そばかす、好みの男を言ってみろ」

「はあ？」

　何を言い出すのか、莫ば迦か莫ば迦かしいと籠かごに入った寝間着を取り、湯ゆ浴あみの準備をする。しかし、やり手婆に袖を引っ張られ止められる。

「ほら、真面目にやんな」

「猫猫、お婆に逆らっちゃだめよー」

　白鈴まで言ってくれる。

　女華はつんとした表情で煙管キセルを吸っている。客が出入りする時間だが、この部屋はあまり周りに知られたくない人専用の部屋なので、そうそう誰かがやってくることはない。なので、多少行儀が悪くても婆は文句を言ったりしない。

「とりあえずどんなのが好みなんだよ。背が高いとか、筋肉質とかあるだろ」

（面倒くせえ）

「あんまり大きくないほうがいい」

「ふむふむ」

　大人しく答えるのが一番だと、仕方なく猫猫は褥しとねの上に座る。寒いので、足は布団の中に入れておく。

「痩やせているよりふくよかなほうがいい」

　背が高いと小さな猫猫にとって首が痛い。痩せていたら食わせていないように見られるのが困る。

「髭ひげは？」

「あってもいいけど、濃いのはどうも」

　男らしいと言われるが、どちらかといえば汚らしさのほうが強い。大体、手入れを怠った奴のを見ると、たまに飯粒がついていて頭にくる。

「じゃあ顔は？」

「鋭いより、柔らかいほうがいい」

　狐目とかだめだ、本当に最悪だ。滅びればいいと思う。

「眉も下がってるくらいか」

「ああ、そこは任せる」

「ふーん、じゃあこんなものか」

　ぺらっと趙迂が描いた紙をはためかせる。

「あらー、なんか地味ねえ」

　と、筋肉質な男前を好む白鈴が言う。

「世間知らずっぽい顔だねえ」

　やり手婆もあまりいい評価ではない。

「なにこれ、却下」

　まったくぶった切ってくれるのは、女華である。三姫の一人であるこの妓女は、妓女でありながら大の男嫌いという難儀な性格をしている。大抵の雄は却下だ。

　そして、猫猫もそれを目にする。

「……」

「どうしたんだい？」

　無言の猫猫にやり手婆が聞く。

「いえ、あまりに似ていたものですから」

「ええー、猫猫もしかして、好きな殿方いたのー」

　はしゃぐ白鈴に対して、やり手婆の表情は浮かない。

　確かに嫌いではなかろう。

「どんな男だい？」

「いや、男という以前に」

　宦かん官がんだから……。

「後宮の医官そっくりです」

　やぶ医者そっくりの男が描かれていた。

『……』

　拍子抜けした答えののち、皆、さっさと部屋を出て行った。

「なーんだつまらない」

　恋話で花を咲かせようとしていた白鈴は、興味を失うと一番最初に出て行った。ちらりと猫猫を見たが、気が付かなかったことにしておこう。やり手婆もつまらない顔で出て行き、趙迂は風呂へと向かう。

　最後に残ったのは、煙管キセルを吸っている女華だけだ。

　女華はそっと窓を開ける。開けた隙間から冷たい風が吹き込んでくる。墨を溶いたような空に半月とまばらな星、それから男女の影を写した窓がいくつも見える。

　今宵もこの娼館ではいくつもの恋が生まれ、そして夜明けとともに消えていく。紫煙を吐きながら、女華は猫猫を見る。

「あんたの気持ちわからなくもないよ。男なんてもの、いつ気が変わるかわかりゃしない。それが力を持つ男ならなおさらだ」

　女華は煙管を置く。その仕草は気だるげだが、それでいて美しい。三姫の最年少は、才女としてその教養を客人から尊ばれる。女華の話についていけたら、科挙に受かるとまで言われ、験げん担ぎに金持ちの受験生が常連に連れてこられることもある。

「白鈴姐みたいな性格なら止めやしないよ。あれは魔性だからね。でもあんたは違う。白鈴姐もやきもきしているけど、性格が違うってわかってほしいもんだよ。猫猫、あんたはどっちかといえばあたし寄りだからね」

　何を言っているのかわかる。多分、それはきっとあのことだろう。

「心が変わらぬ御仁はいない。ここにいたら嫌というほどわかるから。信じたところでなんになる」

　女華はもう一度煙管を取ると、中の灰を静かに落とす。そして、葉煙草を詰めて火鉢から火種をとる。白い煙が彼女を包む。

「所詮、私は女郎で、あんたは女郎の子」

　それが現実だ。

　猫猫は火鉢に落とした灰を見て、少し眉間にしわを寄せる。

「小姐、ちょっと吸い過ぎだろ？」

「いいさ、たまには。真面目な面した文官どもは、女が煙管吸うのを嫌うからね」

　客がいないときくらい、好きなようにさせろと、ふうっと空にめがけて煙をふいた。










七話　白蛇仙女







　それは、とある客人の話からはじまった。

「どうりで最近、お客が少ないと思ったわよ」

　しどけなく横たわりながら、梅メイ梅メイ小姐は碁盤に石を並べている。それを見ながら、小姐付の禿かむろが悩みながら碁石を置く。珍瓏つめごをやっているのだ。

「お偉いお大臣さまたちは、珍しもの好きだからねえ」

　そう言って煙を吐くのは女ジョ華カ小姐だ。猫猫は小姐たちに頼まれて灸の準備をしていた。二人とも女の道が重いため、こうして時折つぼを刺激して和らげていた。そのため、今日は二人とも本番の仕事がない。

　昨日、梅梅が碁の相手をしていた客人が教えてくれたという。緑ろく青しょう館かんの三姫よりも珍しい、仙女のような娘がいると。

「どうせあたしたちは鼻につくお年頃ですよー。昔は宝玉を愛でるように扱ってたってのに」

　けっ、と女華が吐き捨てるように言った。猫猫は「はいはい」と相あい槌づちを打ちながら、女華をうつ伏せにさせると、皮膚にもぐさを置いて火をつける。「はぁ～」っと色っぽい声が聞こえ、つま先がぴんとなる様子は、まだまだ十分いけていますよ、と言ってやりたくなる。

「なんか話によると、真っ白な髪をしてるんだってね。それだけならただの白髪って言えるんだろうけど」

　目も真っ赤だそうだよ、と梅梅は付け加える。

（髪が白く目が真っ赤）

　それは珍しいと猫猫は頷うなずく。女華の次に梅梅のもぐさを用意する。

　梅梅がすらりとした足を着物の裾から伸ばす。猫猫は裾を焦がさないように丁寧に折り曲げると、もぐさを置いて火をつける。

「髪はともかく目も赤いってか。それじゃあ、白しろ子こかい？」

「そうなんだろうね」

　小姐たちがうんうん唸うなる。碁石を持っている禿はよく意味がわからず、猫猫の袖を引っ張る。先日、壬氏が飛蝗バッタを食べる姿に泣き叫んでいた娘だ。名前は梓ズー琳リンというらしい。姉も似た名前だったが、父親と決別するためにと名前を変える予定だ。そのうち変わるならと猫猫は覚える気もない。

　猫猫は面倒くさそうに目を細めたが、びくっと怯おびえた仕草を見せた梓琳に仕方ないと口を開く。

「人には稀だが、生まれつき色を持たない子どもがいる。そいつらは、髪も肌も白く、目はその奥の血が透き通って赤く見えるんだ。そいつを白子アルビノっていうんだ」

　動物にもある。白い蛇や狐はめでたいとされ神としてあがめられるが、人だとどうだろうか。遠い異国では、白い肌の子どもは万能薬になると信じられ、食らう風習があるという。しかし、その話は眉まゆ唾つばだ。髪も肌も白いが、そこにある色が欠けているだけで、中身は変わりやしないよと、猫猫はおやじである羅ルォ門メンから教えられている。

　白い個体なら猫猫も一度だけ蛇を捕まえたことがあったが、あれは本当に不思議な生き物だと思う。

　今回は物珍しく仙女としてあがめられているほうらしい。凶兆より吉兆として扱われている。

「お偉いさんもそのうち飽きてくるだろうに」

「それがさあ」

　梅梅がもう一本の足を伸ばしながら言う。

「本当に仙術を使うって話だよ」

　その言葉に、猫猫の眉がぴくりと動いた。




　その仙女が使うというのは、人の心を読み、金を生み出す力だという。

　眉に唾をつけたくなるような話だが、物好きな懐豊かな方の食いつきはいい。最初は、小さな見世物小屋でやっていたものが、今では都の劇場を借りているという。

　夜に一度だけ開かれるという見世物に、金持ちたちが集まるものだから花はな街まちの妓ぎ女じょたちが愚痴をこぼすのも無理はなかろう。久しぶりにやってきたと思えば、その人外のごとき仙女の容姿をたたえ、その能力を誉めるものだから面白くない。

　普段より二割減の実入りに、やり手婆ばばあも煙管キセルを強く叩きつける有様だ。中級妓女の客の入りは変わらないが、緑青館は高級娼館である。上の客が入るか入らないかで、売上はだいぶ変わってくる。

「見世物なら一度見れば十分だろうに」

「そうでもないぞ」

　と、猫猫のひとりごとに反応したのは男衆頭の右ウ叫キョウだった。四十路前のこの男は、最近は趙チョウ迂ウと左サ膳ゼンのお守りで大変だろう。夜店の提ちょう灯ちんが上がる前にようやくひといきついたようだ。遅い昼飯代わりの大きな肉饅頭を食はんでいる。

　猫猫は出がらしの茶をついでやると、右叫は「すまねえな」と湯飲みを取って茶を流し込んだ。

「錬れん丹たん術って知ってるだろ」

「なにを今更」

　錬丹術、不老不死の仙人になる薬を作ろうという術である。そんなものをおやじから聞かされて猫猫が目を輝かせないわけがなかった。そして、すぐさま釘を刺されたことを覚えている。

「あれは真似するんじゃないよ」

　と、羅門は言った。つまり、そういう大変怪しい術だということだ。

「不老不死の力をあやかりたいって話かい」

「まあねえ。その珍しい容姿もさることながら、人の心を読むと聞いたもんだ」

「ああ」

　眉唾でやってきたお偉いさんが自分の心を見透かされて、どう思うだろうか。莫ば迦かにしていた気持ちが覆されて、信仰という形になるかもしれない。そして、不老不死の薬というものも実在すると思うかもしれない。

（そんな阿呆なことあってたまるか）

　猫猫は不死の薬の研究の末、蘇よみがえりの薬を作った者を知っている。医官として優秀だったろうに、今はその副作用で面影もない。

　猫猫はぎゅっと手を握りしめる。彼の知識があれば、もっとちゃんとした蝗こう害がいへの対策ができただろうにと悔やんでも仕方ないことはわかっている。まだ、災害はその途中経過だ。これからやっていくことで、変わりゆくかもしれない。

　壬氏たちは、今後起こりうる災害の対策に頭をひねっているのに、のん気すぎる他のお偉いさんたちにため息が出てくる。

　ただ、猫猫はその術について気になった。

「つまりあれか？　その仙女ってのは、不老不死の薬をねたに客を集めてるってわけか？」

「そこまで知らねえよ。俺は、お役人たちのお付の話が耳に入っただけさ」

　そう言って、右叫は饅頭を口にほうりこむと、残りの茶で流し込んだ。もう行あん燈どんに火を入れる時間だった。

「気になるようなら行ってみたらどうだ？」

「そんな高い見世物料、はらえねえよ」

「なら、頼みこめばいいじゃねえか」

　そう言って、右叫は右目だけ器用にぱちんと瞬きすると、とっとと行ってしまった。

（誰にだよ）

　猫猫はけっと吐き捨てた。

（そんな暇人いねえよ）




　それから数日後、意外な人物がやって来た。

「予想と違うのが来たなあ」

　顎あごを撫なでながら右叫が言った。最近、子守が多いため、昼間に緑青館にいることが多い。客人を猫猫のもとに案内するとさっさと持ち場に戻った。

「よりによって、そっち方面かあ」

「それは失礼な物言いだ」

　声の主は小柄な男だった。丸眼鏡に狐目、算盤そろばんを持っている。名前は羅ラ半ハン、名前からわかるように羅ラの一族の者だ。変人軍師の甥であり、養子である。薬屋にやってきて、猫猫を例の見せ物に誘ってきたわけだ。ご丁寧に連れまでいる。

「見世物に興味があるとは知らなかった」

　ぬるま湯の出がらし茶を形だけ出して、猫猫は言った。

「僕だって、皆が興味をそそられるものが、気にならないわけじゃない」

　眼鏡をくいっと上げる小男の隣には、にこにこと笑う知らない男がいる。三十路前といったところか、穏やかな顔の線の細い優男だった。猫猫はぺこりと頭を軽く下げ、羅半との会話を続ける。

「その白子というのがかなりの美女だというじゃないか」

　この男、美しいものには目がない。ただ、ごく普通の男の目と違い、その美しさが数字で見えるという。変人の養子はやはり変人だ。

「で、私を誘ったってわけか」

「おまえだって気になるだろ？」

　それは否定しない。しかし、猫猫を誘う利点がこの男にあるだろうか。猫猫は左右を見渡す。

「義父ちち上なら来てないから。あの人は来ないから」

　猫猫をだしに、変人軍師のご機嫌取りでもするかと思ったら。

「本当か？」

「その部下ならいるが」

　と、羅半は隣に立っていた青年を見る。猫猫は思わず顔をしかめてしまった。

「そんな顔をしないでください」

　青年は、心底傷ついた顔をした。

「羅か……」

　青年は名前を言おうとしたが、猫猫の表情を読み取ったらしく、ごほんと咳払いをする。

「軍師殿という言い方なら問題ないですよね」

　猫猫の表情が直視できるものに戻ったところで、青年はほっと息を吐く。

「軍師殿の部下の陸リク孫ソンと申します」

「……猫猫です」

「存じ上げております」

　猫猫はじっと羅半を見る。変人軍師が来ておらず、なぜ部下だけ来ているのだろうかと。くせ毛眼鏡は両手を広げた。

「しばし、義父ちち上は屋敷から動かないだろうよ」

　羅半は少し困った顔をして言った。

「ふーん」

　意味深な言い方だがそれを詮せん索さくしたところで、猫猫の得になるわけじゃない。

「それで私を誘った理由は？」

　損得勘定無しに羅半が誘うわけがない。この男は、猫猫が知る限りやり手婆ばばあに次ぐ守銭奴である。

「今度、西方との取引があってね、出し物にその一団を誘おうかと思っているんだ」

「それで……」

「向こうの来賓には女性もいるからね、その視点の意見も聞きたいんだ」

「嘘うそつけ」

　猫猫は即答する。陸孫がいるが知ったことではない、変人軍師の部下に気を使うつもりなどさらさらなかった。

　羅半はわざとらしく、両手を広げる。正直、目障りな仕草だ。猫猫が否定することも予想して言ってみたのだろう。

「実は」

　口を挟んだのは陸孫だった。少し困った顔をして、何と説明すればいいか、悩んでいるようだった。

「あの……上司、軍師殿がその点について」

　気になるな、と漏らしていたとのことだ。

「それだけですが」

　その言葉が気になって陸孫は、その旅芸人たちを調べたという。変人軍師の言うことに根拠はない、あるとすれば、あの男の妖怪じみた勘だけだが……。

「気になる噂うわさを聞きつけまして」

　陸孫は神妙な面持ちでその噂を口にした。




（面倒なことじゃなきゃいいけど）

　猫猫はそう思いながら上着を羽織った。服屋からただで貰もらったそれは、上等の綿入れだった。少し色が派手だが、くれるものは貰っておかないともったいない。そして使わないともったいない。

　暖かい格好になって外に出ると、馬車が待っていた。

　外はもう暗く、空からぼたん雪が降っている。いろいろ趙迂に知らせると連れて行けとうるさいので、右叫に夕ゆう餉げを食べさせてもらっている。

「行きましょうか」

　陸孫は丁寧に馬車の扉を開けた。まるでどこぞの姫君でも扱うそぶりだ。

　馬車の中では、羅半が座っていた。眼鏡がいつもと違うので、奴なりの洒落っ気だとわかる。

　陸孫が羅半の横に座ると、御者が馬の手綱を握った。




　仙女がいるという劇場は都の中央、やや東よりにある。商店が並ぶ都でも一番栄えた場所で、高級住宅地が近い。普段は、演劇を中心にやるこの場所で、仙女の独演会が行われているとあれば不思議なものだ。

（どうにも俗な仙女だこと）

　仙女はその容姿から白パイ娘ニャン々ニャンと呼ばれている。一介の旅芸人にしては大それた名前だ。

　馬車から降りると、すでに人がたくさん並んでいた。受付の男が銭を貰もらい、どんどん中へと案内している。

「なんだこれ？」

　思わず漏らしてしまった。客人は皆、身なりがいい。しかし、その顔には奇妙な面や、紗ヴェールをかぶっていた。素顔でいるのは、数えるほどだ。

　羅半は猫猫の頭に手触りの良い紗をのせた。そして、羅半と陸孫、そして護衛役のいかつい男はそれぞれ顔半分だけ隠れる面をかぶっている。

「この手のものは俗だってことさ。互いに知らぬふりができる小道具があったほうが、円滑に物事は進む」

　金持ちやお偉いさんがこんな見世物を面白がって見ていたとあれば、少々はしゃぎ過ぎだとみられるのか。それとも、これもまた祭りの一興のようなものか。その怪しげな雰囲気にのまれそうになる。

（出資者スポンサーがついてるな）

　入場料の額を見る限り、こんな立派な劇場を借りるのは難しそうだ。大体、普段、劇をする際にも出資者がつくので、旅芸人の一座ならなおのことだろう。猫猫が気付くことに、羅半が気付かないわけなく、ちらちらと周囲を見渡しながら、頭の算盤をはじいていた。

　劇場は奥に舞台がありその前に卓が何十も置いてある。二階からも眺められるように、天井は吹き抜けになっている。一度に百人以上は入れるはずだ。

　後宮にあった建物のほうがもっと大きく人が入るような造りだったが、ここは劇が全員に見られるように設計されているのだろう。その分、柱や梁に刻みこまれた模様は、細かく美しい。

　天井から大きな行あん燈どんがぶら下がり、それを頼りに薄暗い中を歩く。

　猫猫が座った場所は、舞台から二番目の左側の席だった。真ん前ど真ん中には、恰幅のよい男が若い娘をはべらせて座っていた。

「中央の席は人気だった。無駄に席料をはねあげて」

　羅半は不服のようだ。この席料もなかなか高かったに違いない。守銭奴の奴にとっては奮発したのだろう。

　卓は四人用で、そこに護衛が加わってちょうどいい。

「いや、むしろもう少し後ろでも大丈夫でしたよ」

　そう言ったのは陸孫だ。確かに、いい席を取れば、相手の権力や財産がどの程度か想像がつきやすくなる。見たところ、中央の席の男は金ばかり余っている成金にしか見えない。たしか、最近花街で大きな顔をしている交易商があんな男ではなかっただろうか。

　席に座ってすぐにっこりと笑みを浮かべた女中たちが杯を持ってきた。肴さかなに焼き菓子が置かれる。妙な組み合わせだと、猫猫は思う。

　猫猫は杯の中身をくんくん嗅かいだ。

「酒だぞ、飲まないのか？」

　酒は好きだ。でもしっかりした目でその白娘々とやらを見ておきたい。

「あとでいただく。それとも毒見したほうがいい？」

「いや、いい」

　羅半も真似するように卓に杯を置く。変人軍師と同じくこいつもそれほど酒に強くない。陸孫はそれを見て、杯に手をつける様子はない。

「飲んでは？」

「いえ、私一人失態を見せてはなりませんので」

　護衛はもちろん手をつけることはない。かなり名残惜しそうなのが、隠れていない口元からわかる。

　周りを見る限り、杯の酒はなかなか美味のようだ。茶菓子も合うらしくつまんでいる者がいる。気を使うことないのにと思いつつ、猫猫は舞台に目をやった。

　薄暗い室内に白い靄もやがかかった。そして、銅ど鑼らの音とともに奥から、輝きを放つように舞台の主役が現れる。

　白い衣に白い肌、白い髪を結わえることなく後ろに流した娘だった。その真っ白な色彩の中で、赤く染めた唇と双そう眸ぼうだけが際立って見える。

　銅鑼の音が鳴り響く中、白娘々は舞台の中央に立つ。そこには美しい机が一つ用意されている。娘はその前に立つと、机の上にあらかじめ用意された紙を見せる。そこには、今ある舞台と机の配置が描かれていた。

　すると、檀上に白い衣を着た男がやってくる。髪は黒いが、それ以外は白娘々に準ずる格好で、娘の配下なのだとわかった。男は娘からその配置図を貰もらうと、檀上の壁に貼る。そして、それに向かって何かを投げた。

　投とう擲てき武器の一種だろうか。細長いそれは紙を貫き、壁に刺さる。壁はあらかじめ用意していた張りぼてで、すぐ突き刺さるようになっていた。

「さて、この席に座るお客様は」

　紙の上に穴が開いている。

　ちょうどそれは、左側、前から二番目の席だった。

「ここだね」

「ここですね」

　つまり猫猫たちが座っている席である。

「どうする？」

「どうすると言われましても」

　羅半は興味ないらしい。陸孫もそれにはしゃぐ性格ではないようで、護衛は護衛である。

「おまえ、行ったらどうだ」

　と、羅半がさしたのは猫猫だった。

「間近で見られる機会チャンスだろう」

「……」

　どうしようかと思ったが、せっかくなので猫猫は了解した。

「では行ってきます」

　と、檀上にのぼっていった。

　ちらちらと揺れる行あん燈どんの光の下で、白娘々はより煌こう々こうとしていた。その白すぎる肌は、透けて血管が浮かんでいる。肌を白粉で白く塗っただけのそれとは違うことがわかる。

「お好きな数字を書いていただけますか」

　か細い消え入りそうな声が聞こえた。それを補足するように、隣の男が同じ言葉を大声で言う。

「私に見えないように書いて、誰にも見えないように小さく折り曲げてください」

　白娘々も男も後ろを向く。その間に猫猫は渡された筆でさらさらと文字を書く。筆にはあらかじめたっぷり墨が含まれていて、おかげで少し書きにくかった。少し書き味も悪いのであまりいい墨を使っていないのかもしれない。机につかぬよう下敷きが置いてある。

（もっとちゃんと溶いておけよ）

　なんだかざらざらしている。変なところで気になった。

　数字を書き終えると、猫猫は小さく折り曲げる。

「できました」

　そう言うと、白娘々と男は振り返る。男は、今度は荷車をからからと押して持ってきた。代わりにさっきの机は舞台裏へと下げられる。

　そこには奇妙な筒が底面に何本も突き刺さった箱があった。縦に十、横に十並んで計百本ある。

「その紙をそのどれか一つに詰め込んでいただけますか」

　そう言うと、また白娘々も男も後ろを向いた。わざわざ後ろを向かなくても観客からも舞台からも見えないだろう。

　猫猫は紙をさらに小さく丸めてその筒の中に突っ込む。紙は柔らかいが、突っ込む筒の幅が狭く苦労した。ぎゅうぎゅうに押し込んでやっと入った。取るときが大変だろうに。

　できたら上から薄い紗をかぶせて見えないようにする。

　するとまた男がそれを移動させる。筒のつまった箱を舞台上の端っこにある別の机の上に置く。紗は薄くて軽いためか、ふわふわと揺れている。

「できました」

　それを言った途端、だーんと銅ど鑼らの音が鳴り響いた。思わずびっくりして目を見開いたが、紗を被っていてよかったと思う。

　白娘々は、にっこり笑うと手を差し出した。

　猫猫は言われるがまま、手を出すと冷たい白い手が猫猫の手首を持った。しゃらんしゃらんと今度は鈴の音が鳴る。白娘々はじっと猫猫を見る。

（あっ、この人）

　目が悪いのだなと猫猫は思った。時折、目がかわった動きをしている。そういえば、目に色がないので他と比べて不自由な面も多いだろう。

（大変だろうな）

　そう思っていると……。

「書いた数字は七ですね」

　白娘々が言った。

「!?」

「当たり」

　赤い唇がにいっと歪ゆがんだ。その赤い目と合わさって、猫猫は昔捕まえた白蛇を思い出した。

　赤い目に白い皮をしたそれを蒲焼にしようとしたら、おやじに怒られたのだ。神の使いだからだめだよ、と言われたけど、本当はそんなものじゃないって猫猫は知っている。神さまとは無関係に白い肌を持っているのに、おやじはたまにそういう倫理観を持ち出してくるので困る。

　つぶらな赤い瞳に吸い込まれそうになると、また銅ど鑼らと鈴が鳴る。

　周りに靄もやがかかっているからだろうか、妙に暑く、頭が痛かった。耳の周りで蚊が飛んでいるような感覚にふっと苛いら立だちを覚えていると、また白娘々が口を開く。

「上から三番目、左から二番目」

「……」

「どうですか？」

　男が紗をとり、箱の中身を客に見えるようにする。そして、その中の上から三番目、左から二番目の筒を取ると、その中に細い棒を突っ込んだ。

　すると。

　中から押し込んだ紙が出てきた。細かく折り曲げられた紙を男が開くと、そこにはしっかり『七』という数字が書いてあった。言うまでもなく猫猫が書いたものだった。




　どういうことだろうかと思いつつ、猫猫は席へと戻った。周りには歓声が起こっている。皆、ほろ酔いなのか、声が陽気だ。

　ただ、羅半たちだけはじっと猫猫が戻ってくるのを待っていた。

「なあ、あれはなんだったんだ？」

「なんだと言われても」

　興味津々で羅半が聞いてくる。

「おまえ、もしかして何か銭でも掴つかまされたのではないか？」

「あんたとは違うよ」

「僕だって違う、そんなの美しくない」

　銭が好きな癖に、それに綺麗汚いがあるというこの男はよくわからない。ただ、横で陸孫が笑っている。

「何も持っていませんよ」

　猫猫は手のひらを開き、袖も裏返して見せる。金は掴まされていないと釈明する。

「誰かに見られたか？」

「見られてないはずだけど」

　檀上には白娘々と手伝いの男しかいなかった。文字も見られていないだろうし、どの筒に入れたかは上から布をかぶせていたのでわからないはずだ。

（もしかして……）

　猫猫はふと檀上を見る。天井には提ちょう灯ちんがぶら下がっており、赤い房が揺れていた。

　もしかして鏡があれば、猫猫の書いた文字も見られるのではと思ったが違う。天井にそれらしきものを張り付けるのは難しそうだし、なによりそれに見合う鏡が必要だ。あれだけ靄もやがかかり、視界も薄暗い中では鏡も曇ってしまう。たとえ、銅鏡でなく渡来品の高級鏡を使っても、見えないだろう。

　なにより、白娘々は目が悪そうだった。一尺先もぼやけてしか見えないだろう。

　ならばどうやってと思っていると、次の催しが始まっていた。檀上には新しい机とその上にいろいろな器具がのっている。

　白娘々はその中で小さな薄い金属片を箸はしで掴つかむ。それとは別に皿も用意する。

　手伝いの男は金属片と皿を受け取り、盆にのせて劇場内を回っていく。金属片は磨き抜かれたただの銅片にしか見えない。皿の中身は液体でこぼれないように深くなっていた。

　さすがに二階まで回る暇はないようで、上から不満の声がちらほら聞こえる。これは席代の違いなのであきらめてもらおう。

　戻ってきた男から金属片と皿を白娘々が受け取る。そして、金属片は皿の中に入れ、皿はいつのまにか用意されていた火にかけられた。白娘々はまじないのようなものを唱えはじめ、舞を始める。靄がかかった薄暗い室内では、彼女の全身が輝いて見えた。

　舞が終わると娘々は箸をとり、中の金属片を取って見せる。

（色が変わってる）

　銅の赤みがかった色から銀色になっている。近くにいた者たちが「おおっ！」と歓声を上げている。

「銅から銀に変わったぞ！」

「本当か!?」

　遠くにいる者は見えず、それでも他の者たちの反応を見て前に前にと近づいてくる。舞台に上がるのだけは、護衛たちに止められるがそこまで近づけばわかるだろう。

　金属片を娘々は何かの液体で洗って布でふき取る。そして、今度はそれを直接火に当てる。

　歓声がさらに大きくなる。

「銀が金になった！」

　銀色が今度は輝くばかりの金色に変わった。

　娘々はそれを箸でふり、熱を飛ばしながら皿の上にのせる。金色に輝く板を男が皆によく見えるように見せて回る。

「……これは説明できるか？」

　羅半が眼鏡を拭きながら聞いた。猫猫はにんまりと唇を歪ゆがめていた。

「後でな。今は余興を楽しませろ」

　猫猫は目をきらきらさせながら言った。正直、目を離すのはもったいないと思ったからだ。羅半の前なので口調がつい花街でのものになってしまう。陸孫に対して変な言葉遣いになっているかもしれないが変人の部下なので、気に掛ける必要はないと割り切っている。

　そんなことより。

（面白いなあ）

　珍しい術の数々を見逃さぬよう、瞬きすら忘れてしまう。たとえ彼女が仙女でなくとも、それだけ価値があるものだった。




　その後、いくつか白娘々は面白い見せ物をやってくれた。濡れた石を紙の上にのせる。それにまじないをかけておくと、しばしのち火がおこる。

　どこからともなく蝶を出したかと思えば、それが飛んでいき、そして空中で燃え上がり灰になって消える。どれも観客の歓声を受けた。そして、最後にと。

　娘々は輝く銀色の液体を持ってくる。不思議なその液体に皆が注目する中、娘々はそれを小さな盃に入れてそれを飲み干した。

「!?」

　思わず猫猫は立ち上がりそうになる。しかし、半分腰を上げたところで、動きを止めて娘々を凝視する。

「今宵も楽しんでいただけましたか？」

　娘々は笑顔のまま、檀上から降りて行った。

　熱気冷めやらぬ劇場内では、観客たちが今おきたことを楽しげに語っている。ある者は、目に炎を宿し、ある者は崇拝するように仙女がいた場所を見ていた。

　ただ、猫猫たちだけは、そこまで興奮することはなかった。酒が入っていないのも原因かもしれない。

「ただならぬ感じがしますね」

　陸孫が、ようやく酒杯に手を伸ばした。

　猫猫は思わず、その手を制止した。怪け訝げんな顔で、陸孫が見る。

「どうかしましたか？」

「ええ」

　猫猫は自分の前にある酒杯を手にする。匂いを嗅かぎ、一滴だけ肌にのせる。その反応をみたら、舌先で舐なめるように口に入れる。

「……なにかまざりものがあるようです」

　酒精アルコールは少ない。果実水ジュースに近い形で飲みやすいが、それとは別にかすかに他の複雑な味がした。何種類か混ぜ物をしている。塩が少し含まれているのがわかる。

「毒ではないけど」

　ただ、酒精の濃さの割に、効きが強くなるようにしている。ただそれだけだ。

　それに……。

　ゆらゆらと揺れる提ちょう灯ちん。薄暗い室内。不思議な靄もやと幻想的な仙女。目の前で起こる不可思議な現象。

（これはこれは）

　誰かに盲信する理由としては十分ではなかろうか。そして、この劇場内の何割がそうなっているだろうか。はてはてと思いながら、猫猫は酒をちびりと口にした。

（やっぱ少ししょっぱいな）

　塩、入れないほうがうまいな、と思った瞬間だった。

「!?」

　猫猫は酒の杯に指を突っ込んだ。そして、果実酒を墨のように卓の上に滑らす。

「何やってる？」

「こういうことだな」

　羅半の疑問に答える間もなく、猫猫は周りを見渡す。

（あれがこうなら、それもなにか種トリックがある）

　できれば舞台に立ったときもっと周りを見ておけばよかったと後悔した。あそこには何があっただろうか。

　靄が他より濃くかかっていて、暑くて、頭が痛くて、それで妙に集中力が途切れた。

（靄もや……）

　多分、あれは湯気だろうか。舞台裏から蒸気を出しているのだろうか。それなら暑さの理由もわかる。

　では、頭が痛いのは。まるで、蚊が鳴くような感覚だった。あれはなんだったのだろうか。

（ん？）

　もしかして、と思ったとき、舞台の奥にちらりと白娘々が見えた。

　猫猫は口に指をあて、唇をすぼめると息を吹いた。

「なに、口笛など吹いてるんだ？　あおりなら下品だぞ」

　羅半が目を細めて猫猫を見る。

　音はそれほど大きくない。周りはがやがやとうるさく、それほど遠くまで聞こえるものではないはずだった。なのに、白娘々はびくりと肩を揺らして周りを見たようだった。

（ああ。そういうことか）

　猫猫はにやりと笑うと、茶請けの焼き菓子に手を付けた。




　外は寒い。緑青館に戻ってからそこで話してもいいが、羅半たちはなにがなんだかすぐ知りたいようだった。どこか飯屋に入って、そこで話をすることにした。少し高めの飯屋を選んだら、羅半は渋った顔をしたが知ったことではない。給仕に案内されて、どかっと円卓の席につく。おすすめ料理と一番上等の酒を注文した。

「遠慮というものを知らんのか？」

「高給取りが何を言う？」

「うちは昨年高い買い物をしたんだ、火の車だぞ」

　それは知っている。緑青館から買ったものだ。

　猫猫はまず銅を銀や金に変えた方法について説明することにした。

「あれは黄こう白はく術というものによく似ている」

　錬れん丹たん術といえばもっとわかりやすいだろうか。火薬もまたそれによってできた代物である。黄白術はその中で、卑金属を金属に変えるものをいう。猫猫は給仕が持ってきた匙さじを指で弄もてあそぶ。

　錬丹術は人の命を長らえるための術であるが、実際は眉まゆ唾つばなものが多い。古い時代の皇帝が、不老長寿を求めるあまり、間違った方法で命を落としているのは記録に残っている。

　たしかに似ているが、でも、どちらかといえば。

「西方にある錬金術あるけみいというものにもっと近い気がします」

「西方のか？」

「ああ」

　羅半の質問に猫猫は頷うなずく。どうも羅半と陸孫相手では、言葉遣いを変えているため変な気がする。もう陸孫にも雑な話し方でいいかなと猫猫は思う。

「私はおやじの話を聞いただけで、実際に目にするのは初めてだ。あれは銀になったわけでも、金になったわけでもない。周りを鍍金めっきして、火で炙あぶることで違うものに変化させただけに過ぎないらしい」

　猫猫も試したかったが、おやじが肝心の材料を教えてくれなかった。たとえ、教えてもらっても薬屋で揃う材料ではなかっただろう。

「つまりなんだ？　鍍金というと」

「金属の周りに違う金属の膜を張るんだよ」

　猫猫は匙を両手の指で挟んで言った。

「詳しく知りたいのであれば、おやじにたずねてみろ。ついでに、それを私に教えていただけるとうれしい、ってかそうしろ」

　と、きらんと目を光らせる。

　他に紙が自然に燃えたのも、その過程でできる副産物を利用すれば可能であるし、蝶ちょうが出てきたのもあれがよくできた紙だとすれば納得がいく。

　あの場にいた者たちは、靄もやで視界が悪く、なおかつ悪酔いする酒を飲んでいた。酒を飲んでいない羅半たちですら、騙だまされていたので気付く者はいないだろう。

　ちなみに紙で作った蝶は、東方の島国に伝わる奇術の一種に似たようなものがあったはずだ。上等の薄い紙を切り抜いて使っている。

「では、おまえが心を見透かされた理由はどうしてだ？」

　羅半が首を傾げて言った。

「それについても」

　猫猫はどう説明すればいいかな、と首をひねる。ちょうど、その時、給仕が前菜の羹スープを持ってきた。

（これでいいかな？）

　猫猫は羹の器に匙さじを突っ込んだ。

「紙」

「偉そうだな、おまえ」

　羅半が細い目をさらに細めて、懐から紙を取り出す。

　猫猫はそれを受け取ると、汁に漬かった匙をその上に滑らせた。子どものらくがきを懐紙に描いた。それをぴらぴら浮かせて乾かす。乾いたら、描いた絵は見えなくなる。

「見える？」

「濡れた箇所が縮んでるな」

「細かいことはどうでもいい」

「義兄さまを敬わないか」

　絶対いやである。

「それで、これが何の関係があるんですか？」

　羅半に代わり陸孫がたずねた。

「こうします」

　猫猫は壁の横にある行あん燈どんに近づいた。そっと外側の枠を外すと乾いた紙をかざした。

『!?』

　反応があるとうれしいものだが、前にもやった手だ。壬氏たちならここまで見せる前に気付いただろう。あぶり出しだ。火によって匙でなぞった部分が黒く焦げている。

「どうです？」

「どうですと言われても。それが心を読むのとどう関わるんだ？」

　猫猫は羅半の口に、匙を突っ込んだ。

「味は？」

「海鮮の出汁だしが効いているが、少ししょっぱい」

「つまり塩が入っている」

「塩がどうした？」

　どうしたと言われても、塩が入っていたのだ。何にと言われたら、あのざらざらとした墨すみに。どうりで書き心地が悪いわけだ。

「墨に塩が入っていた。それは溶けたらわからないだろう。こうして、汁に溶けていたら見えない。でも、こうして入っているんだ」

　あぶり出すことで、そこに水以外のなにかが含まれていることがわかる。

「あぶり出したとでもいうのか？　どうやって」

「あぶり出しとは違うが、他に見る方法はある」

　猫猫が書いた紙の下には黒い下敷きがあった。そこにたっぷり含んだ墨がにじんだはずだ。

　羅半は、あぶり出しの紙を見た。その跡をなぞる。

「……そういうことか」

「ああ、そういうことだ」

　塩とは限らない。墨に溶け、そして乾くと表に出るものなら何でもいいだろう。

「墨に何かを溶かし込んでいた」

　仮に塩としよう。それが墨に溶かされていた。その墨で数字を紙に書いたとする。薄い柔らかい紙からにじみ出た墨が黒い下敷きに染み込む。それを乾かすとどうなるのか。墨に溶けていた塩が乾燥して浮き出てくる。

　黒い下敷きの上に白い粉が浮いて来れば何を書いたのかわかるだろう。

「そういうことですか」

　なるほど、と陸孫が手を叩いた。

「では、どの筒に紙が入っていたのかわかったのはなんだ？」

「あれか？　それは」

　猫猫は、懐紙を紙片に千切ると二つ折りにして、真ん中に穴をあけた。それを指に挟みこむと折った紙と紙の隙間に息を吹いた。ぷおぅと間抜けな音が響く。

「笛の構造くらい知っているだろ？」

「息を吹いて音を出す」

「音を変えるには？」

「息が出ていく穴の数を変えるのだろ？　それくらいは知っている」

　ならばぴんと来ないだろうか。いや、あの紙を隠した筒の構造を間近で見ていないのでわからないのも無理はないか。

「あの紙をおさめた筒が笛の穴の役割をしていたら？」

「笛？　あそこではそんな音は聞こえなかったが」

　あの劇場内では鈴や銅ど鑼らの音が鳴り響いていた。しかし、それに隠れてもう一つ大切な音があった。

「私は、あの場にいてとても頭が痛くなった。おそらく気づかない域レベルの高い音が出ていたと思う」

　高い音は耳が痛くなる。音として認識していなくても、猫猫は無意識に不快感を持っていたらしい。

「高い音？」

「ええ」

　猫猫は口笛を吹く。

「これは聞こえるか」

「聞こえるぞ」

「では、これは」

　音をもっと高くする。以前、壬氏と洞窟に閉じ込められたとき、口笛を吹いた。あのときと同じように。羅半は普通の顔をしているが、陸孫は一瞬首を傾げた。護衛だけは、目を細めている。

「聞こえるぞ」

「なんとか聞こえます」

「……聞こえません」

　護衛が話に入っていいものかと躊躇ためらいながら、口にした。申し訳ない、一人だけ肩身が狭かろう。

「それはよかった。齢を経るごとに聞こえにくくなるものだから」

　護衛の年齢は三十路半ばというところだ。明らかに衝撃を受けた顔をしている。どこか高順の反応に似ている。中年とはこういうものだろうか。

「人は、それぞれ聞こえる音の高さは違う」

　それは同じ年代でも違ってくる。目の良さに良し悪しがあるように、耳にも良し悪しがある。

　あと、断定することはできないが、目が悪い者はそれを補うように耳がいい場合もあるという。

「あの仙女の耳はとても敏感にできているみたいだった」

　遠くから、あの雑音が響く中で、猫猫の口笛に反応した。笛の音を常日頃、聞き分ける訓練をしているのでは、と猫猫は思った。以前、李白が避暑地で遊んでいた猟犬を思い出す。

　故に、あの劇場にある楽器に笛の類がなかったのでは、と。

　縦笛も横笛も筒に穴が開いたもので、それをおさえることで、音の高さを変える。もし、あの箱に刺さった百本の筒が笛の穴の代わりをしていたとしよう。猫猫がぎゅうぎゅうに筒の中に紙を詰め込んだのであれば、笛の穴をおさえているのと同じだろう。

「つまり、百通りの音を聞き分けて、何番目かわかったと？　だとしたらどうやって、吹くんだ、あの箱が笛の代わりだとして」

「それについては、確実な方法がある」

　銅ど鑼らと鈴の音。それが合図として、十回、笛を吹いたとしたらどうだろう。上から布が被せてあるので、近くに手伝いの男がいても問題なかった。男が箱の横で、空気を入れる箇所を操作していたら。

　百通りの音を覚えずとも、十の音が聞き分けられたら問題ない。

「そして、どうやって吹いたかについては、あの靄もやで説明がつく」

　靄は湯気、どこからか湯を沸かしてつくっているとする。

　その蒸気を机の下から入るようにすればどうだろう。皆、机の上ばかり注目して、その下にある机の構造まで見ていない。

「これで納得できるか？」

「ああ」

　羅半たちが頷うなずいている。

「最後に……」

　猫猫は、白娘々が最後に飲んでみせた銀色の液体について説明する。

「あれは猛毒だ。本当に飲んだかわからないが、誰も真似をしないように。高官たちに説明する機会を作ったほうがいい」

　猫猫は真剣なまなざしで羅半に言った。




　白娘々の舞台はその数日後、あとかたもなく消えてしまった。代わりに残ったのは、都の商人たちの謎の食中毒事件だった。

　何がやりたかったのだろうか。あの白蛇のような仙女は、その謎を残して消えてしまった。

　その昔、時の権力者たちはこぞって不老不死の薬を求めた。その際、水のような銀を服薬した。結果、命を縮めることになるとは思いもせずに。

　その水のような銀は、そのまま水みず銀がねと呼ばれている。

　あの時、水銀をそのまま飲んだ白娘々はどうなっただろうかと猫猫は思う。飲む真似か、それとも本当に口にしたのか。水銀はあの液体のままで身体から排出されれば猛毒にはならない。蒸気となって吸ったり、他のものとくっついて形を変えれば重い毒になる。

　時にそれは薬としても使われる。毒も薬も使い方次第。

　猫猫は丹タン砂シャの鮮やかな朱色を見ながら、それをそっと薬棚に片付けた。










八話　向き不向き







「……」

「それでは、しつれいします」

　文ふみを薬屋に持ってきた男は、用が済むとさっさと行ってしまった。猫マオ猫マオは、無表情のまま、それを読み終えると文箱に入れた。

　壬ジン氏シからのものだったが、その内容はいつもとちょっと違う。猫猫は、腕を組んで首を傾げる。

（さて、どうしようか）

　いつも面倒くさいことを持ってくるが、今回もまたかなり面倒くさい。断ろうにも断れないことだから、何かと準備が必要そうだ。

（婆をどう説得するかな）

　そんなことを考えてると、やいややいやと騒がしい餓が鬼きの声が響いてきた。手に籠かごを持った子どもが二人、趙チョウ迂ウと梓ズー琳リンだ。籠には若草が摘んである。

（そういえば、草餅食べたいとか言ってたな）

　猫猫はぼんやりと見ていたが、そのまま台所へ向かう二人を見て慌あわてて襟首を掴つかんだ。

「なにすんだよ！」

「ちょっと見せてみろ」

　猫猫は趙迂が持っていた籠をひったくると、その中に入っている草を見る。

「……」

　なんで間違えるんだろう。猫猫は、目を細めて並んだ草を見た。

「どこでどう間違ったら、ここらで附子とりかぶとなんてとってこれるんだ？」

　猫猫は趙迂を見る。趙迂は、むすっとして座っている。隣には心配そうな顔をした娘がいる。あの貧民街姉妹の妹、梓琳は趙迂の子分として定着したらしい。

「だって似てるから」

「……これで草餅作ったら死ぬぞ」

　蓬よもぎ餅を作ろうと新芽を摘んできたらしいが、持ってきたのは似た形の毒草だ。

（いや、ここいらにそんなものなかっただろう）

　猫猫だって把握していないのに、どうやったらとってこられるのか。不思議でたまらない。

「うー、じゃあ草餅はできないのか？」

　趙迂は梓琳と顔を見合わせて悲しそうな顔をする。

「あきらめろ」

「そばかすも昨日摘んでただろ、それわけてくれよ」

「あれは灸の材料だ」

　猫猫が突っぱねると、趙迂がわざとらしく口を尖とがらせ、梓琳がそれを真似る。猫猫は容赦なく二人の口に指を突っ込むと、頬ほおを引っ張ってやった。

「いったー、ひでー、ひでえよ」

「!?」

　梓琳も無言で抗議する。

「なにがひどいんだ？　緑ろく青しょう館かんを食中毒で潰す気だったか？　それより、勝手に外を歩き回るなって言ったろうが」

「ちゃんとついてたよ、左サ膳ゼンがいたよ！」

　なんだと、と猫猫は顔を引きつらせる。その左膳はといえば、手に布袋を持って今頃ゆっくりやってきた。

「もう置いていかないでくださいよー、そんなに若くないんですからねえ」

　なんだかずいぶん下手に出た話し方だ。趙迂の過去を知っている左膳は、やめろというのにどうしても趙迂を坊ちゃん扱いしてしまう。

「おい、左膳。おまえが遅いからそばかすに俺が怒られただろ」

　猫猫は無言で趙迂に拳げん骨こつを落とす。梓琳があわあわと口を開き、左膳がなにか言いたそうに口をぱくぱくさせているが、睨にらんで返した。

　猫猫は薬屋から、昨日とってきた蓬よもぎを持ってきた。少ししおれているが、形はそのままだ。それと、趙迂がとってきた附子を左膳の前に見せる。餓鬼どもに言ってわからないなら引率の大人に、見分け方を教えるしかない。

「おい、これがなにかわかっているか？」

「そんなの蓬と附子とりかぶとに決まってるだろ」

　あっけらかんと言い放つ左膳に猫猫はぽかんと口を開ける。

「あとでこそっと取り替えるつもりだったんだけど、なんであんなに急ぐんだろうなあ、子どもってのは」

　左膳は布袋から採れたての蓬を取り出す。さらに、もう一つ中から布包みを出して、猫猫に渡す。猫猫は首を傾げながら包みを開くと、中から植物の根っこが出てくる。

「これは……」

「附子の根っこ。多分、誰かが花が綺麗だからって山から持ってきて植えたんだろうけど、危ないからひっこ抜いてきた。そのまま枯らすのはもったいないだろ。それ、使えるだろ」

　附子の根は薬の材料として使える。猫猫は無表情のまま、がしっと左膳の手を掴つかむ。

「えっ？」

　そのまま奴を薬屋の中へと連れ込むと、猫猫は棚にある薬草をかたっぱしから並べた。

「これはなんだ？」

「えっ？　枇び杷わの葉だろ」

「効用は？」

「咳止めとか下痢止めだったな、他にもいろいろ」

　猫猫は次の薬草をさして、同じようにたずねる。左膳は首を傾げながら答える。入口では趙迂と梓琳がのぞき込んでいた。

　一通り質問が終わると、猫猫は腕組みをして考え込んだ。

「ざっとわかるのはここにある半分くらいか」

「なんだよ、いきなり」

　左膳の質問を無視する。棚にある書物を取ると、左膳に渡した。

（そういえば）

　ちゃんと生活が安定したら、また図録を買い戻すとか言っていた。

「おまえ、字は読めるのか？」

「じいさんに習った」

　じいさんとは、もう正気には戻れないあの元医官のことだろう。さっきの薬草の知識も医官から習ったと考えれば、辻つじ褄つまが合う。

　これはいい誤算だ。

「なら、これを覚えろ！　そんでもって、しばらく昼間はこっちに通え」

　猫猫は左膳に渡した本をばんっと叩いた。

「えっ？」

「ちゃんと、婆にも右ウ叫キョウにも説明しておいてやる」

　どういう意味だ、と首を傾げる左膳に猫猫は親切に説明してやる。

「おまえ、男衆の仕事はあんまり得意じゃないみたいだな」

「いや、まあ、その」

「いっそ、薬屋になったほうが合ってるんじゃないか？」

「それって……」

　猫猫としては薬屋をやめる気はないが、元々、おやじと二人でやっていた薬屋なので、もう一人二人くらい薬くす師しが増えてもいいくらいだ。身体が不自由な趙迂に調薬を仕込もうと思っていたが、あの糞くそ餓が鬼きはそんなものに興味がなく遊んだり絵を描いたりするばかりだ。

　それなら、この男を仕込んだほうがよっぽど手っ取り早い。なにより、壬氏とのつながりがある以上、猫猫はたびたび留守になる。予備は用意しておくにかぎる。

（問題は）

　この男にやる気があるかどうかだ。

　左膳は俯うつむいて本をじっと見ている。ぺらりと頁ページをめくって真剣な顔をしている。

「……俺はただの農民なんだぞ。食い詰めて仕方なしに、あの砦とりでに行ってただけで、字もじいさんに教えてもらっただけだ。薬なんていっても言われたものを取ってきただけだぞ」

　薬師というと、それなりに重宝される職である。この男が躊躇ためらっているのは、自分に自信がないからだろう。周りに否定され続けるとその性格は卑屈になる。

　猫猫としては、それじゃ困る。せっかくある知識を活かすべきだ。

「だからどうした？　世の中には、怪しげな呪まじないで生計を立てる奴らもいるぞ。風邪を治すなら、変な踊りを踊るより、温かくして咳止めと熱さましを飲ませたほうが有効だ。おまえはそれくらい作れるだろ」

「いや、できるけど。でも、もし重病人とか来たらどうするんだ？」

「んなもん、できねえならできねえって言えばいい。薬飲もうが飲むまいが死ぬ奴は死ぬ。下手な見立てをするなら他に回しちまえ。おまえよりまともに薬を作らない医者なんてけっこういるぞ」

（やぶ医者とか）

　いや、一応医官として知識はそれなりにあるのだろうが、応用がきかない。人はいいけど、あれはだめだ。

「とりあえず、決定だな」

「そんな薮やぶから棒な。なんか話が早くないか？」

「早くしないと間に合わないんだよ」

　猫猫は今朝貰もらった文ふみの内容を思い出すと、ぼんやりする左膳を無視し、餓鬼二人の前に立つ。

「おら、遊んでる暇あったら、店先の掃除でもしな。本の中身はちゃんと覚えろよ」

　そう言って猫猫は餓鬼ども二人を外へ追い出し、左膳の前に書物を積み重ねていった。




　猫猫が思った通り、左膳の飲みこみは早かった。簡単な調合はすぐ覚えるし、図録もたどたどしいながら読むことができる。猫猫は、家の近くの畑と、外壁の外にある畑を案内しどんな薬草があるのか教え込んだ。

（毒草も教えたいところだが）

　変な気は起こさないと思うが、詳しく教えるつもりはない。興味があって勉強すれば自然と覚えるものなので、今はよく使うものだけ作り方を教えておく。堕胎剤の作り方を教えていると顔をしかめたが、物理的な堕胎方法よりましだとわかると大人しくなった。妓ぎ女じょを冷たい水に漬け込むより、腹を殴るよりずっといいだろう。

　一応、趙迂にも教えていたが、悪餓鬼はまったく興味なく、気が付けば逃げ出して遊びに出掛けている。小遣い稼ぎも順調のようで、最近では他店の妓女が描いてもらうくらいだ。

　猫猫は左膳に簡単な調合を頼むと、包みを持って外に出た。余所よその妓女に頼まれていた薬を持って行くためだが、そこにちりんちりんと鈴の音が聞こえてきた。なんだ、と思って見てみると遠くから何かがつっこんできた。足元をぐるぐる回るそれは、三毛猫のようである。

「……」

　なんでこいつが、と思わなくもない。どこにでもいる三毛猫だが、その首輪はずいぶん立派なものだ。絹の織物に舶来の細工鈴がついている。そんじょそこらの猫がこんなものをつけているわけなかった。

「毛マオ毛マオ、どこいったんだーい」

　聞き慣れた声が遠くからやってくる。重い腹を揺らしながら、走っているのか歩いているのかわからない速度で近づいてくる中年の男。

　やぶ医者だった。

　猫猫は、ずいぶん大きくなったその猫を捕まえると、のそのそやってくるやぶを待った。

「じょ、嬢ちゃん、久しぶりだねえ」

　息を切らしながら、やぶはにっこり笑って言った。

「お久しぶりですが、どうしたんですか？　一体」

　後こう宮きゅうにいるはずの毛毛とやぶがこんな花はな街まちにいるはずなかった。

「いや、それがね……」

　やぶの息が整わないものだから、猫猫は薬屋に戻ると茶を用意した。猫猫はわざと冷めた茶を出すと、やぶは一気飲みする。

「ところで、なぜここに。……あっ、やっぱりいいです」

　可哀そうに、とうとう解雇されたか、確かに悪い人ではないが給金泥棒もいいところだったので仕方なかろう。元宦かん官がんでは新しい職を得るのも大変だろうが、できるだけ親身になろうと思っていると。

「嬢ちゃん、なんか勘違いしてないかい」

　じぃっと半眼でやぶが見ていた。

「いえ、お気になさらず。そういうことは恥ずかしがらずに。人生、一度くらいあることですから」

「いや、だからさあ」

　やぶはあまり豊富でない頭を撫なでる。膝ひざの上では、毛毛が欠伸あくびをしている。

　毛毛の世話は引き続き、やぶがやっているようだ。帝みかどの娘である鈴リン麗リー公主ひめは渋ったようだが、玉ギョク葉ヨウ妃が后となった今、後宮を出ている。皇太后と隣り合った宮に住まうこととなり、いろいろ規則にうるさいようだ。愛玩動物ペットの一匹くらい許してくれてもいいものなのに。

（皇太后だけならいいんだろうけど）

　周りにいる官女たちが許さないだろう。侍女も翡ひ翠すい宮きゅうにいた七人だけでは足りないから増やされているだろうし。

　猫猫は少し寂しく思ったが、玉葉后についていかなかったことはやはり正しかったようだ。猫猫自身が思うのもなんだが、毛毛より騒動を起こす自信がある。

「それがねえ」

　やぶはようやく息を整え、茶を飲んだ。

「久しぶりに里帰りの許可が出たんだよ。それでもってうちに帰るところなんだけど……」

「ほうほう、ようやくお里返しですか」

「嬢ちゃん、わざと言っているだろ？」

　やぶは呆あきれた顔で言った。話がすすまないので、やぶをからかうのはこれくらいにしておこう。

「ではどうしてこちらへ？」

「それがねえ」

　不思議そうな顔をして猫猫を見る。

「変な条件を出されてね。お嬢ちゃんは聞いてないかい？」

「……どのような条件ですか？」

「大したことじゃないんだけど、途中まで道中を共にしたいって人がいるらしいんだよ。宮官長の頼みだから変な人じゃないと思うけど」

　それで待ち合わせがこの場所だという。

（……）

　猫猫は数日前に貰もらった文ふみを思い出す。それは、壬氏からしばらく遠出をするのでついてこいという、一方的なものだった。期間も言わず、どこに行くとも、いつ行くとも書かれていなかった。さすがに毎回、店を閉めるのも気がひけるし、やり手婆ばばあの目が厳しいので左膳に教え込むのを急いだわけだ。

（もう少し時間があると思ったんだけどな）

　幸い左膳は覚えがいいし、薬の作り置きは用意してあった。

　しかし、なぜやぶと同行するのだろうか、という疑問が残る。それは後程聞こう。

「毛毛は、せっかくだから実家で飼ってもらおうと思ってね」

　たしかに、やぶしか面倒を見る相手がいないとあらばそれがいいだろう。やぶとしては寂しいだろうが、元々、鈴麗公主の我わが儘ままで飼っていたものだ。そのまま延長で飼うのも気がひけるだろう。

「向こうは、鼠ねずみ退治してくれればと喜んでいるんだよ」

　十数年ぶりに帰る実家ともあってやぶ医者はうれしそうである。たしかやぶ医者の実家は紙作りを行っていて、宮廷にも品を出していたはずだ。鼠が紙をかじらぬよう見張り役にはいいかもしれない。

「そうですか」

　しかし、けっこう遠そうだ。ちゃんと毛毛は大人しくついてきてくれるのかな、と思ったときだった。

「わあ！　猫だ！」

　まだ昼間で客が来ない妓ぎ女じょたちだ。毛毛はその甲高い声にびっくりしてしまう。やぶ医者の膝ひざを思い切り引っかき、薬屋の外に出てしまった。

「痛っ！　毛マオ毛マオや、お待ち！」

「なに？　その名前」

　妓女が毛毛を目で追いながら笑っている。

　大変不愉快な名前の猫は薬屋の扉の隙間を抜け、緑青館の玄関エントランスへと走っていく。猫猫とやぶ医者は、履くつを引っかけ慌あわてて猫を追う。

　朝風呂を浴びたしどけない女たちの間を抜け、部屋の褥しとねを片付ける男衆の股をくぐり、向かった先は食堂だった。

　短い四本の足が見える。遅い飯を食らうのは餓が鬼きどもだ。

「なんだ、こいつ？」

　毛毛は趙迂たちの前で止まった。

　箸はしを噛かみながら、趙迂は三毛猫をのぞき込む。梓琳もまたつぶらな目をぱちぱちさせて猫を見ている。猫は前脚をぺたりと趙迂の足にのせていた。

「もしかしてこれか？」

　趙迂は箸で魚をつまむ。ただ炭火で焼いただけの青魚だが、味付けせずとも塩の味がする。

「にゃっ！」

　趙迂の魚を猫が叩き落とした。

「あっ！　こいつ！」

　魚は無残に土間に落ちて、それを毛毛はがつがつと食べている。いいもの食べさせてもらっているのに、なんだろうこの図々しく食い意地の張った性格は。誰に似たんだ。

「毛毛、だめだよ、そんなことしちゃ」

　やぶ医者が息を切らしてやってきた。

「なんだよ、この猫！　誰だよ、おっさん」

　それに……と。

「毛マオ毛マオとか、なにその名前」

　猫猫をにやにや見ながら趙迂が笑う。梓琳も声ともいえぬ声を殺して笑っている。

　猫猫は不機嫌になってとりあえず三毛猫を捕まえた。猫は口にしっかり魚をくわえて、離す様子はない。

　趙迂は魚を残念そうに見ながらも、猫を面白そうに見ている。その桃色に火照った肉球をぷにぷにとつついては「おおっ！」と目を輝かせている。

　とりあえず毛毛を逃がさぬように言いつけて、趙迂たちに任せることにした。一応、男衆の一人に声をかけておいたのでそう悪いことはしないだろう。

　薬屋に戻ったところで、話の本題はなにかたずねると、やぶ医者は髭ひげをいじりながら話し始めた。

「うちの実家が紙を作っていることは知っているよね」

「はい」

「実は今回帰るのはそれでちょっと気になることがあったからなんだよ」

　前に、紙の質が悪くなったといって、やぶの妹が文ふみをおくってきたことがあった。あれは、もう解決したはずだが、新たに問題が浮上したということだろうか。

「それでお休みを頂戴したんだけど、お偉いさんがちょっとうちの村を見たいそうでさ」

　紙の製造について、壬氏は宦官時代からあれこれやっていた。実物を目にするいい機会だと、ついていくことにしたのだろうか。それにしても今度はどんな問題があるのやら。

「文ではなんといっているのですか？」

「いや、ここで言うのもなんだからね」

　すこし気まずそうである。

「説明はついてからで勘弁しておくれ」

「……わかりました」

　猫猫の承諾を見計らったかのように、外で馬の嘶いななきが聞こえた。




　現れたのは地味な青年だった。整った顔をしているが、右頬に火傷やけどのあとがある影のある男だ。火傷あとを隠すように前髪を下げ、薄暗い雰囲気を漂わせている人物に猫猫は見覚えがあった。

（やるなあ）

　以前、緑青館の妓女たちを呼んで宴をした際、そこにいた客だ。妓女にかまうこともなく酒を飲んでいた客、壬氏だった。頬の傷を火傷に誤魔化し、普段のきらきらしい印象を削り落としている様は、別人としか言いようがない。以前、変装方法を教えたが、それを上手く応用している。猫猫も根暗なところや変装姿を見ていなければ、気付かなかっただろう。

　事実、やぶ医者は麗しの貴人どのを前にしても、目を細めて警戒心ありまくりで見ている。全く気付いていない。

「準備はできたか？」

　変装した壬氏はそっと下がり、かわりに話しかけてきたのは馬バ閃センだった。服は馬閃のほうが上等で、壬氏は従者のような態度だ。そのためか、いささか馬閃は居心地悪そうに見える。もっとも半分くらいは、白パイ鈴リン小姐に見つかることを恐れている気がしないでもない。
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「準備できたかと言われましても、急きゅうすぎやしませんか？」

　確かに数日前に文ふみを貰もらっていたが、詳細の日程については書かれていない。まだ、何も準備をしていない。

「それは仕方ない、いろいろ時期タイミングというものがあるのだ。おまえの荷物等に関しては、こちらで準備している」

　たしかに、壬氏の格好を見ると、お忍びである。そして、お忍びをするには期間が長そうなので、多少無理しているのもわかる。しかし、女の着替えを準備しているなんて、言っている意味がわかっているのだろうか。

　それにしても、実の弟だかなんだか知らないが、皇帝もずいぶんこき使うものである。後宮の仕事もまだ引き継ぎが残っているだろうし、他に頭が痛い仕事もたくさんあるはずだ。それが役目といえば仕方ないがまるで……。

（まるで後継者を育て……）

　と、ここで猫猫は思考を放棄した。

　現在、東宮は玉葉妃、いや玉葉后の産んだ皇子である。それでもって、梨リ花ファ妃もまた、男児を産んでいる。

　帝みかどはまだ三十半ば、まだまだ健康な偉丈夫である。東宮が成人するまで何事もなければ、ご健在であろう。不穏なことは考えないようにする。










九話　紙の村







　馬車で二日、都の南西にある村がやぶの故郷だ。山地のふもとの森の傍そばにあるという。国を東西に分ける大河の源流をたどっていった先だ。川に沿って水路があるが、畑には雑草のようなものが生えている。

　猫マオ猫マオがじっと見ているとおしゃべり好きなやぶは説明してくれる。声が小さいのは、斜め前にいる馬バ閃センに気を使っているからだろう。その隣には壬ジン氏シがいるのだが、全く気付いていない。

「あれは麦だよ」

「麦ですか。ずいぶん、灌かん漑がいがしっかりしてるんですね」

　畑の周りには水路が作ってある。それほど小麦に水は必要だったか、と猫猫は首を傾げた。猫猫の足元には、毛マオ毛マオがいる。籠かごの中にいるのも飽きたようで、やぶの膝ひざの上でごろごろしたり、窓をのぞき込んだりしている。壬氏のことはわかるらしく、たまに足元でじゃれついていた。

　馬閃は猫をあつかったことがないのか、ずっと避けている。苦手なものが多い男だ。

「あれは、夏場の稲作用だよ。ここらでは稲と麦、一年に二種作るのさ」

「なるほど」

「水稲だったら、他の作物を同じ土地で作っても土が痩やせないからね」

　年に二回、作物を作るとなれば、それだけ土から栄養が失われる。だが、水田であれば水が栄養を運んでくるので土地が痩せにくい。水が豊富だからこそできる農法だ。

　畑を抜けると森が見えてきた。その付近に村がある。

「けっこう豊かな土地なんですね」

　これだけ豊かならわざわざ紙を作らずともよい気がするが、そこにはいろいろ柵しがらみというものがある。

「こちらに移住したときは、もうすでに平地は他の人のものだったからね。おかげで森は見向きもせず放置されていた」

　近くの山から湧水が流れてきてその森には紙の原料となる木が生えていた。大量に作ることは難しいが高級さを売りにして成功した。輸送手段も川の近くとあって便利だ。

　作るものは被らず、元々住んでいた者たちとも上手くやっていたという。

「ここに来たとき良い地主さんがいたんだよ」

　ただ気になったことがある。

　麦を踏む農民と目があった。麦を強くするその行為に何かしら恨みでもあるのだろうか。こちらを見る目は妙に鋭く、陰鬱な気がした。

　猫猫は気付かなかったふりをして、やぶ医者の話に相槌を続けた。




　村について出迎えてくれたのは四十路ほどの小母おばさんだった。目元の柔和さと下がり気味の眉がやぶによく似ている。やぶ医者の妹だろう。

　小母さんはやぶから猫を渡されると、目を細めてその柔らかい毛並を撫なでる。前以て話はいっていたはずだ。ただ、猫猫たちがおまけのようにぞろぞろついてきて、不思議そうに見ている。

「おや、まあまあ兄さん。おかえりなさい」

「ただいま」

　一見落ち着いて見えるやぶだが、その目はうっすら涙が浮かんでいる。十数年ぶりの里帰りならそんなものだろう。

「父さんたちの墓にお参りしたいんだけどね」

　おそらく後こう宮きゅうにいた間に亡くなったのだろう。やぶが鼻をすんすんさせる。

「ええ、わかったわ。それより」

　ちらりと小母さんが猫猫たちを見る。

「こちらはお連れの方？」

　首を傾げながら言われた。その顔は、夕飯の準備を考慮に入れている主婦の顔だった。




「あらあら、そうかい、職場の上司の方と助手かい。なら早く言ってもらいたいもんだね」

（助手ときたか）

　そう言ってやぶの妹、名前はなんか言っていたが少し聞きなれなかったので正直覚えていない。うむ、仕方ないのでやぶ小母さんとしよう。助手という言葉は半分正解、半分間違いだ。上司というのもなんとも言えないが、とりあえず馬閃が何も言わないのでそれでいいのだろう。

　やぶ小母さんは長卓テーブルの上にどんどん菜おかずを置いていく。川魚を香草につけて蒸したものや、蒸し器に入った包子パオズ、金色に輝く炒飯とおいしそうだ。数合わせに急いで作った割にはちゃんとしている。

　毛毛用にわざわざ粥かゆと魚を混ぜたものを与える。毛毛は猫のくせに、やたら図々しくがつがつと飯を食らう。あわよくば、卓の上の魚を狙う始末だ。

「まさか、宦かん官がんなのにこんな若い嫁さんを連れてきたとか思ってねえ」

「ははは、それはないねえ」

「そうですねえ」

　たわいもない会話の中に、がちゃっと茶碗がぶつかる音がした。何かと思ったら、壬氏が皿を落としている。

「おやまあ、新しい皿を用意しますね」

　やぶ小母さんは、気味が悪い火傷の男をないがしろにしない。猫猫としては、従者扱いなら馬車で携帯食でも食べていればいいのに、と思うがそこのところは馬閃がゆるさなかったのだろう。せっかく変装は完璧なのに、変なところでぼろがでなければいいが。

　菜おかずが長卓テーブルいっぱいに並び終わる頃、やぶ小母さんの家族がやってくる。頭に手ぬぐいを巻いた中年の男が一人と、若い男が二人だった。中年の男が小母さんの旦那で、残りが息子といったところか。

「義兄さん、お久しぶりです」

　旦那が頭の手ぬぐいをとり、やぶに恭うやうやしく挨あい拶さつをする。やぶ医者はにこにこと「久しぶりだねえ」と返している。旦那に続いて、若い男の一人が挨拶に来る。しかし、もう一人の若い男はやぶを無視して椅子に座ると、飯をがっつきはじめた。

「こら、挨拶もせずになにやってんだい！」

　小母さんが息子を睨にらむ。

「兄貴……」

　もう一人の若い男もなんともいえない雰囲気で見ている。こちらが弟で、態度が悪いほうが兄ということか。

　やぶ甥その一は、ほかほかの包子パオズを割って口に入れる。中には豚肉の餡あんが入っていて、猫猫は涎よだれがじゅるっと出てきた。

「伯父さんを敬えっていっても、もう何年も帰ってない宦官だろ？　なんでまた今頃呼ぶんだよ。しかもたくさん客連れてきてさ」

　その言葉に、やぶはいつも通り、下がった眉に困った笑みを浮かべている。宦官ということで明らかに莫ば迦かにされるのは慣れているが、甥っ子にこの仕打ちを受けるのはつらいだろう。

　猫猫とて多少は不機嫌になる。この甥っ子にだけ、美味いものを食わせてなるものかと、どかっと椅子に座り、

「冷めると悪いのでいただきますね」

　と、甥っ子が取ろうとした菜をかたっぱしから奪っていく。

　ああん、と若造が猫猫を睨むが知ったことではない。猫猫はこいつよりよっぽどがたいがいい男衆や武官を知っている。馬閃はなにか言いたげだったが、猫猫の態度を見て落ち着くことにしたらしい。その点、壬氏は上手い具合、空気になっている。

　小母さんもかなりご立腹のようで、上の息子の分だけ粥かゆと汁物を用意せずに配っている。旦那と下の息子は、さわらぬ神に祟り無しとそれを無視している。

　家族の態度に腹が立ったのか、もう一個包子パオズを手にすると、上の息子はさっさと出て行ってしまった。

　部屋を出て行ったあと、旦那は頭をかきながらやぶ医者に頭を下げた。

「すみません。あいつ、義兄さんがどれだけこの村のために尽くしてくれたかってことわかってないんです。上司の方もいらっしゃるのに」

「いいよ、別に平気さね。こんなこと私は慣れているさ」

　そう言いつつ、馬閃を気にしているようだ。猫猫が軽くつま先で小こ突づくと、馬閃ははっとなった。

「いえ、こちらこそ急に押しかけてしまい」

　一応社交辞令は言えるようだ。安心した。もちろん、壬氏がじっと睨にらんでいるのもあるだろう。

「それはよかった」

　やぶはおいしそうに粥かゆをすすりながら言った。

　慣れているという言葉は、やぶは特に気にせず使ったつもりだろうが、やぶ小母さんはそれに苦しそうな顔をする。元々、やぶ小母さんが後宮に売り飛ばされない代わりにやぶが宦官になったはずだ。やぶの親としても、娘より息子のほうを大事にしたはずだろうに。

「それはそうと、本当は食事よりもなにか話したいことがあるんじゃないかい？」

「……」

　やぶの言葉に対して、家族は無言になる。これだろうか、やぶが戻った理由というのは。

　猫猫はどちらにしろ聞き手にまわるので、食べるのを止めるつもりはない。蒸し魚の塩加減がよく、香草も効いていて美味しい。あとで味付けを教えてもらえないかと考える。

　旦那が箸はしを置いてやぶを見る。そして、ゆっくり頭を下げた。

「義兄さんは天子さまのお子を取り上げたほどの名医だと聞いている。それで、天子さまにお願いしたいことがあるんだ」

「は!?」

（取り上げたねえ）

　取り上げたのは、やぶではなく、猫猫の養父である羅ルォ門メンだがそこのところはこのやぶのことだ、文ふみで誇張しているのだろう。黙ってやる優しさは猫猫にも残っている。馬閃はやや引きつった顔で、壬氏は少し遠い目で見ている。

　しかし──。

　やぶは眉毛をさらに下げて、箸を置いた。

「私の言を聞いてもらおうなんて分不相応だよ」

「寵妃の出産に立ち会ってもかい？」

　無茶なことを言う。高官とて、言を許されるのは限られるというのに、直談判など不敬ととられ首を落とされかねない。

　猫猫は幾度か、皇帝と話す機会が与えられたが、どれも向こうが言を許したからだ。玉葉妃も妃でなく、后となられた。連絡を取るのも難しい。

　このままでは、やぶ医者が無理にでも話を押し切られそうなので、猫猫が代わりに話をする。下手に馬閃が口を出しても面倒くさいからだ。

「前に後宮にいた医官さまは、自分の責ではない仕事にけちをつけられ、肉刑にされ後宮を追い出されています」

「!?」

「噂うわさでは、下手に知らなくていいことを知ってしまったのが、原因とも言われています」

　おやじのことだが、なかば嘘うそではない。ここまで喋しゃべっていいものかと思うが、馬閃と壬氏に反応はない。変な反応をされなかったのでほっとした。

　やぶ小母さんたちが「うっ」と顔を歪ゆがめる。そして、がくっと肩を落とす。やぶはそれを見て、はらはらと手を振りながら身体を前に出した。

「いや、天子さまには無理だろうけど、他に話せる相手はいるかもしれないよ。どんな内容か話してごらん」

　そう言うと、ちらりと顔を合わせる小母さんとその旦那。猫猫はここにいては邪魔だろうかと思うが、せっかくなので全部聞いておきたい。壬氏たちも猫猫と同意見のようで、動く様子はない。

「話をしてみてくれないか？　どれほど力になれるかわからないが」

　口にしたのは馬閃だった。本来、壬氏が言うべき台詞だが、代わりに言ったのだろう。やぶはそれを見て、こくんと頷うなずいた。

「こちらの方々は、ちゃんとした人たちだ」

　珍しくやぶ医者が空気を読んだ。

　やぶ小母さんが躊躇ためらいがちに口を開いた。

「なら……」

　そう言って話しはじめる。

「この村の土地の権利についてなんだよ」

　元々、この村の土地は借り物だという。近隣の地主が使わないからと安く貸してくれていたらしいが、住む年数が長くなるにつれ、買い取るほうへと話が進んでいった。その当時の地主は気風のいい旦那で、この村の住人は仲良くやっていたらしい。

　ところが、数年前、その地主が亡くなり息子に代替わりしたところで話は変わってくる。

　その新しい地主は先代と違いよそ者を嫌っていた。その上、職人というものを莫ば迦かにしているきらいがあり、紙作りで宮廷御用達になったことが気に食わないという。

　以前、紙の質が落ちたときには、この村へと何度もやってきては借金の催促に来たらしい。

　前の地主とは書面で、二十年で村の土地と森を渡すようになっている。その金額も明記され支払は滞りなくすんでいるのだが──。

「なにかと、おまえらが水を汚すから米の収量が減った、とか、水が足りなくて米ができない、とか難癖つけてくるんだ」

　辟へき易えきした顔で息子その二が言った。

「それで、今回はいつも以上にひどくて、早く金を支払え、でないとこの土地から出ていけ、とか言ってるんだ」

　あと五年は、支払期限が残っている。さすがに、五年分を一度に払えと言われると無理がある。

　向こうは大家だ。猫猫がやり手婆ばばあに敵わないように、大きく出られないだろう。

「出ていくとなれば、家や道具はそのままになる。新しい土地を見つけるのにもまたどれくらいかかるかわからない」

「向こうは、私たちの村をそのまま貰もらって、自分らで紙を作ろうと目もく論ろんでるらしいんだよ」

「なんでまた？　餅は餅屋だろうに」

　やぶがちょろ髭ひげをそよそよさせて言った。足元には暇になった毛毛がそれを見て、飛びかかろうと尻をうずうずさせていた。

「それがね……」

　首を振りながら、小母さんが言った。

「今年の穀物の税が急に上げられてしまってさ」

「それでもって、俺たちの場合、一昨年から紙作りの税が安くなってるから、さらに不機嫌ということさ」

（そういうことね）

　紙の税が安いのは、今後、識字率を上げるために紙を普及させたいという思惑が見える。穀物の税についても、二毛作をやっているこの土地なら収量的にも税を上げても困窮するほどでないのと、今後の蓄えとして考えているのだろう。

　ちらりと壬氏たちを見る。一見、平静に見えて実は少しそわそわしている。

（蝗こう害がいへの対策かな）

　豊かな土地でできた穀物を、害がひどかった土地へと送ればそれだけ餓える人間が減る。壬氏たちの対応だとわかるし、それが間違っているとは思わないが、税を上げられた当人たちにとってはたまったものではない。他のところで補おうと考える。

　そして、その矛先はこうしてこの村に向いている。

　しかし、やぶも言ったようにこの村を手に入れても簡単に紙作りができるとは思えない。その製法になにかしらの知識ノウ、経験ハウがあるからこそ良質の紙ができるのである。

「それでもって困ったことに、あいつだよ」

　旦那が『あいつ』というのは、先ほど態度が悪かった息子のことを言っているのだろう。

「あいつは、ちょっとわけあってこちらの農民よりなんだ」

「ああ、兄さんは」

　弟が気まずそうに笑う。

「なんて言うか、本当に盲目になってるからね」

　奥歯にものが挟まったような話し方だ。

「あいつは恥ずかしながら学がないもんで。官と聞くものは全部同じだと思ってるんです」

　だから宦官と税を上げた役人をごっちゃにして、やぶに八つ当たりしたのだろう。

「それで頼みというのが」

　税の引き下げを頼んでくれないか、ということだ。

（無理だな）

　たとえここに壬氏がいても無理だ。朝に出した命令を暮れに変えるとあらば国が乱れる原因になる。餓えるほど困窮しているのならともかく、そこまでひどい状況には見えない。

　やぶも困っている。そうだ、やぶにできることではない。やぶの膝ひざには揺れる髭ひげを前足でちょいちょいする毛毛がいる。顎あごにひっかき傷ができている。

「私はただの宦官にすぎないから」

　やぶ医者の消極的な返事に皆、肩をがっくり落とす。がっくりしながらも、旦那が口を開く。

「では、せめて明日、話し合いがあるんだ。それについてきてはくれないでしょうか」

「それくらいなら」

　ちらりとやぶが猫猫を見た。猫猫はそれをさらに馬閃に流す。

「私も同行してよろしいかな」

　馬閃が言った。知らぬふりをしているが、実は当事者なので気になって仕方なかろう。

「第三者の立場として、その場にいたいのだが」

「それは……」

　旦那が口くち籠ごもった。おそらくこちらはよくても相手側が了承しないと思ったのだろう。

「私はただ後ろに立っているだけで、口出しはしない。向こうがつっかかるようなら、私が話をする」

　馬閃がそう言うと旦那は少し戸惑いつつも首を縦に振った。

「私もちゃんとついていくからね」

　やぶが言った。

（なんの役にも立たないだろうけど）

　ついでに猫猫もついていけないかな、と思いながら、やぶを引っかく毛毛を捕まえた。




　やぶの実家は、やぶ小母さんの旦那が村長という立場ということもあって、客人を泊めるだけの広さがあった。街道沿いの宿に泊まる予定だったが、結局そのままやぶの実家に厄介になった。

　猫猫は小さな一室を、やぶは旦那の部屋を、壬氏と馬閃は広い客間を用意された。他に数名護衛がいたが、それらはまとめて離れを用意された。納期が迫った際、日雇いすることもあり、泊まるのに十分な寝具もあった。

　客人ということで風呂を準備するとやぶ小母さんたちは言っていたが、そこまで世話になるわけにいかないと馬閃は断った。正直、湯ゆ浴あみをしたかったが、彼がそう言うのなら猫猫は従うしかない。壬氏がこっそり指示したのだろう。

　部屋に盥たらいを持ってきてもらい、手ぬぐいで身体をこすっていく。寒いので汗をぬぐう程度でやめておくが、髪が少し脂じみていたので洗うことにした。髪用に一杯だけ湯を桶おけに入れておく。解いた髪を桶に浮かべ、十分濡らすと洗髪剤をつける。頭皮をゆっくりもみほぐしながら汚れを落としていく。

　泡を落とすと、濡れた髪を手ぬぐいで覆うように水を吸い取る。足が寒いのでまだ温かい盥の中に入れる。髪をしっかり拭いていたところで、とんとんと戸を叩く音がした。

「はい」

　猫猫が返事をしたところで、外から何も聞こえない。猫猫はいぶかしみながら、戸の隙間から顔を出す。すると、そこに火傷の不気味な男が立っていた。

「……」

　猫猫は黙って戸を開けて、不気味な男もとい壬氏を部屋に入れた。湯浴みをしていたので窓は閉めているし、この部屋の隣は壬氏たちの部屋でその隣とは距離が離れている。

「喋しゃべっても問題ないと思いますよ」

「湯浴み中だったか？」

　出てきた声は、相変わらず天上の響きのようだった。今回は、喉を潰して声を枯らす真似をしなかったらしい。ずっと無言でいたのはそのためだろう。

「髪を洗っただけです。見苦しい姿で申し訳ありません」

　猫猫は濡れ髪を拭きながら、湯ゆ盥だらいを部屋の端に避ける。狭い部屋なので座る場所は寝台の上くらいしかなく、猫猫は立ったまま壬氏を見る。

「座ったらどうだ？」

「髪が濡れていますから」

　なんで来たんだという遠回しな目線をおくりながら言った。

　壬氏は右頬の火傷やけどあとを撫なでながら、懐から布包みを取り出す。

「これを落としたいんだが、おまえ、この化粧を真似てできるか？」

　包みの中には、赤い染料と糊と白粉が入っていた。糊は米を丁寧に潰したもので、少し乾いていた。よく見ると、壬氏の傷あとは少し薄れている。まだ寒くても汗はかくものだし、横になればこすれるだろう。

「たぶん、できますけど」

　染料を溶いた糊で皮膚を引きつらせて、その上に白粉をはたけばそれっぽくなるだろう。あとは顔色が悪くなるように影をつければいい。

「では頼む。一度落としてくれ」

　そう言って壬氏は、手ぬぐいを湯盥につけた。

（あっ……）

「どうした？」

「新しい湯を用意させます」

「いや、手間をかけるだろう、これでいい」

　猫猫はじっと黙って盥を見る。見た目としてはそこまで汚れてないように見えるが。

「どうした？」

「いえ、何も」

　髪を洗ったあとに足も洗ったのだが、そこは言う必要がないだろう。本人も気にしてないようなので、新しい湯は貰もらう必要はないということにしておく。

　その濡れた手ぬぐいで壬氏の顔をぬぐう。まだ、真新しい木綿の手ぬぐいだというのに、染料と糊でべたべたになる。赤く汚れた手ぬぐいは洗っても落ちないと思うと、もったいない。もっとぼろを渡しておけばよかったと少し後悔した。

　壬氏はぬるい手ぬぐいが気持ちいいのか、目を瞑つぶってなすがままにされている。こんなに不用心だと、笑いながら首をかき切られやしないか心配になる。

（水虫って顔にうつったっけ？）

　一応言っておくが猫猫は水虫ではない。

　糊が溶けて壬氏の素肌が出てくる。きめ細かい肌は健在で、そして、それを両断する傷痕もまた残っていた。まだ赤みがある傷痕だが時間とともに少しずつ薄くなろう。でも、一生消えることはない。

「壬氏さま」

「何だ？」

「なぜ、医官さまの実家に立ち寄る真似を？」

　わざわざ猫猫を連れて。

「ここは通過地点だ。せっかくなので見ておこうとな」

「通過地点……」

　というと、帰るのにもっと時間がかかるということか。

（どこへ向かうやら）

「都合がよかった。増税の反応も見られたことだし」

「たしかに」

　税を取る際、毎年、今年の作物の収穫量を見る。そこに人口を照らしあわせ、無理がないように税収はとっているはずだ。しかし、あくまでそれは数値上であって、鵜う呑のみにして信じるわけにもいかない。

「それに、この地方はちょっと気になることがあってな」

「何がですか？」

「俺にはよくわからんが、おまえの従兄弟殿が気になると算盤そろばん弾けば、なにか怪しいと思うだろ」

　羅ラ半ハンの数字に対する執着はすさまじい。たとえ完璧でなくともより美しい数字を求めて日夜仕事をしている変人だ。そいつが壬氏に言うのであれば、なにかしらあろうというものだ。

「ここ数年の米の出荷量がおかしいらしい」

　羅半は変人だが、その点については折り紙つきである。

「しかし、その場でこんなことに出くわすとは。製紙業はこれから力を入れるのだから、職人が素人に成り変わられては困る」

　物見遊山というわけじゃない。しっかり仕事をしているのに、足湯で顔を拭いて申し訳ない。

　壬氏は眠たくなってきたのか、だんだん倒れ込んでいき、寝台の上に横になった。猫猫は面倒くさいなあと思いながら、寝台に座ると壬氏の髪を丁寧に撫なでる。香を焚たいていないのに、ほのかに花に似た香りがする。どこまで天女体質なのだろうか。

「今、火傷を作りますか？　それとも朝にしますか？」

「今頼む」

　微睡まどろんだ声は、いつも以上に扇情的だ。このままこの部屋から放り出したら、大惨事になるだろうなと思いつつ、指先で糊と染料を混ぜる。少し水を足して堅さを調整し、傷痕の周りに塗りつけていく。

（誰が考えついたのかな）

　なかなかこれは本物っぽい。水に濡れると弱いが、乾燥したこの季節、雨は滅多に降らない。

「馬閃さまはやってくれないのですか？」

「あいつにはそんな器用さはない」

「私を連れて来たのはこのためですか？」

「それだけじゃない」

　壬氏は肌に触れられることが好きなようだ。糊を指の腹でのばしていくと赤子のように目を瞑つぶる。

「寝ないでくださいね。その前に馬閃さまを呼びますよ」

「あいつを呼んだところで、どうこうできるのか？」

　いや、できないだろうな、と猫猫は思う。父親の高ガオ順シュンと違って、まだまだ要領が悪い。正直、壬氏の補佐として力不足な気がしてならない。

「なぜ、馬閃さまを補佐に？」

　つい口に出してしまった。高順にしばらく会っておらず、癒しが足りないという点もある。あの中年のたまに茶目っ気があるところが懐かしい。

　壬氏は猫猫の質問に、ゆっくり目を開けた。黒曜の瞳が、ちょっと移ろっている。

「……いや、あいつはあれでも、うん、ちゃんとやれるところはやっているぞ？」

「なんか語尾が曖あい昧まいではありませんか？」

　壬氏も乳兄弟ということもあって馬閃に甘いのだろうか。いや、壬氏と一緒にいて変な気を起こさないだけで、それは逸材なのかもしれない。

　壬氏の火傷もちゃんとできて、猫猫はべたべたになった手を洗おうとした。しかし、何かを思いつき、きれいなほうの手で荷の中から鏡代わりの銅版を取り出す。自分の顔を映しながら、糊を口の周りに塗ってみる。化け物のような顔でにいっと顔を歪ゆがませる。

「これはひどい」

　そう言いつつ壬氏は笑っている。猫猫はどうせ洗えばいいし、と調子に乗って目や頬にも塗りたくってみる。銅版には不気味な顔が映っていて、まるで屍人のようだ。

　壬氏はつぼに入ったらしく、声を殺して笑っている。苦しんでいるところ悪いが、止めをさすように近づく。

　すると──。

「入るぞー」

　とんとん、と戸を叩く音と同時に馬閃の声が響いた。止める間もなく戸は開かれる。

　見開かれた馬閃の目には、腹を抱えて苦しむ壬氏と、顔と手を真っ赤に染めた猫猫がにじり寄っている姿がうつっているはずだ。

「……」

『……』

　次の瞬間、叫ぼうとした馬閃の口に猫猫が手ぬぐいをつっこみ、壬氏が組み伏せた。壬氏に出会ってから、今までで一番息が合った瞬間だった。




　翌日、話し合いの場に猫猫も同行していた。

　場所はその大家の村にある飯屋で、紙作りの村からそんなに遠くないところにある。歩いて一時間もかからない。

　殺風景な飯屋は、そこそこ大きな造りをしていた。本来、地元民相手でなく街道を通る旅人を相手しているのだろう、宿も兼ねているようだ。昨晩やぶの実家に泊まらなかったら、ここに泊まっていただろう。

　こちらがやぶの義弟とその息子二人、あと村に住む壮年の男が三人。やぶと猫猫、馬閃、壬氏というおまけの計十人だ。なにか喧けん嘩か沙ざ汰たになった場合、馬閃がちゃんと壬氏を守れるのだろうかと心配になったが、壬氏の腕は立つようなのでなんとかなるだろう。

　対して向こうは十五人ほどがたいのいいおっさんたちがいて、その中で偉そうな髭ひげの中年がどすんと座り込んでいた。

　飯屋の親爺おやじとおかみさんは面倒くさそうにその一団を見ている。話が無理難題なのでなにかしら乱闘になるかもしれないと、この場を選んだのだろうが、迷惑な話だ。

　やぶはぶるぶる震えている。店のおかみさんをのぞくと、女は猫猫しかいないのでとても浮いている。あいにく、鶏がらのような娘には皆興味はないようで、「なんでこんなのがいるんだ？」と首を傾げたり、鼻で笑っている。

　猫猫がついて来るのには苦労した。

　やぶ小母さんが止めたからである。一応、こんななりでも嫁入り前だ、なにか危ない目にあっては大変だと言われた。なにより場違いすぎる。

　そうは言われても、一方で情けなく猫猫を見るやぶはいるし、猫猫もその契約とやらが気になった。

　しかたなく、適当な理由を口にした。

「私の知り合いにその手のことに詳しい者がいます、私がそういうことがあったと伝えてはだめでしょうか」

　と。

　その手と言われて、小母さんは司法官とでも思ったのか、しぶしぶ納得した。実際は、その手の知り合いとは一緒についてきている壬氏たちだが、それを口にする理由はない。

　というわけで、猫猫は少し離れた席に座り、店のおかみから茶を貰もらう。酒場も兼ねているのか、酒の匂いがぷんぷんして、思わず頼みたくなったが我慢しよう。壬氏と馬閃も同じ卓についている。

「おい、おまえまで来る必要あるのか？」

　先ほどやぶ小母さんと散々やりあったことを繰り返す馬閃。なら、そのとき言えというものだ。

「医官さまに頼まれましたので、ついていかないと可哀そうじゃないですか？」

「おまえ、その物言いは……」

　なにか言いたげな馬閃だったが、さっきからやぶ医者がちらちらと猫猫のほうを見ているのでそれ以上何も言わなかった。

「それにしても、店の規模の割に酒が多いな」

　馬閃が周りを見渡す。棚にずらりと酒が並んでいるが、主流の酒は樽たるの濁り酒のようだ。調理場のほうに大きな樽があり、そこから中が白い酒が見えている。都では澄んだ酒や蒸留酒が好まれるので、典型的な田舎酒という印象である。宿泊客に棚の酒を、地元民には樽酒をといったところか。

　猫猫が酒に気をとられている間に、向こうは向こうで話し合いをはじめていた。

「金は準備できたか？」

　三文役者が悪役をやるような台詞を吐くのは、やはり偉そうに座っていた髭ひげの中年だった。地主の男の周りにいるのは、小作人だが用心棒だかわからないごつい野郎ばかりだ。

　旦那さんたちも体格はいいが、人数的にどうみても不利だなと猫猫は思う。乱闘になったらどこへ逃げようかと、周りを見渡す。

「期限はまだあったはずです。もう少し、考えていただけないでしょうか？」

　旦那さんが神妙な面持ちで言った。地主と旦那の間には、一枚の紙が置いてある。あれが契約書だろう。

「考える余裕はない。こちらも善意だけでやってるわけじゃない。払えないなら出ていってもらうしかない」

　とりつく島もない。こんな様子で何度も言われていたのだろう。

「俺たちだって、多少の便宜は図りたいと思ってる。だから、来年まで待とうっていうんじゃないか。ただ、その間にちょいと教えを乞いたいんだよ」

（滅茶苦茶だなあ）

　今すぐ出ていくか、それとも来年までに出ていくか。たとえ猶予期間を与えられたとしても、それは相手に自分らの技術を教える期間になる。

　次に住む場所も決められるわけもなく、後者を選択したところで技術の流出になろう。おそらく、宮廷御用達の看板もそのままかっさらって人間だけ入れ替えるという寸法だ。

　腹立たしいがそれが普通にまかり通るわけがない。なによりその証拠が卓の上にある。

　しかし、変だと思う。わざわざ仕事を農民に覚えさせてから出ていかせるよりも、借金をかたにいいように下働きさせればいいのに。それほどよそ者が嫌なのだろうか。

　中年を見ると、憎たらしげに紙職人を見ていた。特に、息子たちを睨にらんでいる気がする。

　猫猫はとことこと旦那さんの後ろに立つ。横にはやぶがいて、髭ひげを震わせている。向こうで馬閃が「なにやっている！」と猫猫を睨んでいるが知ったことではない。

　契約書はもう十年以上前に書かれたというのに、紙質は綺麗なものだ。粗悪な品なら数年でぼろぼろになるだろう。そこには、二十年で支払い終える旨と、月々の返済金額が書かれている。ちゃんと最後に花押印という署名代わりの印鑑が押されている。

　これだけしっかりしたものがあるのに、何を偉そうにふんぞり返っているのか。首を傾げていると、こっそり下の息子のほうが教えてくれた。兄貴と違い、気が利く奴だ。

「契約書は無効だって言ってるんだ」

　それでもって、中の文ふみは代書屋が書いたと言っている。

「花押があるのに？」

「それは本物だけど」

　先代の地主は字が読めなかったらしい。

「読めないんですか？」

　猫猫がたずねる。それはおかしくないか、と猫猫は首を傾げる。地主なら書類に目を通すこともあるだろうし、第一、そういう教育は受けているはずだ。

「婿むこさんだったからな」

（あっ）

　察した。婿養子ならわかる。よく働く小作人の一人だったのだろう。ならば、勉強なんてできるわけもないし、婿になったあとに覚えようと思ってもなかなかできることじゃない。

「前は代書屋じゃなくて、奥さんがやってたんだけど」

　奥さんが死んだあとに契約したらしい。

（ふーむ）

　契約書は本物だと信じたい。花押印は本物だと言っているので、先代地主の目の前で契約されたことは本当だろう。

「代書屋とその場に立ちあった人はいないんですか？」

「それがどちらも死んじまってな」

　十五年前の契約で、どちらも高齢だったらしい。

（本当に滅茶苦茶だ）

　猫猫が頭をかいてる間に、地主は選びようがない二択を旦那につきつけている。周りの農民たちがにやにやと嫌な笑いを浮かべる中で、紙職人たちは小さくなるしかない。

　ただ、あの長男だけは複雑な面持ちで唇を噛かんでいた。

「今すぐ出ていかないようなら、仕方ないなあ。明日から、うちの若いのをそっちへよこす。手伝ってやるから、年末までに仕事覚えさせてくれよな」

　紙職人たちが拳を震わせる。やぶはついてきたものの、やはりでくの坊だ。役に立つわけがない。

　猫猫だけは淡々と周りの様子を見ている。やはり、酒が気になった。あとで一杯ひっかけようかと思うが、この中でそれをやるのはさすがに空気が読めてなかろう。

　しかし、地主側は上機嫌に酒を頼みはじめた。

「おい、こいつらにも頼む」

　地主の大盤振る舞いについてきた農民たちは大騒ぎで、逆にこちらは葬式のようだ。店のおかみさんがしぶしぶお盆に酒と杯をのせて持ってくる。

　猫猫はくんくんと鼻を鳴らす。

（あれ？）

　農民たちが持っている杯の中身を見る。濁り酒じゃない、透明な酒だ。地主の男が飲んでいるのは、それとはまた違った琥こ珀はく色の液体で蒸留酒だとわかる。酒にはかなり強そうだ。棚に並んでいる酒だろう。

　地主はわかる。自分好みの酒を飲むのは当たり前だ。しかし、小作人たちにまで清酒を与えるというのはとても大盤振る舞いだ。もう一等級劣る濁り酒はこの飯屋にたくさんあるというのに。

（……）

　猫猫は面倒くさそうに酒を運ぶおかみさんに悪いと思いつつ手を上げて呼んだ。

「なんだい？」

「私にも一杯。あのお酒で」

　仕方ないねえ、とおかみさんが酒を持ってくる。

「嬢ちゃん、こんなときに……」

　やぶだけでなく紙職人の旦那たちも呆あきれた目で見ている。もちろん、馬閃もだが、壬氏だけは同じものを頼め、と手で指図していた。

（察したかな？）

　猫猫は、壬氏と馬閃の分も頼む。

　猫猫は勢いよく酒を飲み干した。甘い口当たりのよい味だ。都の酒ほど清練されていないがこれはこれで悪くない。ただ、酒精アルコールは味のまろやかさに比べて濃い。

　これが格段にまずかったなら、まだ理由はついた。猫猫はぺろりと唇を舐なめる。

　面倒くさい客を入れなくてはいけない飯屋に、そこにある大量の濁り酒。それでもって、横暴な地主だけど農民には違う酒を振る舞っている。

（ふーん、なるほどねえ）

　猫猫は呆あきれ顔の旦那を見る。

「すみません。ここらへんに酒造場はあるんですか？」

「……いや、それらしきものはなかったと思うが」

「ですよねえ」

　猫猫はにやりと唇を歪ゆがめると、酒を持った杯を持って、がやがやと騒ぐ地主たちの前に立つ。猫猫は杯をどんと卓に置いて猛禽を思わせる笑みを浮かべた。

「なんなんだい、お嬢さん。酌の一つでもしてくれるのかい？」

　莫ば迦かにしたような笑いを地主が浮かべたことで、どっと笑いが起きる。

「じょ、嬢ちゃん！」

　やぶが猫猫にすがりつき、なにをやっているんだい、と訴える。馬閃も立ち上がろうとしていたが、壬氏がそっと服の裾でも掴つかんだらしく、座りなおした。

　猫猫は、笑いながら地主に向かって言った。

「飲み比べをいたしませんか？」

　そう言って猫猫は自分の身体をぽんと叩いた。

「飲み比べたあ、随分度胸がいいなあ」

　目の前に現れた生意気な娘に向かって地主は言った。莫迦笑いをする農民たち、呆れる紙職人たちに、ひたすら慌あわてるやぶ医者。猫猫の毎度の行動に慣れてきた壬氏だけは、馬閃をしっかりおさえていた。

「おい、本気か？」

　紙職人の旦那たちが心配そうに猫猫を見る。

「問題ありません。それより質問ですが、どれくらい借金が残っているのですか？」

「……年間で銀千枚、今年は半分支払ってるから、残り四千五百だ」

　ふむ、それは金貸しに頼んでも簡単に貸してくれるものではない。御用達というけど、大量生産には向かず、そう簡単に金が作れるものでもない。

「そうですか」

　猫猫はどかっと、椅子に座った。

「せっかくなので、賭かけをいたしましょうか？」

「賭けたあ、大きく出たなあ」

　地主は酒にはよほど自信があるらしく、完全に莫迦にしている。

「何か賭けるものでもあるっていうのかい？」

「ええ、だから、さっきからさしているじゃないですか」

　猫猫は自分の胸をぽんと叩いた。

「女衒ぜげんに売れば、銀三百はいけますよ」

　ぶほっと、酒を噴く野郎どもが続出する。紙職人たちは唖あ然ぜんとしていた。がたっと音がすると思ったら壬氏が立ちあがっていた。猫猫は平気だ、とこくこく頷うなずいてみせる。

「はははは！　三百たあ、大きく出たもんだあ。嬢ちゃん、物の相場ってものがわかってるのかい？」

　莫ば迦かにしたように農民が言った。わかっているから言っている。何人の売り飛ばされてきた娘を見てきたと思っている。

「どんな上玉でも百もつかねえぞ、なのに、なのに……」

　つぼに入ったらしく、唾を吐き散らしながら笑っている。酒の回りも良いことで都合がいい。そんな奴らを見て、猫猫は「ぷっ」と笑ってみせた。明らかに嘲笑とわかるそれに、酔っていた男の半分が猫猫を睨にらむ。

「だって、土に汚れたままの大根をそのまま引き渡しても銀五十もつかないに決まってるじゃないですか。そんな常識も知らないなんて」

　猫猫の身体ががくっと揺れた。襟首を掴つかまれて、つま先立ちになっている。大根が田舎娘の揶や揄ゆだと十分伝わったらしい。

　猫猫は横目で、動き出そうとする壬氏を睨む。ここで手を出されてはややこしいことになる。

「おい、もういっぺん言ってみろ！」

　顔を真っ赤にさせた農民その一が猫猫に掴みかかっていた。振り上げた拳は、土で黒ずんでたこだらけで、殴られたらひとたまりもないだろう。

（殴られても仕方ないけど）

　ここで引くわけにもいかない。やぶはぶっ倒れ、紙職人の男たちは顔を引きつらせているばかりだ。

「読み書きもろくにできない。ふふ、それなら紙なんてもの一生使うことはできませんよね。教えてもらってもまともに作れるのですか？」

　殴りかかろうと手が動いたところで、その手は猫猫を殴ることはなかった。

　どんっ、と卓を叩く音がした。猫猫と農民の男の間に、誰かが入っていた。叩きつけられた卓には、大きな銭袋が置いてある。そこにいたのは壬氏だった。

　壬氏は、銭袋をひっくり返す。じゃらじゃらと金銀の粒が落ちてくる。その場にいる者たちが、目を真ん丸にして口を開けている。馬閃も同じだ、何をやっているのかと、口をぱくぱくさせている。

「この娘が銀三百で買えるなら安いものだな」

　壬氏は声色をかえていた。いつもより低い声と、端正だが不気味な顔がその場を圧倒する。猫猫を掴んでいた男の手をぱさりと払いのける。

（そんな大金見せびらかすなよ）

　猫猫はそう思いつつ、これは乗るしかないと思った。襟をただし、椅子にどんっと足をのせて、薄っぺらい胸を張る。

「ほら、見る奴が見ればわかるんだ」

　ぐぬぬ、と猫猫を殴ろうとした農民が睨にらみつける。

　壬氏と猫猫、二人で不気味に笑って、農民たちを刺激する。
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「おい、こいつら、身の程をわからせてやるぞ！」

　農民が仲間に言ったところで、それを遮る手が伸びた。

「なに勝手に仕切ってんだ」

　大地主が言った。農民はびくっとなって、身体を縮ませる。

「そうだな、賭かけ金さえあれば、こっちはそれでいい」

　大地主はどうやら、賭けに乗ったようだ。猫猫は不敵に笑って、椅子から足を下ろす。

「さて、誰から始めましょうか？」

　呆あきれた紙職人たちは呆然と猫猫を見ている。飯屋の主人とおかみさんははらはらした顔をしている。やぶは床に転がったままだ。

　そして、壬氏はひどく不機嫌な顔で猫猫を睨んでおり、馬閃がそれを気にしていた。金袋は卓の上に置いたままだ。

「俺が最初に相手にしてやる！」

　猫猫に掴つかみかかってきた男が言った。大変、好都合だった。




　空の酒瓶が床に何本転がっているだろうか。そして、床にぐでんと倒れた野郎どもの数は三人、いま四人目が倒れた。

「……冗談だろ？」

　呆あきれた声で言ったのは、やぶを介抱しているやぶの下の甥っ子のほうだった。

「あら、もう終わりですか？」

　猫猫は、杯に残った酒をくいっと飲み干した。喉が焼けるような蒸留酒だ。こんな田舎の飯屋には上等すぎる品だ。だが、もっと強い酒を飲み慣れている猫猫にとっては大したことない。

　猫猫をさっさと潰そうと、酒精アルコールの高い蒸留酒を出したのが間違いだった。飲み慣れぬ度数の高い酒に男たちはどんどん酔いつぶれた。ぐったりしてるが、死ぬほどではない。猫猫としては、手加減などするつもりはない。

「三百か、悪くない買い物だ」

　耳元で壬氏が言う。また、こいつに売買されるのか、と思うと負けようとは思わない。

　ちなみに、買いたたく女衒ぜげん屋は、村娘を銀二十ほどで仕入れることもある。壬氏は本当に金の価値観が狂っている。

　とりあえず壬氏のそれを元手に一人目に勝った。すると、二人目が出てくる。最初から酔いが回っていたのだろうと高をくくって、濃い酒を一気飲みし潰れた。

　三人目、四人目とそうやって挑戦する。前の分の酒が残っている分、猫猫には不利である。それが常識だが、残念だが猫猫はその予想をこえるざるだった。

（これで四人か）

　一人目で三百、それをさらにかけて二人目で六百、三人目で千二百。四人となると銀二千四百が猫猫の取り分となる。そこのところを理解しているのか、顔を真っ赤にしながら野郎どもは睨にらんでいる。

　向こうはまだまだ人数が残っているが、猫猫としてはあと一回勝負に勝てば問題ない。借金の残りは四千五百だったはずだ。

　相手が酔っぱらっていてよかった。口から出まかせで、簡単な証文と、手形をとってもらっている。それが四枚。どうせ奴らは、その証文がただの紙切れだと思っているのだろう。上に立つ大地主さまが反故にしようとしているところからわかる。

　ぐぬぬ、と顔を歪ゆがめる中、ようやく本命が酒瓶を持った。

「お相手願おうか？」

　髭ひげ面づらの地主は笑っていたが、目は鋭かった。

　猫猫は腹を撫なでる。

（いけるかなあ）

　さすがに四人分相手にするとなれば、多少はたまってくる。地主はいつも蒸留酒を飲んでいるだけあって、酒には強そうだ。少し苦しそうな猫猫を見て笑いながら、証文に目を通す。

「こいつらと俺を一緒にするなよ」

　書きなぐったような署名をすると、ばんと証文を机の上に置く。

「にいちゃん、金を出し惜しみするなよ」

　壬氏は無言で腕を組んでいる。

「それくらいわかっています」

　猫猫は仕方ないと、懐から小瓶を出した。

「おい！　なんだそりゃ！」

　地主の取り巻きが突っかかってくる。

「この酒の味に飽きたので、ちょっと味を変えようと思っただけですよ」

　そう言って、猫猫は琥こ珀はく色の液体が漂う杯の中に小瓶の中身をとくとくと入れた。それを見て地主がぴくりと動く。

「ちょい待ちな。それなら、俺の分も頼もうか」

　そう言うので、猫猫は小瓶を地主に渡した。地主はじっとその小瓶を見ると、その残りを全部、杯の中に入れた。

「酒の酔いが回りにくくなる薬とかじゃねえよなあ」

　にやりと笑う男に対し、猫猫は無表情のまま杯をあおった。

　地主は猫猫が全部飲み終わって素面の顔だと確認すると、にやりと笑って杯をあおる。ごくんごくんと飲み干して、そして──。

　倒れた。

　駆け寄った取り巻きが地主を起こすが、ぐったりしている。

「おい！　何を盛った」

「盛ったもなにも、私も同じものを飲みましたけど」

　ぐったりする理由は、酒を飲んだことに他ならない。

「賭かけは私の勝ちですね」

『……』

　一同唖あ然ぜんとする中で、猫猫は立ち上がると証文を手に取る。ふらつくこともなくそれを紙職人の旦那に渡すと。飯屋のおかみさんの前に立った。

「厠かわやはどこですか？」

「ここ出て右だよ」

「ありがとうございます」

　猫猫はやや小走りになりながら、厠かわやへと向かった。酒瓶を何本も空けてしまえば、尿意のひとつくらいあるものだ。猫猫とて、人前で漏らすなんて真似は恥ずかしくてできないのである。




「なあ、おまえさん。何をやったんだ？」

　紙職人の旦那が不可思議な顔をして言った。手には証文が折り曲げられている。

「別に、私は酒の味を変えたくて酒精アルコールを足しただけですけど」

　猫猫は着物の衿に薬草や医療器具をよく入れている。消毒用の酒精もまた入っていた。

　消毒用なので、その濃さは並の酒とは違う。普通の奴なら一口飲んで倒れてしまうのに、地主ときたらなみなみと入れてしまった。

「……一つ、聞いていいか？」

「なんでしょう」

「おまえさんもその酒精とやらを入れて飲んでたよな」

　少し顔を引きつらせながら言った。

「ええ、あれくらいならまだ平気だとわかっていましたから。ただ、早く終わればいいかなと思いまして」

　ああやって、猫猫が不審な行為をしたら、向こうが乗ってくるかなと思った。うまい具合に乗ってくれてよかった。普通にやっても勝てただろうが、正直それまで尿意を我慢できるかわからなかった。

「厠に間に合ってよかったです」

「……それは何よりだが。いくら自信があったからといって、自分の身を担保に賭かけをするのはどうかと思うぞ。ましてや、俺たちのために」

「なにか勘違いされてませんか？」

　猫猫は折り曲げてあった証文を旦那から受け取る。

「これは私の取り分です、あっ、元手はお返ししないと」

　にこりと猫猫は笑う。

「ちょ、ちょっと嬢ちゃん！」

　唖あ然ぜんとする旦那に代わり、ようやくやぶが目を覚まして言った。

「そんな殺生なこと言わずにさあ」

「そう言われましても、私にはそこまで義理はありません。それに、まだ話は全部終わっていませんし」

　ちらりと猫猫が目をそらすと、そこにはぐらぐらする頭を押さえながら手下の手を借りて起き上がる地主がいた。床に嘔おう吐と物が散らかっていることから、酒を吐いて無理やり正気に戻ったのだろう。

「もう少し寝ていたほうがよろしいのでは？」

「さっきの賭けは無効だ！」

　おや、予想通りの反応である。

「酒の席の余興みたいなもんだ。最初から本気じゃなかった」

「でも、ここに証文がありますけど。手形に直筆、まさかこれも字が読めなかったとでもいうのですか？」

「知るか、そんなもん！　反ほ故ごだ、反故！」

　猫猫は腕を組み、仕方ないと飯屋に置いてある酒さか樽だるの前に立つ。

「なら仕方ないですね」

　ぽんぽんと酒樽と叩いた。ちらりと壬氏たちのほうを見てにいっと笑う。

「役人に税を誤魔化していることを報告するより他ありません」

　猫猫の一言に、皆が静まり返る。地主がぽかんと口を開け、まだ起きている農民たちはあからさまに動揺した。

　飯屋の主人たちは少し不安そうだが、同時にほっとした顔をしている。

　紙職人たちは顔を見合わせて、その後、猫猫を見た。

　やぶはただ首を傾げている。

　壬氏たちが気にしていた数字の流れ、それはこれが原因だろう。

「税を誤魔化すってどういうことだ？」

　口を最初に開いたのは、反抗的な長男だった。

「酒は作る際、国の許可がいります。個人で楽しむ分ならともかく、こうして店に卸しているならどう考えても酒税対象ですね」

　商売をする上で、税はいくらかかかるものだ。そして、税率というものは、嗜好品ほど高くなる。飯屋より酒屋のほうが税は高く、娼館になるとその率が跳ね上がる。いつもやり手婆がぶつくさ言っていた。

　どうしてこの店が、地主に話し合いの場を貸すのかと疑問に思った。店子だからかとも考えたが、それよりもこの大量の酒のほうが目に入った。安くそこそこ美味い酒をたくさん仕入れられたら、店としては助かるだろう。多少迷惑でもないがしろにはできない。

　地主が酒を頼んだ際、この濁り酒を出さなかった理由はそこにあると考えた。農民たちを使い、酒を造っているとしたら、飲み飽きた酒を今更ここで注文する理由はない。

「もしかして、酒の材料もはねているんじゃないでしょうか？」

　酒には大量の米や麦を使う。この酒には米が使われているようだ。ふと、この地主の言いがかりを思い出した。

「おまえらが水を汚すから米の収量が減った。水が足りなくて米ができない」

　猫猫は反すうする。

「これ、嘘うそでしょう？　むしろ、以前より米の出来はいいのでは？」

　稲作は上流から腐った葉や土の栄養が溶け込んだ水が流れてくることによって、土が痩やせずに済む。毒を流すならともかく、紙作りで水に溶け込むのは、米ぬかなどを原料にした糊や、紙のもとになる木屑だ。むしろ、良い肥料として働くものだと猫猫は考える。

　前の地主が賃貸契約ではなく、土地の売渡にすることにしたのはそれがあったからじゃないだろうか。

　なにが原因か向こうはよくわかっていなかったかもしれないが、米の収穫が増えたことには違いない。ここに長く留めて置くことは、今後、役に立つと判断した。

　そして、その収穫が増えた分をいつの頃か隠し、酒にするなりなんなりするようになった、と推測した。二重の税逃れはけっこう厳しいことになる。

　そこまで口にするのは、おやじの教えに反するので黙っていたが、地主や農民たちの表情を見る限り間違いでもなさそうだ。

「しょ、証拠はあるのか？」

　農民の一人が口にした。

「そうだ！　証拠はあるのか！」

　それに呼応し、他の農民も口にする。

　証拠も何もここに壬氏がいれば、どの道監査は入るだろう。

「大丈夫です。無実なら、役人が家を調べてもなにも出てこないはずです」

　猫猫はわざと笑顔を張り付けて言った。元気よく抗議していた農民たちが黙る。なんと図星だろうか。

「随分と強気だな、お嬢ちゃん」

　まだくらくらする頭を押さえながら地主が言った。

「そんな真似してただですむと思っているのか？」

「その言葉、そのままお返ししますね。少なくとも今この状況を見て言ってください」

　猫猫は地主を見下ろす位置に立った。

　手下の三分の一は酒で倒れて動けそうにない、地主自身もそうだ。残りといえば、倒れるほどではないが酒がだいぶ入っている。素面とは言い難い。

　対して、こちらは素面のがたいのよい男たちが六人いる。やぶは戦力外なので最初から含まない。なにより、壬氏と馬閃がいる。彼らに危機が迫れば、外で待っている護衛たちが乗りこむだろう。

　飯屋の主人たちはできるだけ無関係でいたいらしい。

　暴力でかたをつけるつもりはないが、向こうがその気ならこっちもそう動くだろう。猫猫は大変下卑た笑みを浮かべて、ぴらぴらと証文を地主の頬ほおに当てる。

「助けを呼んでもいいですよー。代わりにこっちは役人まで早馬を走らせますから」

　猫猫は上機嫌に歌うように言った。実は役人より怖い人たちがここにいる。

「嬢ちゃん、なんかいつもと雰囲気違うんじゃないかい？」

　やぶがそんなことをぼそっと言ったが無視する。

　猫猫は言い返せない地主と農民たちを見回す。そして、地主の耳元に囁ささやく。

「やるならやりかえされる覚悟くらい持てよ」

　どす黒い声に、地主の歯ぎしりが聞こえた。猫猫は冷たい視線を横たわる地主にじっと向けていた。

「そこまで嫌がらせする理由でもあったのか？」

　ぽつりと猫猫が言ったときだった。ばんっと大きく飯屋の扉が開いた。

　何事か、と思ったら飯屋の入口に小綺麗な着物を着た娘が立っていた。そして、中の様子を見るなり、顔を真っ青にした。走ってきて倒れた地主の前に来たと思いきや、膝ひざをついて頭を下げた。

「父さまがまた無茶な要求をしたのはわかります。ですが、無体なことはおやめください」

　深々と頭を下げられる。猫猫ではなく、紙職人たちに向けて頭を下げている。

「いや、俺たちじゃなくて」

　次男が首を横に振るが、娘は頭を下げたままだ。額を床にこすり付けたまま、髪が乱れるのも気にした様子はない。

「ごめんなさい、ゆるしてください。莫ば迦かな父を許してください」

　周りの声など聞こえておらず、娘は謝罪するばかりだ。そんな中、動いたのはあの生意気な長男だった。

「そんなことはしねえよ。おまえの親爺さんに」

　娘の肩をゆっくり抱き、落ち着かせながら頭を上げさせた。娘は涙をぽろぽろ流しながら、長男の顔を見てこくりと頷うなずいた。

　それを見て逆上したのは、地主だった。

「おい！　どこの馬の骨ともわからん奴が、うちの娘に近づくな！」

　叫んで起き上がろうとするが、足がまだふらふらしているらしく床に転がった。

「父さん！」

「義父さん！」

「おまえの親爺になったつもりはない！」

　なんだろう、この空気。

　猫猫は酔いが一気に冷めてきた。

　呆あきれたように次男は兄たちを見ている。

「これってもしかして」

「大体、お察しの通りかと」

　長男が農民よりな理由、地主がやたらよそ者を嫌い追い出そうとする理由、その二つがわかった。

　わかったのはいいが知らなければよかったなあと思った。

　間抜けな喜劇コメディにありそうな掛け合いが目の前で広がっていて、正直、描写する気にもならない。

「兄さん、一途だから」

「それで村一つ滅ぼされたらたまんねえわ」

　猫猫はその他紙職人の皆さまの言葉を代弁する。うんうん、と頷うなずく。大体、長男をこの話し合いの場に連れていく時点で間違いだろうと思ったが、よくよく考えるとやぶの身内だということを忘れていた。

　やぶの身内なら仕方ない。

（な、わけあるか！）

　くだらない茶番に村一つ滅ぼされてはたまらない。それなのに、どうにも当人たちは本気なので困る。くだらなく、莫迦莫迦しく、愚かしい。

　猫猫は、やってられねえと椅子にどかっと座った。

「お酒ください」

　手を上げておかみさんを呼んだ。

「まだ飲むのかい？」

「まだまだいけます」

　その言葉に、呆あきれた視線が集まったが気にすることもなかった。

　案外、酒が回っていたのかもしれない。普段より饒じょう舌ぜつだったことに気付くのは、酔いがさめたあとだった。




　結局、紙職人の村は以前と同じく、あと五年で金を返すことでおさまった。

　そして、大地主が猫猫に金を払うかどうかという点については、今後、十年間、緑青館に米を一定量送ることでかたがついた。

　甘すぎるかもしれないが、どうせ、しばらくすれば役人が立ち入り調査をするだろう。過去にさかのぼってまでとらないというのだから、十分温情処置だ。

　やぶの甥と地主の娘の話については……。

（知るか、そんなもん）

　その一言に尽きる。










十話　麻と民間信仰







「月ユエは順調に西に向かっておるだろうか」

　空に浮かぶ月を眺め、主上は高ガオ順シュンに言った。ここでいう『月』というのは、空に浮かぶそれではない。あの方のことを親しみを込めて言っているが、主上より他にこう呼べる者はこの国には存在しない。

「紙職人の村の視察を兼ねておりますので、まだ行程の半分ほどかと」

　壬ジン氏シという名の宦かん官がんがいなくなったため、高順はこうして再び主上に仕えることとなった。馬マーの一族は代々、国の華を守る役目を担っている。ゆえに、息子の馬バ閃センがそうであるように、高順もまた主上と幼いころよりの付き合いだった。もう一人、主上の乳兄弟と三人で鬼ごっこをして遊んだのは、幼いころだからできたことだ。

　今、『月』と呼ばれた人物を護衛しているのは、馬閃である。もう一人いる息子を付けたほうがよかっただろうか、と高順は悩みながらも、末っ子をつけた。まだ未熟者であるが、誰にでも一つくらい取り柄というものがある。先日、『月』を欠けさせた失敗を犯した息子なので心配といえば心配だが、同行者に薬屋の娘がついてくるというので大丈夫だろう。あの娘の精神の図太さは、折り紙つきだ。

　娘の同行については、毒が盛られているようなことがあってはいけないと、渋る息子を言いくるめた。『月』の君は、二つ返事で了解した。

　当人はいやいやながらも引き受けてくれるだろうし、途中までなら後こう宮きゅうの医官も同行する。ちょび髭ひげの医官を舐なめてかかっているようだが、なんだかんだで仲がいいことを高順は知っている。

　問題は医官と別れたあと、西都に何をしに行くかだ。

「あやつも大変だろうに。どんな花たちが集たかってくるか」

「花が集るとは、面白い表現を」

「虫になぞらえると怒るだろうさ。我が花園を見ればわかる」

　冗談めかして言うのは、ここが後宮でも皇太后や后が住まう宮でもないからだろう。宮廷の外にある離宮、今は元四夫人である阿アー多ドゥオが住まう場所である。そして、その阿多は主上の乳兄弟であり高順の幼馴染でもある。

　主上が少し寂しそうに見えるのは、その阿多がいないせいかもしれない。彼女もまた、西都へと向かっている。とある人物を連れて。

　『月』の君は、見た目ほど中身は華やかではない。幼い頃より付き従っていた高順はわかる。その父より母より長い時間を過ごした。派手なものは好まず、実直で地道な性格をしている。後宮の任を終えたとはいえ、今度は皇弟としての立場で動いてもらわなくてはいけない。都を離れることができぬ主上の代わりに勤めを果たさねばならない。

「蝗こう害がいか」

　時に国を傾けることもある自然災害だ。主上の声に憂いが混じるのは、迷信とはいえ、帝としての力量の無さを問われているように感じているのだろう。子シ一族を滅ぼしたあと、主上がとった行動は、四夫人の一人であらせられた玉ギョク葉ヨウ妃を正室にしたことだった。

　蝗害、それは多くの場合、西から流れてくる風にのって飛蝗バッタがやってくることから始まる。何百里、ときに千里以上先の場所から飛蝗がやってくる。その飛蝗は、この国の地で繁殖し、まず小さな蝗害を引き起こす。それをそのまま放置すると、翌年さらなる被害を拡大させる。

　杞き憂ゆうかもしれない。だが、対策は必要で、それを任されたのが『月』の君であった。

　しかし、蝗害というものは国内だけで済むものではない。西から飛蝗はやってくる。つまり、西にも害がある可能性が高い。

　人は餓えると荒れる。飢き饉きんによって農民が賊ぞくに変わるのも珍しくない。そして、それが積み重なると国が荒れる。荒れた国は、富める場所から奪おうとする。

　過去、戦の原因がそれであったことも多い。

　西方、西せい戌い州しゅうを束ねる戌イの一族は数十年前に絶えている。女帝の時代によからぬことを考え、それで滅ぼされた。今、そこで代わりを務めるのが、玉葉后の父君となる。今は名無しだが、そのうち、主上が一文字授けることになろう。予定では、名を与えたあと、正室になる予定だった。

　もし、戦が始まるとすれば、西は要となる。

　后の席を西の胡姫で埋めたのはそのためだ。公主ひめと東とう宮ぐう、二人の子を産んだとはいえ、周りから時期尚早と言われる理由は十分わかる。本来、その席により近かったのは梨リ花ファ妃のほうだったろうに。

　婚姻は政まつりごとの手段だ。そして、それは高位であるほど、雁がん字じ搦がらめになっていく。国の頂に立とうが、時に舅しゅうとの機嫌を取らねばならぬ。そんなぼやきを見せてくれるのも高順を信頼しているからだろう。

　そんな茶目っ気を見せる主上は、酒杯を揺らして笑っていた。

「たまには朕チンの苦労も知ってもらわねばなるまいな」

　そういって、月を仰ぐと酒を一気にあおった。

　高順は遠い目をしながら、遥か西にいる麗人を憂う。




　〇●〇




　北ほく亜あ連れんという国がある。茘リーの国、その北西にある。広大な穀倉地帯と森林資源を持つその国は、こちらとたびたび対立してきた歴史を持つ。現在は、異民族がこの国にちょっかいをかける理由、それはこの北亜に原因がある。

　国交はない。なにかしら直接対話することはなく、あるとすれば仲介に他の国が入る。

　なぜ、こういう話をするかといえば、今現在、猫猫が向かっている場所が西都である。そこで他国のお偉いさんと会談がある。その場に、間接的にその国と関係があるお偉いさんが来るということだ。

（まさか西都とはね）

　やぶの村をあとにして、本来の目的地を聞いて顎あごがはずれそうになった。馬車と船を乗り継いでも、半月以上かかる場所である。置いてきた趙チョウ迂ウや左サ膳ゼンが心配になってきた。

（まあ、なんとかやるだろ）

　ここで考え込んでもどうにもならないので、あきらめよう。代わりに、壬氏にお銭あしをはずんでもらわないといけない。

　そういうわけで面倒くさい政治事情を、口うるさい馬閃が猫猫に教えるわけだ。そういえば、前にもいろいろ説明された。一応その手の教養は高いのだな、と猫猫は失礼なことを思いながら欠伸あくびを我慢して聞いていた。

　毛マオ毛マオとやぶは紙の村に残り、まだまだ長い旅路は続く。

　壬氏はといえば、あの火傷やけど化粧メイクが気に入ったのか、まだやっている。道中、補給にいろいろ町に立ち寄るので、変な覆面をするより便利だと思っているのかもしれない。都から随分離れた場所で、皇弟の顔を知る者はいないと思うが、歩くたびに若い娘に声をかけられようものなら面倒くさくてしかたないのだろう。




「今日はこの村で宿をとる」

　猫猫は座りっぱなしで痛い尻を撫なでながら馬車の外に出た。村というより小さな宿場町だが、馬閃にとっては田舎に変わりなかろう。

「うろうろするなよ」

「食料買ってきます」

　と、馬閃に手を差し出す猫猫。わかりやすく小遣いをせびる。

「おい、話を聞いているのか？」

　半眼で見る馬閃に代わり、手のひらに銭袋をのせてくれたのは壬氏だった。

「じ……」

　馬閃は「壬氏さま」と言おうとして、口を閉じる。一緒についてきている護衛には、主従関係は反対だと思われているはずだ。

「ついていきます」

　壬氏が声色を変えていった。

（こいつ……）

　息抜きがしたかったんだろう、と思いながらちらりと火傷の青年を見た。




「面白いものは売ってあるか？」

　壬氏は周りに声が聞こえないように、そっと耳打ちしてきた。鳥肌が立つような美声だが、そこにあるのは妙に幼い好奇心だ。前に都の市場を回ったときと似ている。お坊ちゃまは妙なところで純粋である。

「ここらは麻の栽培が盛んなようですね」

　住民の服はみな麻が基本らしい。それだけでは寒いのか、獣の毛皮が合わせられている。店に売られている麺麭パンにも麻の実がのっている。油を作っているようで、ねっとりとした液体が入った壺つぼが見える。近くにいるのは職人たちだろうか、煙管キセルを吸っている。乾燥した麻の葉を煙草にしているのを見て、猫猫は顔をしかめる。

「どうした？」

「いえ、吸い過ぎではないかと思いまして」

　麻は多少なら薬として使われるが、日常的に吸うと依存性がありおすすめできるものではない。阿あ芙ふ蓉よう、つまり阿あ片へんと同じように少量なら薬、大量なら毒となるものだ。

「毒と聞けばなんでも食いつくわけではないのだな？」

　からかうように言ってくれる壬氏。猫猫はむっとする。

「依存性があるものは恐ろしいですよ。毒を抜こうとして抜けるものではありません。やめようと思っても、冬の朝の布団よりもずっと誘惑が大きいのですから」

「そうか？　部屋が暖かければ、それほど問題ないぞ」

　しまった、こいつに庶民的価値観は無理だった、と猫猫は気付いた。きっと、壬氏が起きる前にばあやがせっせと火鉢で部屋を暖めているのだ。初老の水スイ蓮レンをそこまでこき使うなんてひどい主人だ。しかも当人はその苦労に気付いていないらしい。思わず半眼になりねめつけてしまった。

「久しぶりにその目を見たなあ」

　非難するわけでもなくしみじみ言う壬氏を見て、こいつ大丈夫だろうかと思った。高順がいたら額を押さえ、なにか言いたげに猫猫を見たに違いない。

　今回のお供である馬閃は現在せっせと補給をがんばっている。これから先、より乾燥した地方に入るので、馬はそれにより慣れたものを手配しておきたいらしい。毎日、馬は代えているが、その種類から違うという。旅はた籠ご宿を中心に数十の家が点在しているだけの小さな町だが、街道沿いともあってそこらへんは用意できるらしい。ただ、馬車用と護衛の馬を一度に全部揃えるのは少し時間がかかるようだ。

「それよりも、食料を買いましょう」

　猫猫は店頭に並ぶ麺麭パンを見る。油を作っているためか、揚げ麺麭が目立つ。小麦粉をねじって揚げた菓子、麻マー花ホアもあった。『麻の実入り』と書いて、洒落をきかせている。麻花かりんとうなら、保存も効きそうだし、なにより壬氏が興味津々で見ている。

（貴人の口に合うかねえ）

　猫猫はそう思って、麺麭生地をこねるおっさんを見る。

「一つください」

「あいよ、一つと言わずにもう一つどうだい？」

「美味しかったらね」

　猫猫は笹の葉で包んだ麻花をかじる。揚げたてでまだ柔らかく熱い。火傷をしないように咀そ嚼しゃくする。

「おい、自分だけか？」

「毒見です」

　きりっとした顔で返事をした。揚げたての補正もあるが、これくらいなら皆食べるだろう。数が多いと、笹の葉では包み切れず、荒く編んだ麻袋に包んでくれる。中には油が染みないように安物の紙が敷いてあった。

　壬氏はそれから一つひょいと掴つかんで口に入れる。

「まあまあだな」

　いや、これが普段食べているものより美味しかったら、宮廷料理人は廃業だろう。

「壬氏さまは遊んでいてよろしいのですか？」

「紙職人の村では、馬閃が疲れたようでな。しばらく、俺が怠けていたほうが奴も助かるだろう」

　いかにも嘘うそが苦手そうな馬閃だ、壬氏の上司役をやるのが堪こたえたらしい。そういうところで胃を傷めそうなところは高順似だ。

　他にいくつか目ぼしいものをと見る。西に近づくほど家畜の放牧が増えるので乳製品が手に入る。猫猫は倉庫の棚に並んだ乳製品を見る。家人と思しき小母おばさんが竈かまどで火をおこしていた。台所の柱に妙な模様が入っている。地方によって信仰は様々だがここでは蛇を祀まつっているらしい。そんな模様が入っていた。それに気付いた壬氏の眉間が少し歪ゆがむ。

「すみません」

　猫猫は小母さんに話しかけた。

「なんだい？」

「いくつかわけてもらえませんか？　代金ははらいますので」

　携帯食となると、どうしてもわびしくなりがちだ。一応日数に余裕を持たせているが、少しでも豪華にしたい。

「ふーん、どれが欲しいんだい？」

　じろじろと猫猫と壬氏を見る。

「これとこれ、それを十食分ほど。あと何か面白いものがあれば」

「ちょっと待っとくれ」

　そう言って麻の包みに棚のものを入れていく。

「こんなもんでどうだい？」

　値踏みをするような目で見ていた小母さんだが、思ったより安価で譲ってくれた。ちゃんと物がいいものを選んでくれる。

「こちらから頼んだのに申し訳ありません」

　猫猫が感心した顔をすると、小母さんは破顔した。

「神さんがどこで見てるかわかんないからねえ。ほらここにもいるしさ」

　と、柱の模様を指す。

（ふーん）

　しかし、そういう信仰は嫌いじゃない。ただ、損をしないかだけ心配になる。

「ここでは、蛇を信仰しているんですね」

「そうさね、白蛇が出た年は豊作になるのさ」

　迷信だろうが、壬氏の顔がさらに曇る。

　白パイ娘ニャン々ニャンの話は壬氏の耳にも届いているのだろう。もしかすると、その対応も任されているのかもしれない。火傷やけどで根暗に見えるのだから、もう少し離れてもらいたい、小母さんが変な顔をしている。

　猫猫も蛇は嫌いじゃないが、白蛇と聞くとやはり顔をしかめそうになる。あの怪しげな仙女はどこへ行ったのだろうか。

「あんたら、これから西に行くようだけど、気を付けたほうがいいよ」

　丁寧に乳製品を包みながら、小母さんが言った。頼んだ量よりかなりおまけしてくれている。

「どうしてですか？」

「最近、西の街道では盗賊が多いみたいだからね。商人も避けてるくらいだよ」

　なるほど、もしかして棚の食料はその商人たちにでも売っていたのかもしれない。売れ残るくらいなら、こうして猫猫たちに売ったほうがよかろう。奉仕サービスがいいわけだ。

「ありがとう、気を付けます」

　猫猫は礼を言うと、そろそろ戻りましょうか、と壬氏を見た。




　宿屋では、馬の手配を終えた馬閃が一服していた。香ばしい茶の匂いが漂っていた。壬氏が戻るなり、姿勢を正す。

「明日の朝には揃うそうです。ただ、馬ば借しゃくを使うことになりますが」

　馬借とは運送屋のことだ。名前の通り、馬を扱う。

「問題ない」

　壬氏は部屋に入るなり、ぐだっと椅子に座った。馬閃が「早く茶を」と目で訴えるので仕方なく湯を貰もらいに行く。

「いや、それでいい、ぬるめがいい」

「いいんですか？」

　当人がそれでいいって言うならそれでいいと、猫猫は新しい茶葉を用意する。薬や缶かんにはまだたっぷり湯が入っている。

「盗賊の話を聞いた」

　壬氏がぬるい茶をすすりながら言った。

「はい、こちらも言われました。なので、馬借を使うことを条件に馬を貸すそうです」

　盗賊といってもいろいろある。いわゆる通行料をとる類のものらしい。出会わなければそれでいい、出会ったら話がわかる馬借がいれば、荷物の何割かで見逃してくれるという。

　猫猫は、壬氏と馬閃を交互に見る。二人とも武人として鍛えている。立場としても盗賊は許せないだろうが、退治をする余裕はない。苦虫をかみ潰した顔をする二人を横目に、猫猫はとりあえず出くわさなければいいと思った。










十一話　盗賊







「盗賊が出るとすればここらへんでさあ」

　わざとらしいくらいなまった馬ば借しゃくが地図の一点を指した。地図は羊皮紙に描かれている。山と山を抜ける間の場所だ。挟み撃ちにはもってこいだろう。

「向こうの人たちも莫ば迦かじゃねえんで、殺生しないことに越したことはない。荷の半分置いていけば勘弁してくれます。あと、出会うのも三回に一度くらいでさあ」

　なるほど、それくらいの頻度なら、商人も考えるだろう。毎回襲われるわけではないし、遠回りすれば時間も人件費もかかる。

「ちょっと高い交通料だと思えば大丈夫ですし、向こうは義賊だと言ってるんでさあ」

「義賊ぅ？」

　あからさまに馬バ閃センの口から不機嫌な声が洩もれる。こいつ、盗賊に襲われたとき、ちゃんと『待て』ができるのだろうか心配になる。

　壬ジン氏シは乾燥地向けの馬が気に入ったらしく、馬車はやめて馬乗りをしている。そうなれば馬閃も馬に乗る。おかげで猫マオ猫マオは広々した馬車の中で、荷物をほぐして寝床を作る。座ってばかりだと尻が痛くなる、ならば横になろうというわけだ。

　来るか来ないかわからないものについて悩んでも、それまでの時間が悩み損だと思うので、猫猫は眠ることにする。運が良ければ起きた頃には、義賊の関所を通り抜けているだろうと。

　残念なことに、そんな平和は訪れなかった。




　山道の半分も行かないところで、猫猫は馬車を転がる羽目になった。馬が嘶いななき、馬車が急に止まる。寝ぼけ眼まなこで、打った腰を撫なでながら猫猫は外を見る。盗賊はおらず、かわりに馬借が馬閃になにか説明している。

「どうしたんですか？」

　猫猫は御者にたずねた。

「ああ、盗賊が出たようで、この前に進んでいた違う馬車が襲われたみたいです。しばらく待ったほうがいいでしょう」

　つまり、ここで時間経過を待っていれば、こちらは事なきを得るということだ。どうやら、逃げてきた前の馬車の者が助けを求めているらしい。馬閃とどんな話をしているかわからないが、彼は憤っている。それをなんとか踏みとどまっている。

　しかし、様子が変わった。助けを求めに来た者が、なにかを差し出した。それを馬閃と壬氏が見て、顔色が変わる。壬氏が受け取りじっと確認している。

　猫猫は気になって、寝癖をつけたまま馬車を降りた。そして、壬氏のもとへと近づいていこうとしたが、その前に馬閃が馬を走らせた。壬氏は護衛の数人に馬閃についていくように命じている。そのあいだに、馬閃は見えなくなっていた。

「寝てただろ？」

「なんのことでしょうか」

　壬氏の質問に白を切る猫猫。

「頬ほおに妙なかたがついているぞ」

「……それよりどうなっているのですか？」

　猫猫は頬を手のひらでこすりながら言った。壬氏は無言で、先ほど受け取ったものを差し出した。それは木の札で花模様の焼き印が押されていた。猫猫はそれに見覚えがあった。後こう宮きゅうでは妃たちにそれぞれ紋様が与えられる。その中の一つだ。

　一体誰の紋様だったろうか。




「襲われているのは阿アー多ドゥオ殿の馬車だ」




　壬氏が言った。

（なんで阿多さまが？）

　今はそんなことを言っている暇はない。しかし、阿多が相手なら上手く盗賊に金品を渡して切り抜けそうなものなのに、どういうことだろうか。下手に刺激するのは良くないだろう。

　その疑問に答えるように壬氏が付け加える。

「里樹リーシュ妃も同行している」

　と。なぜだろう、急激に不安が増す。妙に不幸体質のお妃だ。後宮から出られないはずの彼女がいることも、聞くのは後回しだ。

「大丈夫なのでしょうか？」

　助けを求めに来た者は壬氏にたずねた。おそらく壬氏が何者なのかわかっていないのだろう。よく見ると、阿多の離宮で見たことがある気がした。

　大丈夫というのは、助っ人の数だろう。賊が何人なのか知らないが、馬閃含めて五人もいない。壬氏の護衛を減らすわけにもいかないので、それが出せる数だったのだろうが、わざわざ馬閃を行かせた意味は何だろうか。阿多を確認するためだろうか。怪我けがをしなければいいが。

　そんな心配をよそに、壬氏は意外なほど落ち着いていた。

「むしろ、一人でも大丈夫だろう。間に合えば」

「は？」

　壬氏の余裕の意味を知るのは、その後、すぐのことであった。




　追いついた先で見たのは、縛しばられた盗賊たちだった。そこには抵抗のあとがありありと見えた。すえた臭いがしそうな着物は破れ、そこから見える肌に真新しい切り傷が見える。切り傷ならまだいいだろう、どうしたのか、数名は腕や足が変な方向に曲がっていた。どう抵抗したら、こんなにぼきぼき折れるものだろうか。

（なんだ、あれ？）

　護衛たちの手首には薄汚れた紐ひものようなものが巻きつけられていた。何か意味があるのだろうか。口から泡を吹きだした盗賊に近づきたくないので遠巻きに見る。

　阿多たちの護衛を見るとこれもけっこうひどい有様だった。幸い、死者はいないものの腕を切り落とされた者がいる。猫猫は馬車から降りると、その護衛のもとへと走る。

「これは……」

　驚いているのは、壬氏たちが雇った馬借だった。浅黒く焼けた顔を真っ青にしている。

「金で済ませてくれるのではなかったのか」

　怒気を込めて言うのは、馬閃だった。その後ろに、凛とした麗人が立っている。男のような格好をしているのは、かの元妃、阿多だ。こちらに怪我はないらしい。

「一応、差し出すつもりでいたが、女は売り払うと言われてな。うちのは預かりものなのでさすがに困る」

　話を聞きながら、猫猫は護衛の切れた腕と切り口を確かめる。時間経過はさほどないが、断面が潰されている。養父である羅ルォ門メンなら、綺麗な切り口であればつなぎ合わせることもできるが、猫猫にはそんな技術はない。無理やりつなげたところで腐り落ちるだけだろう。歯がみしながら、今できる処置をする。

　手持ちの薬草では足りないので、薬をくれと頼みに行くと、これまた見たことがある顔があった。

「あとで行こうかと思ったが、なかなか出られなくてな」

　その手にはさらしと薬を持っていた。これまた男装の麗人、翠スイ苓レイだった。

「貴方あなたも一緒でしたか」

「ああ、あの宮から出ていっていいものかと、こちらが思ったよ」

　彼女もまたついてきているとは驚きだった。一体、なにがあるというのだ。

「縫い物は得意か？」

　翠苓は火を貰もらい、針を焼いている。

「たしなみ程度に。麻酔がないので申し訳ないですが」

　そんなやりとりをしながら、消毒の準備をした。
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　淡々と準備を整える二人に対し、腕を斬り落とされた護衛は苦痛で顔を歪ゆがめている。震える護衛をおさえ、舌を噛かまぬように猿ぐつわを噛ませる程度に、翠苓はその手の仕事に慣れていた。




　盗賊の件は、なにかと誤算だったようだ。馬借が震えて小さくなっている。商人と言い張るにはどう考えてもおかしい集団だったので、金持ちの坊が地方役人に飛ばされたという設定でやっていたが、けっこうなお偉いさまだと気付いたらしい。

（この面子ならねえ）

　猫猫は護衛の血で汚れた着物を着替えると、阿多のいる天幕へと向かった。

「一応、話を直接聞いてくれ」

　そう壬氏に頼まれたからだ。

　中には阿多の手を離さない里樹妃がいる。なぜ、彼女がここにいるのか、それが今一番気になることだった。里樹妃は震えてただびくびくしていた。

　天幕の中には他に先に着替えていた翠苓がいた。彼女は人材として優秀なので、遠出に医者代わりに使いたくなる理由はわかる。それでもちと問題があるのは違いない。

　後宮の外に出られないはずの妃がここにいることもおかしいが、壬氏の態度から見て何やら理由があるようだ。

「どうして、妃がそこにいるのか、それが聞きたかろう」

「はい」

　阿多が聡い方なので助かる。

「今回、馬閃殿が西に向かう理由は聞いているか？」

　壬氏は変装中なので、気を利かせて馬閃を表に立たせている。阿多らしい気づかいだ。

「西で会談があると」

　壬氏の他に国の重鎮たちがやってくると聞いた。壬氏たちは視察も兼ねて、別行動をしていると。

「私たちもそれに参加する。今回妃がいるため、大所帯での移動は避けたのだ。というより、邪魔者扱いされたというほうが正しいかな」

　含みがある物言いだ。大体、西との会合で里樹妃が何の役に立つのかわからない。西方出身の玉ギョク葉ヨウ后や皇帝の血縁である梨リ花ファ妃ならまだわかるのに。

　疑問を浮かべる猫猫を楽しそうに阿多が見る。なぜか、玉葉后と似ている気がした。そうか、皇帝はこういう性格が好みなのだな、としみじみ思う。

「今回の目的が、皇弟殿の奥方選びも兼ねているからな」

　終始、楽しそうな反応をしている理由がわかった気がした。










十二話　積み重なる問題







（大変だねえ）

　しみじみと猫マオ猫マオは思う。お偉いさんに恋愛はない。ただ、子を、血筋を残すため、それに適した相手を選ぶのだ。そして、今回、阿アー多ドゥオが里樹リーシュ妃を連れて来た理由を考えてみた。

（下賜かな）

　里樹妃は、本来四夫人にはふさわしくない。家柄はともかく、その性質は後こう宮きゅうの花として他の花々を踏みつぶす力量を持っていない。むしろずっと侍女たちにさえ莫ば迦かにされ、ないがしろにされ続けていたくらいだ。皇帝が下賜するのであれば、そのほうが幸せになる可能性もあろう。

　ただ、相手が問題だ。

（一応、申し分無い相手だと思う）

　けど、それ以上に害がありすぎる。女ならば国すら傾けようという美丈夫だ。たとえ顔に傷が残ったとしても、宦かん官がんではないとしれた周りの反応のほうが恐ろしい。

（妃が襲われた理由はそれじゃないのか？）

　いやはやそれはどうだろうか、と思いつつ、実は辻つじ褄つまが合いそうなので怖い。傾国の美人は、存在だけで何人の人生を狂わせるかわからない。

　今回、阿多の馬車を襲った盗賊たちは、今までとやり方が違っていた。通行料として荷の半分をいただく義賊まがいのものでなく、護衛の腕を斬り落とし、女を売り払うとまで言っていた。馬閃たちが助太刀に入らなければ、死者が出ていたという。

　それに……。

　あの妙な手首の紐ひもが気になった。盗賊同士の印のようなものだろうか。

　そんなわけで猫猫は宿の寝台の上でごろごろしていた。怪我けがをした護衛は現在留まっている町で療養し、襲われて壊れた馬車や逃げた馬の手配をしている。

　補給は猫猫の出番ではないし、ここの薬屋には特に面白い薬もないことは確認していた。阿多のところの護衛なので、怪我人を見ているのは翠スイ苓レイだ。翠苓の腕なら、猫猫が口出しする必要はなかろう。

　というわけで暇をしていたところ、こんこんと扉を叩く音がする。誰だろうと、開けてみるとそこには意外な人物が立っていた。

「よろしいでしょうか？」

　頭から紗ヴェールを被った里樹妃がいた。いつも通り、小動物のような挙動不審さだ。

「どうぞ」

　猫猫が招くと里樹妃は鼠ねずみのような動きで中に入ってきた。きょろきょろしているのは、部屋をこっそり抜けてきたのだろうか。

　猫猫が椅子を差し出すと、恐る恐る座った。茶を出すのが礼儀かもしれないが、ここで湯を頼んだら妃がいることがばれてしまう。仕方なく、月げっ餅ぺいを出してみる。食べたところで喉が渇くだけだが、気持ちの問題だ。

「どうしたのですか？　侍女が折せっ檻かんされますよ。いつもの侍女頭は一緒ではないのですか？」

　侍女頭の姿は見えなかった。侍女は他にいるようだが、後こう宮きゅうにいた侍女は一人もいなかった気がする。

「後宮を出るのは私だけとのことです。侍女はお父さまがつけてくださいました」

　声は小さいが、思ったよりはっきりしていた。少しは猫猫に慣れてきたのだろうか。けっこう彼女のことは面倒見ているが、毎回、怯おびえているので地味に傷ついていた。

「では用件を」

「えっ？」

　いや、早く用を済ませてもらわないと、猫猫と一緒にいることがばれたら、こっちまで飛び火しかねない。どうしろというのだ、なにか前置きでも聞けばいいのか。

　里樹妃はまたもじもじし始めた。

「……皇弟と婚約するのですか？」




　単刀直入に聞く。

「いえ、それはまだ……」

　まだ、違うらしい。つまりそういう話は聞いていると。その割に、浮かれている様子はない。ではなんだというのだ。

「盗賊に襲われたことに身に覚えでも」

「……今はその話では」

　嘘うそがつけない人だ。盗賊に心当たりでもあるのか。

「では、何でしょうか？」

　里樹妃はちらちら周りを見る。悪い妃じゃないと思うが、この妃がいじめられる理由がわかる気がした。もっと堂々としてもらいたい。

「……あなたは、親子が本当に親子かどうか、……その、判別できませんか？」

　つまりどういうことだろうか。猫猫は軽く首を傾げた。

「私と父。ええっと、つまり卯ウ柳リュウという男が私の父かどうか鑑定できませんか？」

　泣きそうな、同時につらそうな顔で里樹妃は言った。

「……」

　猫猫は心を落ち着かせる香を焚たいた。壬ジン氏シ用のものだが、これくらいいいだろう。

「どうしてそんなことを」

　里樹妃の母はとうに亡くなったと聞いた。父親は娘を政治の道具としか考えず、幼いうちに先帝の後宮に入れた。その当時、東宮妃であった阿多は里樹妃の心のよりどころであったに違いない。里樹妃の口と眉が歪ゆがみ、今にも泣き出しそうになる。なりながらもなんとか鼻をすすりながら猫猫を見る。

「……私、本当は……また後宮に戻るはずではなかったの」

　とぎれとぎれに言葉をつむぐ里樹妃。

　先帝が身み罷まかられ、尼寺に入れられた娘をその父はまた利用しようとした。最初、南の太守の妻として送られるはずだったが、その男は祖父といってもいい年齢で、しかも、正妻はいないが妾を十人も囲っている好色だったという。

　里樹妃は卯ウの一族、皇族より名をいただいた家系であった。しかし、女帝の時代から能力主義になり名の効力も薄くなったという。ゆえにどんな手を使っても出世したいというのが、落ちぶれかけた一族の総意だった。

「それを止めてくれたのが阿多さまで、主上なの」

　風の噂うわさで里樹妃の婚約を聞いた阿多が皇帝に申し出たという。今思えば、それも父親の策だったかもしれない。婚約はほぼ正式なもので、あとから覆すとなればそれ相応の理由が必要だった。

（道理でねえ）

　他の上級妃に比べ、里樹妃が落ちるわけだ。落ちるといっても、それは姿かたちという意味ではない。上級妃としての知性、そして心意気が足りない。

　どこぞのくそ爺の嫁にされるのを見守るか、それとも後宮の花としてたとえ数年でも平穏な時を得るか。阿多はより里樹妃の幸せを思って後者を選択した。

「私も昔は、主上の膝ひざにのせてもらうくらい懐いていたからでしょう」

「それはそれは」

　幼いころはそれで平気だが、今やったらこの蚤のみの心臓の持ち主は、そのまま息を止めてしまうだろう。

　ふむ、世の中には年の差婚なんていくらでもある。女が年上ならともかく、男が上ならそう珍しくもない。そういう意味で、阿多は数年たてば里樹妃が大人になると思ったらしい。先にも言ったように、国の頂に立つ御方の妻の一人となれば、待遇が悪いわけがない。

　しかし、この話と親子鑑定となんの関係があるのだろうか。確かに随分、ひどい待遇だと思う。実の親ならこんなことをしないから、という感傷的理由で言っているなら、正直話を聞く気はない。

　父親が嫌なら、今ある結婚話をなんとかしてものにするくらいのしたたかさを持ってほしい。壬氏に対して、悪い印象はないはずだ。後宮にいたころは、頬ほおを染めて対応していたではないか。むしろ勝ち組だろうにと言いたいところだが。

「……私の母は、阿多さまと友人だったそうです」

「そうなのですか」

　友人の娘なら可愛がるのも当然だ。

「そして、主上を含めた三人でよく茶会をしていたそうです」

「……」

「父は養子で、母が本家でした。東宮妃の候補でもあったそうです」

　いや、それは、と猫猫は首を振って否定したくなる。

　当時、東宮妃は阿多であり、阿多はもう子が産めなくなっていた。他に妃はおらず、先帝は病で弱っている。そんな折、もう一人妃候補がいたとすれば。

「すでに、父が養子として家に入っていました。でも、父は私のことは……」

　娘とは思っていないと。

「皇弟さまは素敵な方です。ただ、私には……」

　それは本心に聞こえた。この妃は恋に恋するお年頃だ。ただ、最低限の分別がついているのが救いだ。

（いや、それは……）

　遠回しに言わずと、こう言ったほうが正しいのではなかろうか。

（皇帝が父じゃないかと）

　そして、皇弟である壬氏が結婚相手とすれば、えぐい話になることは分かっている。どう考えても、近親婚になる。




　正直調べたくない。でも、できないというのはなんだか悔しい。

　ちんけな矜持プライドを持つと大変だが、猫猫の場合、そこに好奇心が含まれているのでさらに性質が悪い。

　親子かどうかなんて、どう調べようかと考えると、正直、そのとき致した日時と生まれた日を逆算することがわかりやすかろう。うん、無理だ、これは無理である。里樹妃の父親に直接聞くことなんてできないし、皇帝に聞こうものなら猫猫の首は胴体とおさらばだ。

　いっそ、玉葉后のように赤毛で碧へき眼がんであればわかりやすかっただろうに。里樹妃の見た目は可愛らしいものの、茘リーの国の民としてこれといって目立つものではない。髪は黒く直毛で、目も同じような色だ。父親の卯柳というのがどんな容姿をしているのか知らないが、親子と断言できるほど明確な証拠はないだろう。

　そういうわけで、猫猫は宿の一室に来ていた。不機嫌そうな顔で、薬を練っているのは翠苓だ。

「何の用だ？」

　こいつ愛想がないなあ、と猫猫は自分を棚に上げて思った。顔に出ていたかもしれないが、もちろん気にしない。

　部屋には腕を落とされた男の他に二人怪我けが人がいた。どちらも命に別状はないが、ここにしばらく留まるという。

（やっぱこの匂い、落ち着くわー）

　ごりごりと混ぜているのはおそらく化膿止めだ。ねっとりした薬を茶碗にうつし、顔をしかめる怪我人のさらしをはぐ。二人はそれぞれ、猫猫と翠苓に傷を縫われている。痛かっただろうが、ちゃんと我慢してくれた。おかげで上手く縫えたと思う。

「解熱剤はあるか？」

　傷口の状態を見ながら翠苓が言った。

「材料ならあります」

「では、わけてくれ。ちょっと足りないようだ」

　傷を負うと熱がでる。ここらでは材料は手に入らないし、ここの薬屋はすでに見たあとだ。材料が乏しいのか大した品揃えではない。交易路沿いの旅はた籠ご町だが、渡来の高級品はここでは売られない。

　もっといい薬が安価で出回ればと猫猫は思う。

　翠苓に言われた薬を取りに部屋を出ると、廊下でうろうろしている人物に出くわした。

「ああ、ごきげんよう」

（別に機嫌はよくないよ）

　例の変な喋しゃべり方の馬ば借しゃくだった。いかにも揉もみ手のその男は、里樹妃でもないのにもじもじしている。

「どうしたのですか？」

「いえ、怪我人はどうしたのかと思いやして。ちょっといい薬があるもんですから、どうかと」

「おいくらですか？」

「い、いえ！　お代なんていりやせん、怪我をして大変でしょうから」

　いかにも怪しいが、おそらくご機嫌とりのためだろう。一応、盗賊に出会ったとき、安全に切り抜けるための仲介者としてこの男も雇われている。話を聞けば、阿多が雇った馬借もこの男と同じ村の出身らしい。そして、盗賊がいつもと違う相手だと知って最初に逃げ出したのはその馬借だという。護衛はそれで声を荒げ、その隙に腕を斬り落とされたらしい。

　この手の商売は信用が大切だ。同業者が失敗すると、他の関係ない者にも飛び火する。

「これなんですけど。以前、痛み止めとして貰もらったものなんですが、使えますかね？」

　そう言って、馬借は器を取り出した。中には黒糖のようなものが入っている。

「……これって」

　猫猫は馬借から奪い取ると、翠苓に見せた。翠苓もまた目を見開き、驚いた顔をする。

「なんでこんなものが」

　きっ、と翠苓が馬借を睨にらむ。見た目は青年なので、馬借は思わずひるんでしまう。

「これは使ったことはありますか？」

「えっ、ええっと、実は使い方がわからないもんで、それを聞こうかなって思っていやして」

「なるほど、それは幸運でしたね」

　馬借を見る限り、嘘うそはついてないようだ。もし使用していたら、今ほどちゃんと仕事ができていたかわからない。

　器の中に入っていたもの。たしかに痛み止めの効用はある。薬として有用なものだ。だが、それは使い方を間違っていなければ。

　麻の煙管キセルよりもっと性質が悪い。

「ありがたく使わせていただきます。でも、これを手に入れた経緯を詳しくお聞かせください」

　そこにあったのは、阿あ芙ふ蓉よう、すなわち阿あ片へんだった。




　問題は積み重なり続けるものだ。そして、妙なところで接点が出てくる。馬借の話だと、旅芸人と一緒に移動していた商人から譲り受けたらしい。「心を癒し、俗世の痛みを消すことができますよ」とのことだ。

　おそらく、馬借に深読みする心があれば、それがどういう意味かわかっただろう。

（麻薬の売り文句だろ、それ）

　使い方についても、馬借たちが仕事の拠点にしている旅籠町では麻を煙草にして吸っていた。麻と同じように扱うと、説明を省いたのが幸運だった。男は煙草を吸うことはなかったのだ。

　麻の煙草には依存性がある。そして、それに慣れた者がさらに阿芙蓉に手を出したらと考えると恐ろしいものだ。

　そして、決定的な言葉を馬借は言った。どんな隊商キャラバンだったのか、たずねたらこんな答えが返ってきた。

「ちらりとですがね。芸人の中で秘蔵っ子だっていう姐さんを見れたんですよ。姐さんって言っても、まだ若かったですけどね。十五こえたくらいかな」

　それが一年ほど前の話らしい。

「見たこともない白い髪をしていて、忘れることはできやせん。あれは蛇神さまの化身でしたから。あれは内緒で下界を探索しているんでしょうね。いや、これ話したのは今回が初めてでさあ」

　白い髪と聞いて、なにを思い出したか言うまでもない。一年前というと都に来る前の話になる。

　麻薬とは一切思わず、ただ痛み止めのありがたい薬だと思ったのは、その妙な信仰心もあったかもしれない。本当に幸運な男だと猫猫は思った。

　そのありがたい薬のおかげで怪我けが人の痛みは薄れたようだ。保存が悪く、効用がなくなっていないか心配した。馬借の信仰心には悪いが、全部貰もらうことにした。報酬に色をつけて薬代は払うので文句は言わせない。




　問題が重なり混乱してくる中で、さらにもう一つ問題を付け加える。

　盗賊たちの一人は、身体に蛇の刺青いれずみが彫ってあった。そして、揃いでつけていた手首の紐ひもは、元は白い紐で蛇の交尾を模してねじったものだった。証言をとろうにも、まともな話は聞けるかわからない。

　盗賊たちは皆、阿あ片へん中毒者だった。










十三話　西都　初日







　問題の波は解決されないまま終わったが、幸運だったのはその後目的地に到着するまでつつがなく旅ができたことだろう。壬ジン氏シは、阿アー多ドゥオや里樹リーシュ妃の手前か猫マオ猫マオにちょっかいをかけることがなかった。代わりに猫猫は、翠スイ苓レイと過ごすことが多かった。同じ薬くす師しといえど、師が違えば調合方法も異なる。それを知るのは楽しかった。

　緑がまばらになり礫こいしと砂の大地が広がる。まるで水面のような砂の大地を見たのは初めてで、猫猫は思わず感嘆の声を上げた。砂が顔にかからないように、頭から紗ヴェールを巻きつける。砂に照り返されて日差しは強いが、野営のときはすこぶる寒かった。こんな旅路になると想定してなかった。もっともそれを見越して猫猫の着替えを用意してくれていたのはいいが、下着まで準備されていたのでなんともまあ複雑な気分だったことを付け加えておく。

　あと蠍さそりや毒蛇が夜に出るから気をつけろと言われたが、虫嫌いの翠スイ苓レイが異常なくらい虫除けの香を焚たいたため、ほとんど見かけることがなかった。実に残念だ。

　猫猫より大変だったのは、里樹妃である。妃という立場もあって、顔を出すことはほとんどない。侍女にはりつかれていて気弱な彼女はまともに会話ができないようだ。せめてもの救いは阿多が気にかけてたまに話していることだろうか。

　それにしても、もし里樹妃が皇帝の隠し子だとしたら阿多はどうでるのだろうか。東宮時代、阿多以外に妃はいなかった。複雑な感情を抱くか、それとも平然としているか。ただ、善意と思ってやっていたことが、すべて覆ることになる。むしろ、それを知っている可能性も出てくる。

（それは考えたくないなあ）

　娘のような、ではなく実の娘ならさすがにかの主上も手出しできないだろう。とはいえ、壬氏の相手となると。

　権力者の婚姻に、近親婚は少なくない。姪や叔母、異母妹を後こう宮きゅうに入れた例もある。ただ、血が濃くなりすぎた結果、同じ病で皆死んでしまうこともある。先帝の時代を考えるに、同じ轍てつを踏むだろうかと猫猫は考える。

　とりあえず、西都についたことでほっとした。

　そこは、皇帝のお膝ひざ元もととはまた違った賑わいを持つ都市だった。砂混じりの風の中、貴重な水源オアシスを中心に発展した場所だ。王都が碁盤目のようにわけられたものであるのに対し、こちらは雑多な印象を持つ。

「話には聞いていたが、迷子になりそうだな」

　久しぶりに聞いた壬氏の声だった。阿多は気付いていたようだが、他の者は壬氏だと気付いていない。翠苓はもしかしたら気付いていたかもしれないが、どちらにしろ口に出すことはなかった。

　麗しの君がすぐ近くでずっと旅をしていたと知ったら、里樹妃はどう反応するだろうか。婚約者候補としてでるか、それとも異母兄、いや叔父として見るか。

　壬氏はようやく頬ほおの火傷やけどを洗い落していた。ひと月近くそんな化粧をしていたためか、染料が頬に沈着している。それを気にするようにこすっていた。

　西都は祭りの雰囲気を醸し出していた。すでに、他の重鎮たちや他国の使者は入っているのだろう。

　市が立ち、爆竹の音が鳴る。乳白色の壁と赤褐色の瓦かわらが見える、その隙間を縫うように日よけの布がはためいている。肉屋には鶏の他に羊がつながれていた。屋台には香辛料がたっぷりかかった料理が多く目移りしそうになるが、一行は水源近くにある屋敷を目指す。

　家の素材に惜しみなく木材が使われているというだけで、この屋敷が有力者の家だとわかる。水源の傍そばのためか、緑が多い。幅広の葉の植物は少なく、見慣れない植物が多い。立派な門の前には、柔和そうな主人らしき中年とその従者たちが待っていた。

　壬氏が、次に阿多が馬車から降りた。壬氏の登場に皆、目を丸くしている。同行者すら驚いているのだから、本当に気付いていなかったのだろう。

　そこにはきらきらしい、麗しの貴人が立っていた。

「ようこそ、遠路はるばるおいでくださいました」

　猫猫は、人の顔になぜか懐かしさを感じた。優しげな目元に親近感がわく。

「長をやっている楊ヨウ玉ギョク袁エンでございます」

　ずいぶん砕けたもの言いだが、それが嫌味に聞こえなかった。

「娘がお世話になっております」

（あっ！）

　ようやくこの中年が何者か気付いた。髪も目も黒いが、その雰囲気は玉葉后によく似ている。

「長旅のあとに長話もなんでしょう。部屋には湯ゆ浴あみの準備をしております。ゆっくりなさってください」

「それは助かる」

　壬氏はそれだけ言うと、屋敷の中へ入っていき、猫猫もそれに従った。




（いいのかな？）

　猫猫は自分が案内された部屋を見て驚いた。確かに皇弟の従者であればないがしろにできないのはわかるが、猫猫が通されるには分不相応な部屋だった。

　床に毛足の長い絨じゅう毯たんが敷き詰められている。手触りから毛の他に絹も混ぜてあるようだ。寝台は天蓋付のものであり、刺し繍しゅうが丁寧に施された帳カーテンがかかっている。卓テーブルには玻は璃り製の杯が置いてあり、銀の持ち手がついている。乾燥棗なつめが籠かごに盛られていて、さながらそれは異国物語絵巻の挿絵のようだ。

（あとで金とられやしないだろうな）

　そう思いつつ、実をかじった。水分が抜け甘みが凝縮されている。美味しいがちょっと甘すぎるので、一つにとどめておく。

　屋敷を探索したいところだが、勝手に動いては怒られるだろう。今日はとりあえず個々で食事をとり休めとのご命令である。

　晩餐や宴は明日から数日にわたって行われるようだ。昼は会合と大忙しである。お偉いさん方は、疲れた身にも気付かずなんでも宴で歓迎するように思えるが、さすが玉葉后の父上だ。そういう配慮はちゃんとしてくれる。

　しかも、風呂までしっかり用意してくれていて、素直に感謝した。水はここでは何より貴重だろう。大理石の一枚岩で作られた風呂には多少気遅れしたが。

　風呂上りに露台バルコニーに出る。濡れた髪はすぐ乾燥しそうだが、埃ほこりっぽくなりそうだな、と戻ろうとしたときだった。

（!?）

　なにか話声が聞こえてきた。きょろきょろと左右を見渡してもそれらしい人影はない。どうやら隣の部屋が騒がしい。

（おやおやまあまあ）

　せっかく壁が厚い部屋なのに、窓を開けっ放しでは丸聞こえでなかろうか。そう思いつつ、猫猫は露台バルコニーの手すりから身を乗り出す。出で歯ば亀かめもいいところだ。

「なんであんたがここにいるのよ！」

　ふむ、女の声だ、まだ若い。しかし、隣の部屋は確か里樹妃の部屋だった気がする。

「……」

　ぼそぼそと声が聞こえるような聞こえないような気がする。里樹妃が喋しゃべっているのかもしれない。

「だから、なんなの？　私の邪魔をする気！　いつもいつもそう」

　女は里樹妃をまくし立てているようだ。これだけはっきりと悪意を示しているといっそ心地よい気がする。しかし、その後、ぱあんと引っぱたく音が聞こえてきた。

　猫猫は露台から部屋に戻ると、そっと廊下側をのぞいた。

　隣の部屋からしゃなりしゃなりと音を立てそうな娘が出てきた。口元を団扇うちわで隠し、つんとしている。外で待っていた侍じ女じょたちがゆっくり頭を下げる。二人は娘の後ろについていき、残り一人は部屋へと入っていく。わざわざ喧けん嘩かのために人払いをしていたのはいいが、窓は閉めたほうがいいと忠告すべきだろうか。

　猫猫は出ていった娘が廊下を曲がり見えなくなるのを確認すると、里樹妃の部屋の扉を叩いた。扉を開いたのは、部屋に戻った侍女で、さっきの娘たちではないと知ると少しほっとした顔をした。

「入ってもよろしいですか？」

　中の里樹妃に聞こえる声で言った。侍女が小走りに部屋の奥へと戻ると、またこちらに戻ってきた。

「お入りください」

　あの侍女頭はいないと聞いていたが、今回ついてきた侍女はずいぶん事務的だった。

　里樹妃は椅子に座って待っていた。しかし、奥にある寝台が乱れていることから、あのあと布団にもぐりこんでいたらしい。枕が少し濡れているし、髪型も少し崩れている。顔を少し背けているのは、猫猫と視線を合わせないようにするためではなく、叩かれた頬ほおを隠そうとしているのだろう。赤く熱を持っているようだ。

「お見せください」

「……」

　叩かれたのがばればれだとわかると、里樹妃は大人しく顔を上げた。

「水を用意していただけませんか？」

　猫猫は事務的な侍女にそう命じた。侍女は怪け訝げんな顔をしていたが、

「先ほどは簡単に席を外しましたのにね」

　と、嫌味を付け加えると部屋を出ていった。

　猫猫は里樹妃の前に立つと、顎あごを持った。頬は熱を持っているが、そのうち引くだろう。

「念のため、口の中を見せていただけますか？」

　少し恥ずかしそうに里樹妃が口を開く。白い歯が順序よく並び、口の中も切れていない。

（おや？）

　珍しいな、と思いながら、口の中をじろじろ見ていたら、里樹妃の表情がどんどん微妙になっていく。申し訳ないと、のぞき込むのを止める。

「ずいぶん乱暴な方のようでしたが、どなたか聞いてもよろしいですか？」

「異母姉です」

　里樹妃の父である卯ウ柳リュウは、里樹妃の母の死後、すぐ後妻を家に入れた。後妻は元々父親の妾めかけで、異母兄姉がすでにいたという。そして、その姉がさっきのだそうだ。

　元々両親は、はとこ同士で、卯の一族の本家である母の家に、父が入った形となる。子シの一族と似たような家族構成だが、違うのは正妻の娘である里樹妃の扱われ方だ。すでに母方の祖父母はおらず、卯柳が実権を握っている。自分はすでに妾と子を作ったというのに、妻の不貞を疑い里樹妃をないがしろにするところがなんだか小者っぽい。

　もし皇帝の隠し子ならそれはそれで儲もうけものだと考えないのだろうか。そして、あの様子だと姉のほうは甘やかしているようだ。

「もしかして、父親がどうこうというのは、あの姉君から聞いたのですか？」

「……」

　無言が肯定を示していた。

「盗賊の件で言葉を濁していたのもそういう心当たりがあったのでは？」

　妹に嫉しっ妬とし、暗殺者を送る。考えたくないが、可能性がまったくないとは限らない。

「……それはよくわかりません」

　ただ、嫌がらせはかなり受けていたと思われる。そう表情が語っていた。

　今日は食事を各々部屋でとると言っていたが、どうだろうか。猫猫はこんな提案をしてみた。

「今晩の食事はご一緒させてもらってもいいですか？　あと阿多さまもご一緒にと、お声をかけてみましょうか」

　阿多の名を聞いて、曇っていた顔が一気にぱあっと晴れあがる。阿多は断らないだろうし、そうすれば毒見ができる。もし、盗賊をけしかけるような類の人間なら、食事に毒くらい混ぜこむだろう。

（本当は誰の子だか知らないけど）

　当人に責任はないゆえに、これは可哀そうだと思った。その程度の善意くらい猫猫にもある。




　阿多は快く食事の件を引き受けてくれた。食事を一か所に運んでくれと頼むと、気を利かせた料理人が部屋を用意してくれた。円天井に色付玻は璃りが張られた部屋だ。西方から取り寄せたと思われるそれは、明かりをつけるとまるで宝玉のように美しく輝いた。

「なかなかだな」

　阿多が顎あごを撫なでながら頷うなずく。里樹妃は目をきらきらさせていた。猫猫は何を入れたら玻璃があんな色になるのだろうと考えていた。

「こんな場所を使っていいのか？」

　阿多の質問に料理人はにっこりした。

「昔はお嬢様が皆で食事をするのに使ったものですが、ここ数年使うことはめっきり減ってしまいました」

　お嬢様というと玉葉后のことだろうか。

「元々、異国の神を祀まつっていたものを移築したもので、それが気にならなければ。もちろん、異教徒などこちらには通っていませんから」

　なるほど、不思議な感じがする。この国では異教徒を排はい斥せきすることはないが、だからといって布教を強く押されても困るのだ。

「あー、私は気にせん」

「阿多さまがよろしければ……」

「あの玻璃はどうやって作っているんでしょうか？」

　その返事にほっとした料理人は給仕に食事の準備をさせる。部屋は綺麗に掃除が行き届いており、意地悪な姑のごとく埃ほこりがないか確かめたが、指先は綺麗なままだった。

　阿多は翠苓も誘ったらしいが断られたという。妙に翠苓のことがお気に入りだ。それにしても、女だらけだというのに阿多と翠苓がいれば二対二の見合いのようにも見えたかもしれない。

　廊下の向こうでなにか悔しそうにこっちを見ている影があった気がしたが、気にしない。

　三人で美味しく異国情緒あふれる料理を楽しんだ。




「それでは私はここを片付けますので」

　食事を終えた後、猫猫はそう言って阿多と里樹妃を先に帰らせた。阿多の部屋は里樹妃の部屋の斜め前なので、その途中であの意地悪なお姉さまにからまれることはないだろう。

「私も手伝うぞ」

「いえ、給仕を呼んでくるだけですので」

　食事を運び終えたら、ゆっくりお喋しゃべりがしたいということで、阿多が給仕を下がらせたのだ。ほぼ話していたのは阿多と里樹妃だけで、猫猫は相あい槌づちだけで終わった。内容は旅の途中の話や、ちょっとした思い出、西都のにぎやかさなど。たわいもない話がとても楽しいらしく里樹妃は終始にこにこしていた。

　玉葉后の実家は広い。給仕を探してうろうろしているうちに迷いそうになった。

（確かここを右だったよな）

　そんなことを考えつつ歩いていると、後ろから気配を感じた。猫猫が歩くと、足音が聞こえ、止まると聞こえなくなった。後ろを振り向いてみた。

「……」

「……」

　気まずそうな馬バ閃センと目があった。

「どうしたんですか？」

「いや、なんでもない」

　この男、嘘うそは苦手だ。わかりやすく目をそらしている。

「迷いました？」

「……そ、そんなわけないだろう」

　どうしよう、こんなんで壬氏の側近がやれるのだろうか。見ていて面白いくらいだ。ここで追及しても意固地になりそうなので、なかったことにしてあげよう。

「では、せっかくなので部屋まで送っていってもらえませんか？　離れまで距離がありますので」

「仕方ないな」

　確か馬閃の部屋は隣の離れだ。そこまで一緒に行けばさすがに迷わないだろう。手のかかる相手である。手を煩わずらわせる相手に対して猫猫も話題を振るなど、気を利かせたりしない。無言でひたすら歩くかなと思われたが、馬閃が話しかけてきた。

「なあ、里樹妃とはどんな人物かわかるか？」

　かつかつと足音が響く中で、ぼそりと言った。

「そういうことなら、壬氏さまに聞いたほうがいいかと」

「それができないから、困っている」

　真剣な表情で馬閃が返す。

（なるほどねえ）

　馬閃は今回の会合が壬氏の嫁さがしも踏まえていることを知っているようだ。そして、候補として比較的わかりやすい里樹妃の探りを入れていると。

「どうといわれましても」

　性格は臆病で泣き虫、まだいろいろな面で幼いが、よく言えばすれていない。その幼さに好みはわかれるが、基本的に可愛らしく保護欲はそそられる。

「……本当にそうか？」

「なぜ、そんなに疑うのですか？」

　目をすわらせた馬閃は腕組みをしたまま、猫猫にこっちへ来いと手招きをする。回廊をはずれ、庭園の岩に隠れる。寒いのでさっさと済ませたい。

「壬氏さまも、父上もその名を聞いたとき、しぶっておられたからな」

「なにをですか？」

　しらばっくれているが、皇帝の隠し子という噂うわさを知っていたら口を濁そう。

「家柄については、最近でしゃばっている卯の一族なのが気になるけれど、断るほどでもない。いや、むしろ……」

「いえ、一人ぶつぶつ言わないでください」

　普段、自分がやっていることを棚に上げ、猫猫は唸うなる馬閃に言った。

「……誰にも言わないな？」

「それなら別に聞きたくありません」

「おい、ここまできたら言わせろ」

　そう言って、馬閃は猫猫の耳元でささやく。

「里樹妃を下賜する話が出ている。相手は壬氏さまだ」

「おやまあ」

　実は知っているので、驚きは淡白だ。それが馬閃は気に食わないらしい。

「大変な事態だと思わんのか？」

「いえ、他人の心配をするより、私が行き遅れなもので」

「そういえばそうだな」

　それで納得するので、この男はもてないのだなと猫猫は思う。

　壬氏と里樹妃。年齢的にはちょうどいい。壬氏は数え二十歳、里樹妃は十六歳だ。見た目的には壬氏がやや老け……、いや大人びているが十分許容範囲内だ。

　壬氏は皇弟、今は玉葉后の皇子が東宮とはいえ、皇位継承権はまだまだ高い。里樹妃は加えて競争率の激しい主上の後宮にいるより、一人も妻帯していない壬氏のほうがまだいい。

　将来、国母になれずとも、宰相の妻になれるだろう。もちろん国中の女、くわえて一部の男を敵にすることになろうが。安あん全ぜん牌パイというには十分出来過ぎた相手である。

　権力者というものは、結婚を割り切らねばならない。白パイ鈴リン小姐が推奨する自由恋愛なるものは幻想ファンタジーに等しい。

　たとえそこに近親婚という影が隠れていたとしても、実質そうだとしても異母兄弟なら問題ない。健康上、できれば避けたいところだが、この男はその事情までは知るまい。

　表向き、今回の最有力候補と見ていい。

　猫猫は隣にいる人物をじっと見る。壬氏の乳兄弟である馬閃もそんなことはわかっているだろう。しかし、その心中にはなんとも言えないもどかしい気持ちがあるらしい。

　端的に言ってしまえば。

（小姑根性）

　美しく有能なお仕えする貴人にふさわしいかどうか、この目で確かめたいらしい。

「父上は、あまりいい顔をしなかった」

　それで不安になったようだ。

（まあねえ）

　高順なら壬氏や里樹妃の出生について何か知っているかもしれない。

　壬氏からしてみると、里樹妃自体は可も不可もなかろう。顔は愛らしいし、あと数年すればもう少し大人びてくる。有能とはいえないが、下手にでしゃばることもしないだろう。ただ、その縁戚関係がちと面倒くさくなるだけだが、それはどこから嫁をもらっても多少あることだ。

「もしかしたら、なにか欠陥があるかもしれない」

　馬閃が鼻息を荒くして言った。

（欠陥とかいうなよ）

　聞く人が聞けば、袋叩きにあう台詞だ。

「そんなに気になるなら、直接見にいけばいいじゃないですか？」

「えっ？」

「確かに人見知りで、今回、殿方の前に出るときは紗ヴェールをずっとかぶっていますけど、慣れてくれば少しずつ話しますよ」

　現に、翠苓の前では話すようになっている。翠苓を男と思っているようで、直接話しかけることはないが。里樹妃が翠苓と面識がなくてよかった。後宮で何度かすれ違ったことがあるかもしれないが、記憶には残っていないようだ。

「大体、阿多さまの馬車を助けたのは、馬閃さまたちでしょう？　それを恩に着せて、阿多さまと一緒にいるときを狙って近づけばいいでしょうに」

「あ、ああ……」

　なんだか煮え切らない返事だ。気まずそうに少し目を背ける。

「しかし、女性というものは……、私のようなものを怖がらないものだろうか？」

（はあ？）

　何を言っているのだろうか。よくわからない。

「むしろ貞操を狙われていたのに？」

「黙れ！」

　白鈴小姐のことを思い出したらしく、顔を真っ赤にしている。興奮して声を張り上げていた。その声が大きかったのか、誰かに気付かれたようだ。かつかつと足音が近づいてきた。

　馬閃が慌あわてて猫猫の口を押さえる。その力が強く、猫猫は思わず変な声が出そうになった。

（いや、騒いだのはあんただろうに）

　猫猫は白けながら、大人しくしていた。

「誰かいるのですか？」

　丁寧な口調が聞こえてきた。相手は複数のようでどんどん近づいてくる。馬閃におさえられたまま心の臓の音が間近に聞こえた。

（こいつ、けっこう莫ば迦か力だ）

　苦痛に顔を歪ゆがめて、早く終わらないかと猫猫は思った。

　暗闇でよく見えないが、三人組の男たちみたいだ。その中の一人が近づいてくる。ちょうど岩を間に置いて猫猫たちの前までやってきた。

「気のせいでしょう？」

　男はそのまま立ち去ろうとした。しかし、聞き覚えのある声に思えた。

「そうか？　それにしても、馬閃はどこへ行ったんだ？」

「!?」

　馬閃の心臓が跳ね上がった。ばきっと木の枝を踏みつぶす音がした。

（あーあ）

　そこにいたのは、馬閃を探していた壬氏だった。そして、それを手伝っていたのは、丸眼鏡の羅ラ半ハンと三十路前の優男、陸リク孫ソンがいた。










十四話　西都　二日目







　翌日、猫マオ猫マオを呼び出しにかけたのは、羅ラ半ハンだった。

「いやはや、言ってなかったな」

　狐目くせ毛の男は、茶をすすりながら言った。隣には柔和な顔をした陸リク孫ソンが座っている。ここは屋敷の四阿あずまやで、傍そばに水源オアシスがあるためか、ひんやりした風が入ってくる。構造として涼しく過ごすための工夫が凝らされているらしい。

「私もこちらに呼ばれている。いくつか理由はあるが、なんというか商談があってな」

　数字のことであればこの男が飛び付かないわけがない、適材適所だろう。そして、もう一人のこの男がいる理由は──。

「上司が都を出たくないそうで代わりに来ました」

「へえ、使えない上司ですね」

「猫猫、おまえのそういうところは嫌いじゃないが、この場ではもう少し考えておこうな」

　珍しく羅半がまともなことを言った。わかっている、だから今丁寧な口調を心掛けている。

　どうやら昨晩、あの後いろいろ大変だったようだ。もう遅かったので、猫猫はすぐ部屋に帰されたが、いろいろあったらしい。とりあえず面倒くさそうなので無視スルーした。とりあえず馬バ閃センにつかまれた箇所が赤くなっていたので、それを冷やすほうを優先した。

　その壬ジン氏シと馬閃だが、今日は昼に会合があるらしい。こちらは政まつりごとに関係する会食が主メインで実に腹の探り合いが面倒そうだ。后を娘に持つ玉ギョク袁エンが相手なのも大変そうだが、そこに国の外の連中がやってくるとなればさらに気が重かろう。

「ところでお話というのは？」

「それがな」

　羅半は眼鏡をくいっと人差し指で上げた。懐から一枚紙を取り出す。そこには細い筆で人相書きが描かれてある。

「これは……」

　女の絵だった。まだ年若い娘といっていいもので、端正な顔をしている。それだけならわからないが、注釈に『赤い目、白い髪、白い肌』とある。そうなると、思いつく人物なら確実に一人いる。

「白パイ娘ニャン々ニャンなら、一緒に見たでしょう」

「ああ、見たな」

　だけど、ともう一枚、紙を見せる。

「誰？」

　今度は男の人相書きだ。しかし、絵と実物は違うし、なにより猫猫は興味がない人間の顔はあまり覚えようとしない。つまりわからない。羅半は二枚の人相書きを横に並べる。

（ん？）

　なんだろう、思い出せそうで思い出せない。もしかして見たことがある人物だろうか。

「数日前、この男を見つけた」

「はい、間違いありません」

　断言するのは隣にいた陸孫だった。

「陸孫殿は、人の顔を一度見たら忘れない」

「これしか取り柄がないもので」

　照れくさそうに陸孫が言った。確かに武官には向いてないように見える。しかし、他人の顔をまったく判別できないあの変人軍師の部下なら、そんな特技を持っていて損はないだろう。そんな才能を見抜けるのは本当に人とは思えないあの変人片眼鏡モノクルである。

「いつのことだ？」

「二日ほど前さ。見つかるとは思ってなかっただろうね。荷馬車の荷を運び入れる下男のような真似をしていた」

　しかも。

「砂シャ欧オウの商人の荷なんだよな」

　砂欧、この国の西の砂漠地帯をこえた先にある国だ。南部に山地があるほかは、三方をより大きな国に睨にらまれた立地となっている。確か、昨年来た二人の女特使はそこの出身だったはずだ。

　そして、その特使の片方は子シの一族と飛フェイ発ファの取引をしていた。

　猫猫の顔が曇る。

「……それ、まずくないか？」

「普通に考えるとまずいだろうな」

　都でいろいろやらかしていた輩やからが、今、他国の商人の中に混じっている。しかも、白パイ娘ニャン々ニャン関連は、他に阿あ片へんを持っており盗賊とつながっていた可能性も浮上している。

　政治に疎い猫猫でも、他国がそんな相手を囲っているとあらば、まずいことくらいわかる。

「しかも、砂欧は、そのお国柄、不可侵な場所としてある」

　つまり、罪人として捕まえようとしても、こちらが勝手に動くわけにはいかない。

「普通、手を出したらだめだろうに」

　この国までわざわざやってくる商人なら、それが国とは別に動いているとは考えづらい。

「それがなんとも言えないから困っている」

　所詮、証言したのはその物覚えがいい部下一人だ。たとえ本人がそう発言しても、見たのが一人だけというなら見間違いもあると、周りは言うだろう。都に通達しようにも、ここからどんなに早馬を飛ばしても十日以上かかる。その返信を待てば、さらに倍だ。

　そして、その結果、猫猫にまわってきたらしい。

「それで？」

「宴に参加してほしい。そのために部屋もちゃんと準備していただろ。今のおまえは、羅ラの一族の姫君だ」

「……」

　猫猫の表情を見て、羅半が眉を寄せる。

「いや、そんな歯は茎ぐきをむき出しにするな。誰が見ているかわからないから。ほら、陸孫殿も引いているだろ？」

「私はなにも見ておりませんゆえ」

　陸孫は何ごともないように青い空を眺めている。けっこういい性格をしているのかもしれない。

　つまり大切な商談、その例の男が本物かはさておき、それを理由には断ることはできない。でもなにかあっては困る。もしその男が本物なら、あの白娘々も一緒だろうか。そうなれば、錬金術あるけみいで作られる未知の毒を盛られる可能性もある。もしくは麻薬かもしれない。もっと違うことを画策しているかもしれない。

「気になるだろう？　珍しい毒にあえるかもしれないぞ」

　なんという卑怯な手を。そう言って猫猫を引っ張るというのか。

「上手く捕まえたら、その毒がどんなものか調べていいぞ」

「……」

「気にならないならそれでいいんだがな」

　猫猫がため息をついたのを見て、羅半はにっこり笑った。ああ、そうだ、了承した。だが、ただで了承するのは腹立たしい。何か代わりに得るものはないだろうか、もちろん、駄賃は貰もらうが。

　ふと、里樹妃のことを思い出した。

「他人の顔を見たら忘れないと言いましたよね？」

　猫猫は陸孫に向かって言った。

「ええ、面白みもない特技ですが」

　空から視線を戻し、陸孫が言った。

「では、顔で血縁の、親子の判別などできませんか？」

「判別ですか、それはなんとも」

　似ていない親子でも身体のどこかに、親のそれを引き継ぐ部分がある。それを見いだせないかと思ったが。

「あくまでそれは私の主観になりますし、なによりもっと明確な理由がなければ、根拠とは言えないでしょう」

「そうだな」

　羅半も同意する。猫猫は恨めしそうに羅半を見る。

「なら、なにかないのか？」

　この男も他人とは違う世界が見えている。それくらい役に立ってほしい。

「私に見えるものを根拠にしたところで、たぶん誰も納得しないだろう？」

　もっともなことだな、と猫猫は思った。判定基準が明確でなければ、それが本当でも実証することはできない。親と子で受け継がれる身体の特徴はいろいろあるが、それらがすべて合致することはないし、あくまで可能性である。せめて納得できる内容なら問題ないのだが。

「お力になれず申し訳ありません」

「いえ、お気になさらず」

「あと、差し出がましい話ですが」

　少し躊ちゅう躇ちょして、陸孫が続ける。

「一度、羅ラ漢カンさまの屋敷に来ていただけませんか？」

「……その件については、言わないでいただけますか？」

　陸孫という男が悪い人間には見えないが、触れていい所と悪い所がある。猫猫の顔が不機嫌に歪ゆがんでいる。

「申し訳ありません」

　陸孫はゆっくり頭を下げると、「そろそろ仕事がありますので」と四阿あずまやから出ていった。

　羅半は微妙な顔で猫猫を見る。

「来る気はないか」

「さっきの話、やっぱ断るぞ」

　陸孫がいなくなった手前、より口調も荒くなる。

「ああ、もう機嫌を損ねるな。西の商人との商談の品とか欲しくないか？」

　物で結局釣るのか、もちろん欲しいに決まっている。猫猫が黙ると、羅半はじっと猫猫を見る。何か考えているようだ。

「なあ、そういえば」

「ああ？」

　つい態度が悪くなったとしてもご愛嬌である。給仕に用意してもらった茶を口にする。

「昨晩、馬閃殿とのことは何もないらしいな」

　ここで口に入った茶を噴きかけないだけ、猫猫は大人だったということだろう。一気に茶の苦味が増した。ごくりと飲みこんだ。それのどこが親子と関係あるのだろう。

「馬閃さまは、童て──」

「ああ、言わなくていい。言わなくていいから。可哀そうなことばらすんじゃない」

　そうだ、失礼した。一応態度を見てわかるが、年頃の男というものはそれを隠しておきたいものだろう。恥ずかしいのであれば、白パイ鈴リン小姐が優しく教えてくれるだろうに。上質な筋肉を好む小姐に気に入られたのだから、甘えてしまえばいいのに。

「よからぬことを考えてないかい？」

　羅半が目を細めている。

「なんのことだか」

　白鈴小姐の部屋に押し込めようなんて考えていない。

「そうか、なら……」

　羅半はとんでもないことを言った。

「皇弟殿に頼んで、子種を胎はらにつけてもらう気はないか？」

　茶の残りをかけても問題ないだろうか。一応、余所よそさまのお宅なので我慢する。

「……」

「どうせおまえはためしに産んでみたいだけで、子どもには興味なかろう。皇弟の子なら、僕がちゃんと養育するし、おまえは好きなようにやればいい。別に正妻になれというわけではなく、何度か間違いがあればそれでいいのだ。こちらとしても跡取りができて万々歳だ」

「おまえが作れよ」

　どすのきいた声で猫猫は返した。

「どうしても理想の相手がいなくてな」

　おそらくその理想の相手とは、壬氏をそのまま女にしたような傾国の美女だろう。そんなのそこらにぽんぽん落ちてはたまらない逸材である。

「皇弟殿は実にもったいない、あの傷が残ってなお、それをこえる美しさのものがいないとは」

「いっそ、おまえが大事なもの切り取って女の胎をうえつけてみたらどうだ？」

「……できるのか？」

　真顔の羅半が怖い。猫猫が否と答えると、少し残念そうに俯うつむいた。正道ノーマルだが、性転換については問題ないらしい。その基準がよくわからない。

　壬氏はだめでも壬氏の子を誰かに産ませてしまえば、それと似たものができると考えて言ってみたのだろう。特徴のない猫猫の顔なら壬氏の特徴は多く残るかもしれないし、理由をつけて引き取ることができるだろうし。

　あと跡取りといっても娘ならどうなるといえば。

「責任を持って生涯養うから安心しろ」

　つまり、育て上げて嫁にすると言っている。気が長すぎる話だ。

　幼女趣味ロリコンと罵りたいところだが、それだけ壬氏の顔に執着しているのだろう。欠片かけらでも似ているだけで、極上の美女になるはずだと信じて疑わない。どうしようもなくだめなので、誰か知り合いにいい人いないかと言われても、こいつだけは紹介しない。絶対しない。

「ということで頼んでみてくれ！」

　期待に満ちた目を猫猫に向ける。猫猫は茶を飲み干すと、羅半のつま先を踏んづけて四阿あずまやを出た。




　部屋に戻ると、仕立屋が来ていた。羅半が用意したのだろうか、着物の微調整をしたいとのことで、すでに着物は用意されていた。少し変わった装飾の着物で、どちらかといえば西方風の装飾服ドレスに近い裳スカートをしている。

「さて、お嬢様、お着替えなさってくださいまし」

　真っ赤な紅をつけた仕立屋に何着も合わせられた。あのけちな羅半にしては大盤振る舞いではなかろうか。

　半時いちじかんは着せ替え人形にされた。

　終わって帰ってもらうなり、猫猫は寝台に横になる。すると、卓の上に何か置いてあるのに気が付いた。上質の桐箱だ。

（これをつけろってか）

　帯留めでも入っているのかと、中を開けるとそこには銀色の簪かんざしがあった。一瞬、ここにあるはずもない銀簪が返ってきたと思ったが違った。

　月と花、芥子けしを形作った美しい簪だった。美しいのだが、芥子とはどういう意味なのかと猫猫は笑い、なんとなく頭に着けてみた。不思議と頭にしっくりきて、そのままつけていたのは猫猫らしくなかったかもしれない。




　その夜は、都からやってきた重鎮たちと大広間で食事だった。宦かん官がんだった頃は情欲を持つか、もしくは侮蔑の目で見ていたお偉いさん方が壬氏に我先にと酒を注ぎに行っている姿を見ると思わず鼻で笑いそうになった。

　猫猫は、すでに座っている羅半の隣、その半歩後ろに座る。女が同席することも嫌う風潮だが、一応、猫猫は客人として扱われている。奥に壬氏がいて、その隣に玉ギョク袁エンが座っている。その斜めの席に中肉中背の中年が座っていた。

「あれがあれだ」

　羅半は曖あい昧まいな物言いだが猫猫にはそれで何を言っているのかよくわかった。卯ウ柳リュウ、里樹妃の父だ。妃に似ていると言えば似ている、似ていないと言えば似ていない。念のため、羅半を見る。それを察した羅半だったがもっともな返事をくれる。

「誰と誰を見ろというんだ？」

　そうだった。里樹妃のことはあまり公にすべきじゃない。迂う闊かつだったと思うが、羅半もすぐさま察したということはそういう噂うわさは宮廷内でもあるのだろう。

　それに、後宮を出たのが特例というわけで、里樹妃は殿方の前では顔を出さずに紗ヴェールを被っている。顔を出すのは禁忌というわけではないが、できるだけ避けているのだろう。この夕食の席でも、里樹妃はいない。代わりに卯柳の傍に若い女がいて、ちらちらと壬氏を見ていた。着物の系統と団扇で口元を隠す仕草から先日里樹妃をひっぱたいていった異母姉だと気が付いた。

　異母姉は父親の袖をひっぱり何かを話している。すると、卯柳は可愛い娘のためだろうか、壬氏のほうを向き、娘を紹介しようと話しかけている。

（……）

　異母姉の御趣味はごく一般的な面食いのようだ。正直、猫猫としては男女同席した夕食は奇妙に思えた。こういうお偉い方が集まる席で猫猫も肩書きは羅半の親類になっているとして、一緒にいていいのかと思っていた。こういう思惑があったのだろう。

　他のところも考えることは同じなようで、いつ壬氏に娘を紹介しようかうずうずしている。屋敷の主である玉袁はすでに娘が后であるため、ずいぶん寛大なご様子だ。むしろ壬氏の様子を窺うかがって楽しんでいるようにも思えなくない。さすが玉葉后の父君だ。

　給仕の女たちも壬氏の美貌を見て、ほうっと顔を赤らめているが、仕事は忘れていない。酒杯が空にならぬように気を配っていた。

　皿が空いたら次の料理をよそっているが、あいにく、高官たちはあまり手をつけない。特に卯柳など炊いた米と骨付きの羊肉に手をつけただけで、あとは酒のおかわり以外断っている。

　羅半は、魚料理が気に入ったらしく、そればかり食べている。心なしか料理人たちがほっとしているように見えた。

　猫猫も魚をいただいた。塩漬けにされた青魚で、それで保存をきかせていたのだろう。少し変わった臭いがするが、たぶん発酵臭で腐敗ではない。都で新鮮な魚を食べ慣れた身としては、ものたりないかもしれないが、羅半には羊肉より臭みが気にならずよかったのだろう。

　猫猫は気にせずまんべんなく食べる。他の高官の娘たちは、紅が落ちぬよう果実酒をちびちびと舐なめる程度だが、知ったことではない。服だけは一応、そこそこ良い品を着せてもらったが、そうでなければどこの下女が混じったのかと追い出されていただろう。何度か物好きな官が「羅半殿の妹御ですか？」と世辞めいた挨あい拶さつをしたが、口に鶏煮込みの汁を付けた顔で挨拶をしたら苦笑いされた。あとで変人一族だと影口を言われるだろう。

　食事には変なものは入っていない。宮廷料理と違い、大皿をいくつも置いてそれをよそっていく方式だ。入れるとすれば、給仕が直接毒を仕込むだろう。

（どういう食事形態になるのだろう）

　宴というが、着物の形を見る限り、猫猫の知っているものと違いそうだ。おやじから西方の宴は料理が主メインではなく、踊りを楽しむものだと言われたがどういうものかよくわからない。なにしろ、想像がつかないので毒見をしろと言われても、難しそうだと猫猫は思う。

　誰が食べるのかわからない分、それをよそう使用人たちに目を配らないといけない。あと、どんな食材があるか知っておかないと、香味野菜を毒草と間違えかねない。そんな感じで、料理の味と見た目を覚えながら食べる。

　もっとも、実際宴の際は「できるだけ食うな」というのが基本だ。準備する玉葉后の父上には悪いが、それが一番無難である。

　もぐもぐ食べていると、そっと酒杯が置かれていたりするので気が利く使用人だな、と見ていると、隣に座っている男が置いていた。どうやら酒を使用人に注がれたのはいいが、本人は飲まないらしい。

「ありがとうございます、陸孫さま」

　気が利くのは、優男だった。

「敬称は無しでお願いします、猫猫お嬢様」

『お嬢様』という言い方をしたところで、猫猫は思い切り顔を歪ゆがめてしまった。しかし、訂正するのも腹立たしいのでこういう条件を出した。この男にはどういう接し方をすればいいのか本当につかめない。

「では陸孫で」

　申し訳ない気もするが、お嬢様呼びは勘弁してもらいたい。それに納得したらしく、陸孫は笑う。

「では猫猫で。私はそれほど強くないので、飲んでいただけるとうれしいのですが」

　そう言われると、遠慮しないわけがない。

（酒に変なものが入っていては困るからな）

　猫猫は、杯に口をつける。葡萄酒で、それほど酒精アルコールは強くない。水を飲んで口の中を一度元に戻してから、次の料理を取ろうとする。

　使用人たちは、猫猫のことを後回しにするので、自分でとるしかない。合席が珍しいのであって本来、女はもっと影に隠れているのが常識だ。

「こちらでよろしいですか？」

「ありがとうございます」

　猫猫がとりたかったものを差し出してくれたのは陸孫だった。

　無駄にあの変人軍師についているだけじゃないようだ。気の配りようが半端ないからこそ、あの男についていけるのだろう。陸孫は、たびたび使用人を呼び止めながら、あれをとってくれ、これが足りないと指示している。

　一見人使いが荒いようで、その視線は使用人の顔や体型に向かっていた。

（覚えているのか）

　猫猫が使用人の顔を覚える必要はないようだ。こちらの男に任せておいてひたすら料理と食材の味を覚える。

「美しい簪かんざしですね」

「そうですか？」

　社交辞令も付け加えてくれる男だ。猫猫は、桐箱の中から取り出した簪をつけっぱなしにしていたことを思い出した。派手ではないが、良い造りをしていると素人目でもわかる。目利きのお嬢様方がたまに猫猫の頭をのぞきこむ真似をしたと思ったが、それが理由かもしれない。

（あとで売ろう）

　そんなことを考えていた時だった。

　がしゃんと食器が割れる音が聞こえた。音のする方向をみると、怯おびえた女中と手を振り上げた卯柳がいた。

「いらぬといっておろう」

「……す、すみません」

　女が怯えながら皿を片付ける。皿は弾かれ、壁に当たって割れたようだ。中の具材が散らばっている。

（もったいない）

　せっかく用意した魚料理を食べてもらいたかったのだろう。気持ちはわからなくもないが、使用人としては出過ぎた真似だ。周りも呆気にとられている。それに気付いたのか、卯柳が表情を和らげた。

「いやはや、失礼いたしました」

　卯柳が周りに笑顔を振りまいたが、ちらばった菜おかずは元の皿には戻らない。あまりいい噂うわさを聞かない男だが、この行動はいささか短慮すぎるのではないかと猫猫は思った。

　玉袁は、髭ひげをいじり違う使用人に耳打ちをしている。折せっ檻かんを受けるか、首になるかどちらかだと思う。玉葉后のお優しい気性が父上似であることを願うしかない。










十五話　宴　前編







　政まつりごとというものは面倒なもので、片道二十日以上かかる土地に行って滞在するのは五日だけということだ。その五日間の間にいろんな行事を盛り込まれるため、やんややんやとお偉い方は忙しそうで、対して猫マオ猫マオにそれらしい仕事はなかった。滞在中は、自由に観光などできそうにないので、庭の植物でも観察しようかと思ったときだった。部屋の扉を叩く音がする。

（誰だよ）

　開けると、目を細めた女が部屋の前に立っていた。名前は知らないが、里樹リーシュ妃の異母姉である。両側にお約束のごとくとりまきを引きつれている。

「なにかご用でしょうか？」

（里樹妃の部屋は隣だぞ、間違えんな）

　本音を口にしない程度に大人な猫猫を見て、異母姉殿はわざとらしく「ぷっ」と笑った。大変腹立たしい見下した笑いはどこから来ているかと思えば、猫猫を見た感想らしい。

「ご挨あい拶さつをと思いまして。同じ名前持ちの一族として、今後、お付き合いがあるかもしれませんので」

　名前持ちという言葉に、猫猫はぴくりと頬ほおを引きつらせた。今回だけとはいえ、親族扱いされるのが腹立たしい。

　そんな猫猫に対して、異母姉はちらちら猫猫の頭を見ている。

「昨晩は、素敵な簪かんざしをさしておりましたね」

「そうですか、あいにく私には物の価値がわからないもので」

（そんなとこ見てるんだ）

　お姫さま方は本当に目ざとい。市場で売り払ったら足がつくな、と販売先を考える。

「今宵の宴では、どのような格好で来るのか楽しみにしております」

　ふわんと孔雀くじゃく羽の団扇うちわで口元を隠しながら、異母姉は帰っていった。

　ご挨拶ではなくて視察だろうか。こんな西の辺境にやってきた娘など、そんなにいない。昨日の晩餐を見る限り、それでも壬ジン氏シとつながろうと何人かいたが。

　ゆっさゆっさ揺れている臀でん部ぶを見る限り、里樹妃とはあまり似ていない姉だ。もし、異母姉と似ていたら、不義の子などと疑うこともなかろうに。

　しかし、もし里樹妃の父が本当に皇帝なら、もっとうまく立ち回れないものかと思う。正直、使い道はかなり有用ではないかと腹黒いことを考える。

　さて、朝っぱらから無駄に莫ば迦かにされたので、気を取り直して庭に出る。貴重な水源オアシスを利用した庭は、この乾いた土地で権力を示している。とはいえ、無駄なものだとは思わない。それに、玉ギョク葉ヨウ后の父君である。無駄な贅沢をするようには見えない。翡ひ翠すい宮きゅうの女官たちを思い出す限り、その点の教育はしっかりしていた。

　どんなものがあるかといえば──。

　庭の一画に、奇妙な植物が生えている。見たこともない葉とも茎ともいえぬ植物に、猫猫は目を丸くする。表面を見ると、蝋ろうを塗ったように艶つやがあり、細いとげが何本も生えている。[image: ][image: ]アロエに似ているが、もっと団扇うちわのような形をしている。猫猫は興味津々で手を伸ばす。
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「やめておけ、とげが刺さると取りにくいぞ」

　男とも女ともわからない声が聞こえた。奥を見ると、男装の麗人がしゃがみこんで、この奇妙な植物を観察していた。翠スイ苓レイだった。翠苓の横には、若い男が一人、付き従っている。一見、侍従のように見えるが、実際は監視だと猫猫は知っている。ここに連れてこられていることさえ不思議なのだ、それでも甘い処置だろう。

　翠苓は、猫猫と同じ薬くす師しだ。考えることは一緒で、珍しい草花があればつい調べたくなるのだろう。

「で、どんなもので、どのような使い道が？」

「仙人掌さぼてんというそうだ。遠い西の地で見つかったもので、乾燥に強いので試験的にこちらで育てているらしい。実や茎が食用になる」

　ほうほうと、猫猫は感心する。この様子だと、翠苓はこちらに来てずっとここに張り付いているのだろう。手には帳面があり、筆記用具でその姿形を写し取っている。

「薬になるものはありますか？」

「そこまではわからない。[image: ][image: ]に似ているなら、いろいろ使えそうだがな。この奥に植えてある」

　お付の男はずっと黙って猫猫と翠苓の話を聞く。これらを一字一句忘れないように聞き取って、後程、上に報告しているのかもしれない。

（別にやましいことではない）

　話しているのは薬のことばかりだ。

「[image: ][image: ]があるのでしたら、少しもらえないでしょうかね？」

「火傷やけど薬でも切らしたか？」

「いえ、携帯食が続いていたものですから、腹の通りが悪くなりまして」

「……なるほど」

　見た目は美青年だが、一応、猫猫と同年代の娘である。女子の腹の具合もわかるはずだ、お通じの話である。健康面を中心に割り切っているので、下手な恥じらいがなく話しやすい。そういう点では、翠苓とは気が合う。

「それでは、里樹リーシュ妃に食べさせたほうがいいかもしれない」

「ほう」

　確かに、猫猫すら体調を崩すのだから、箱入りのお姫さまにはさぞやつらかっただろう。厠かわやに向かうのでさえ、気を使っていかないことも多かっただろうに。阿アー多ドゥオとともに行動しているだけあって、里樹妃の健康に気を使っていたようだ。

「ここらであれば、[image: ]奶ヨーグルトあたりに混ぜるといいだろうな」

　乳を発酵させた食品は、確かに整腸作用がある。

「あっ、それはどうかなと思います」

「なぜ？」

　なぜといえば、里樹妃は食べられない食品が多い。青魚で蕁じん麻ま疹しんが出来てしまう体質だし、蜂蜜も苦手としている。乳製品はどうか知らないが、慣れぬものを食べさせるとお通じがよくなるどころか、腹を下しそうである。現実に、この屋敷に来た当日の夕ゆう餉げは、慣れぬものを避けて食べていた。

　翠苓はそれを聞いて、眉間にしわを寄せる。実に面倒くさいのはよくわかる。庶民に生まれていたらおそらく七つまで生きられなかっただろう。

　よくぞまあ、この長旅をがんばったものである。褒めて頭でも撫なでてやるべきだろうか。やめておこう、猫猫の柄ではない。

　猫猫もまた、翠苓と同じように帳面と筆記用具を用意する。翠苓が熱心に描きとめるだけあって、それは図録のどれにも載ってないものばかりだった。しばらく、黙々と二人は作業を続ける。監視の男は欠伸あくびもせずに、何を考えているかよくわからない笑顔で見ていた。

（こういうとき糞くそ餓が鬼きがいたらよかったな）

　趙チョウ迂ウのことだが、絵だけは上手かった。上手いが絵で食っていけるとは、猫猫は思っていない。今は、年端もいかない餓鬼がやたら上手い絵を描いているので、皆、珍しくて買っているのだろう。そのうち飽きられる。

　その前にどんな道を進ませようか、考えてしまう。

（いっそ春画家にでもするか？）

　模範モデルはいくらでもいるのだから、と不ふ埒らちなことを考えていると、遠くから何か唸うなるような声が聞こえた。

「……なんでしょう？」

　獣かなにかだろうか、ぞわぞわと鳥肌が立つような鳴き声だった。鳥たちが驚いてばさばさと飛び立った。

「西の方たちが、面白い手土産を見せてくれるようです。前は、象という生き物を連れて来たとか」

　口を出したのは、監視の男だった。

「象ですか」

　猫猫は絵巻で見たことがあった。やたら長い鼻を持った大きな生き物だ。象ぞう牙げなら細工として見たことあるが、生きた本物はもちろんない。女帝の時代に献上されたことがあったらしいが、猫猫が生まれる前に死んだという。

「あれも象でしょうか？」

「いえ、おそらく、虎か何かではないかと」

　さすがにそこまでわからないらしい。それにしても、生きた虎を連れてくるというのか。虎は毛皮や薬の形でなら見たことがある。美しい縞模様の敷物や、生殖器をもとにした精力剤だ。あの精力剤はよく効いていた、と猫猫は思い出す。どれだけ効いたかといえば、白パイ鈴リン小姐が、翌朝満足していたと言えばどれくらいかわかるだろう。あの小姐相手に果てなかったということだ。

「今宵の宴で、お目見えするのではないでしょうか」

「それは楽しみですね」

　世辞ではなく本気でそう思った。音楽や舞は猫猫にはあまり興味がないが、生き物というものは面白い。猫猫はすこし胸を高鳴らせて、帳面にさらさらと虎のらくがきを描いた。その様子を監視がにこやかに見ている。

「下男が仙人掌さぼてんの果実水ジュースを用意してくれたようです。いかがでしょうか？」

　その言葉を断る理由などなかった。




　果実水をいただき、ぽつぽつと翠苓と話をしているうちに、昼過ぎになっていた。翠苓と話していると、時折、子シ翠スイを思い出す。異母姉妹であった二人は、母親の確執はともかく仲がよかったのだろう。少なくとも、子翠は懐いていた。一族を滅ぼしても、子どもたちと姉だけは助けようとしていた。

　あまり思い出すのはやめておこう。深く考えると思考が停止してしまう。

　部屋に戻ると、羅ラ半ハンがよこしたであろう者たちが待っていた。その手には、仕立て直された服や装飾品などがあった。派手な化粧をした女が、地味な猫猫の顔を見るなり、にやりと笑う。猫猫はびくっと後ずさりをした。

　いつも思うことだが、飾り立てられるというのは、実に精神を削られる。




　お偉いさん方を惜しげなく詰め込んだ宴とやらは、西方の形式に合わせて立って食べるらしい。色々な料理を卓子テーブルの上に並べて、各々好きなように皿を持ち、料理をとるという。

（毒盛り放題じゃねえか）

　正直、こちらでは慣れぬ様式だ。でも、そのほうがやりやすい点もある。

　一つ、なぜかこの方式では、男女組になって出席するのが習わしらしい。基本は、妻や恋人を連れて行く場合がほとんどらしいが、いない場合、姉妹や親戚を連れていくこともあるという。羅半は『妹』という肩書で、猫猫を皆に紹介しようとしたが、こちらが羅半のつま先をすりつぶすように踏みつけていたので親類でおさまった。

　一つ、相手が毒を盛りやすいけど盛りにくい。誰がどの料理を食べるかわからないので、任意の人物の暗殺には向いていない。もちろん、無差別なら関係ない。

　一つ、毒見しても違和感がない。横に付き添って、ぱくぱくつついていればいい。そうなるとちょっと図々しいようにも見えるので、羅半はさらにご丁寧に猫猫を十五の食べ盛りだと年を誤魔化した。猫猫は表情を変えないまま、無事なほうの羅半のつま先をすりつぶした。

　食べても食べなくてもいいという方式なら、皆、食べないでもらいたいがそれでは客人にとって不快だろう。

「なにか起こるのかねえ」

「あくまで備えとしてだ」

「ふーん」

　楽なような、面白くないような顔で猫猫は答える。

「それにしても……」

　じろじろと羅半が猫猫を見ている。

「馬子にも衣装にもなってないな」

「うるさい」

　猫猫は重い裳スカートを引きずっていった。食事が西方式ということもあって、服もまたそれに似た雰囲気に合わせている。さすがに全く同じものを用意することはできないが、その影シルエットだけでも似せようと、腰回りに裳を膨らませる骨組みを入れている。西方の衣装ドレスはその上、腰をぎゅっとしめ、胸を半分見せるように強調するものだが、あいにく、そんな立派な肉はなく破廉恥に見えるので上半身は大袖を着て、腰回りだけぎゅっと帯で締め上げている。

　髪も多少つけ毛をして、豪華に盛っているが素材が素材だ。元よりそれはよくなったはずだが、周りにもっと立派な比較対象がいる。薔薇ばらや牡ぼ丹たんの中に、ぺんぺん草が混じったようなものだ。

　唯一、銀細工の簪かんざしだけはそんな似合わぬ格好の中に落ち着きを出しているのが救いだ。

「安心しろ、蒲公英たんぽぽ程度にはなっている」

　なぜだろう、そういうことでは察しがいいのが、この従兄弟殿である。

「……」

　羅半を半眼で睨にらみながら、会場の中心に向かう。

（天井が高いな）

　最初に思ったのがそれだった。広さもかなりあるが天井が高い。これだけ開放感がある造りは王都でも珍しかろう。

　一部、吹き抜けになっており、天井にはこの地方特有の織物が幾重にも垂れ下がっている。足元は土足なのに、毛足の短い絨じゅう毯たんが敷き詰められていた。これも特産品だろう。土がつくのがもったいない。

　玉ギョク袁エンの屋敷から少し離れたところにある宮だ。昔、戌イの名を冠した一族が作った宮で、贅の限りを尽くしてある。それが原因か、数十年前に名をはく奪され滅ぼされている。女帝の怒りを買ったそうだ。

　本当にいろんな逸話を持っている恐ろしきお人がいたものだと、猫猫は思う。それを祖母に持った帝みかどは、大変苦労していることだろう。

　会場にはすでに多数の客が集まっていた。お偉い方の隣には、娘と思しき着飾った女たちがいる。どれも、その目はきらきらどころかぎらぎらしている。大本命こと壬氏はまだ会場には来ていない。

　里樹妃は来ていた。顔に紗ヴェールを被ったままなので、かなり目立つ。目立つが表に出ないと、彼女は仕事を果たしたことにならないだろう。相手はどうしたものかと横を見ると、男装したままの阿多が立っていた。

（……）

　あれだけ堂が入った男装なら、相手が女で、しかも現帝の元妃だとわかる客人はごく少数だ。しかも、父と子ではなく、兄妹として回りから見られているようだ。女たちに話しかけられている。

　さすが、後宮で長年女官たちの偶像アイドルをやっていただけのことはある。

　羅半は抜け目なく挨あい拶さつをする。猫猫も簡単に挨拶をした。

「おや？　どこの御息女かと思ったぞ」

「ご冗談を」

　羅半よりよっぽど気が利いた世辞を言ってくれる。里樹妃は、羅半の前なので阿多の後ろに隠れたままだ。装飾服ドレスは派手過ぎず、地味過ぎず年相応のもの、阿多の服と揃いの色をつけているので、一緒に合わせたのかもしれない。

　香だけは、いつもつけているものを使用している。場の雰囲気に酔わないようにとの配慮かもしれない。もう少し話したいところだが、向こうは向こうで忙しかろう。それに、羅半は西側とのつながりを強めるほうが本題である。

　黒髪に混ざり、金色や茶色、赤い髪が混じっている。目の色も明るく、骨格も違う。

　西せい戌い州しゅうでは、西との混血が多いが、ここにいるのは西からわざわざやってきた要人たちだろう。さっそく、とび色の髪をした男女二人組が羅半に話しかけていた。

（まったく聞き取れないな）

　猫猫もかじる程度なら異国の言葉を覚えているが、実際、話すのは違う。それに、西方といっても言語はいくつもあり、猫猫が覚えているのはさらに西方の言語だ。

　羅半はといえば、片言ながら話している。変人だが、できることはできる奴だ。

　簡単に挨あい拶さつして、世辞程度に猫猫に対して言及したあと、二人組は行ってしまった。

「とりあえず手当り次第食べていていいか？」

　猫猫にできることはそれくらいしかなさそうだ。あとは、花はな街まち仕立ての薄っぺらい笑みを浮かべることしかできそうにない。

「そこのところは期待していないので、それでいいぞ。酒は飲みすぎるな」

　ちらりと給仕が盆にのせて配る酒が気になっていたのだが、あらかじめ飲むなと会場入りする前に言われている。果実酒が基本で、酒精アルコールもそれほど強くないからいいじゃないかと思うのに。

「……酔わないよ」

「道中で樽たる一つ開けたとか聞いたぞ」

　誰が話したのだろう。壬氏か、それとも馬閃か。猫猫は舌うちをする。

　それにしても、用心にこしたことはないのだが、例の白パイ娘ニャン々ニャンは本当にこちらにからんでいるのだろうか。一応、何かあったときのために使えそうな薬は持ってきたが、役に立つかわからない。

　そして、羅半はといえばいきいきしていた。

「……」

　眼鏡の奥にある狐目が、きらんと光っている。砂シャ欧オウの民は混血が進んでいるので美人が多い。この野郎曰く、美人が構成する数字は美しいというのだ。美人が美しいのではなく、構成する数字が美しいなどとわけのわからないことを言っているが、変人軍師の甥っ子なので、こいつもまた変人である。きっと猫猫には計り知れぬ世界が見えているのだろう。

　しかし、顎あごを撫なでながら、

「あれなら、皇弟殿のほうが整っている」

　などと平気で口にしていることから、女心なるものはわかっているわけがない。

　ふと羅半は猫猫を見る。値踏みするような目は、どうせ整っていない数字を見ているのだろう。

「がんばれば、次の代で綺麗なものが生まれる」

　何が言いたいのか、羅半のつま先をすりつぶした猫猫に罪はなかろう。

　羅半は顔を引きつらせながら、猫猫にただの果実水ジュースを渡す。猫猫は不機嫌なまま彼のあとについていく。

（でかい奴ばかりだな）

　混血が進むと、身長も高くなるらしい。西側の人間は身長が高いという点もあるが、そのほかに、雑種になると親の世代より大きくなるのだろう。人間はどうかわからないけど、植物で近い種同士で、受粉させてみると、その種からもっと大きな個体ができるという。

　余裕があれば、畑でそれを試してみたいな、と思っていたら、いつのまにか回りに壁が出来ていた。

　女が一人と、男が二人いる。

　男二人のうち、一人は通訳のようだが、もう一人は主人というより従者に見えた。あの三人の中で一番偉そうなのは、胸を強調した服を着た美女だった。明るい髪の色に空色の目をした美女だ。身長も高いのに、さらに踵かかとが高い靴を履いている。

「……」

　ちらりと羅半と目があった。

（西の商人とのつながりじゃなかったのか？）

　その女性は商人という感じはしない。というより、猫猫はその顔を記憶していた。青い髪飾りをつけている。金色の髪に透き通るような白い肌。昨年、王都にやってきた女特使の一人だった。赤と青の髪飾りで見分けをつけていた。そのときのままだったら、大人しいほうの特使だろう。

「もっとお話がしたいわ」

　絢けん爛らんな笑いを浮かべていた。女の笑みは怖い。そこになにか蠢うごめくものを感じる。しかし、今回思ったのは、どろどろしたものというよりどちらかといえば……。

（玉葉后と同系統の笑み……）

　商いというより政まつりごとの匂いがした。

（これが本題か？）

　なにが西の商人だ、と猫猫は思いながら、裳スカートをつまんで羅半のあとについていった。




（姶アイ良ラだったっけ？）

　一度だけ聞いた名前を思い出す。興味あること以外とんと覚えの悪い猫猫にしたら上出来だろう。二人の女特使のうちのもう一人。昨年、子シの一族の反乱の際、飛フェイ発ファを流していたと思われる人物だ。相方がそんな真似をしたというのになんという度胸だろう。

　戌イの一族の建てた宮は、西方の建築を真似ており、宴会会場もそれに倣ならっているらしい。大きな広間ホールとともに、客人が個々に休める部屋がいくつも用意されている。密会には好都合だ。もっとも、多くの密会はいわゆる逢引を示しているのだが。

　見慣れぬ弦楽器が音楽を奏でる中、小麦色の肌の踊り子が舞う。そこで何人か抜けたところで気にするものはいない。いたとして、聞くのは野暮というものだ。

（なんでまた、羅半を）

　くせ毛眼鏡の小男と金髪長身美女の組み合わせは、不似合すぎて笑えてくる。その上、同伴者がいるものだから、恋仲と思われることはないという。

（だから選んだのかもねえ）

　以前、王都にやってきたとき、その目的の半分は婚姻だったようだが、それも当事者によってずたずたにされたのもいい思い出だ。それを思い出すと、猫猫はちょっと不安になる。いくらまともな男の格好をして、その上、傷物になったとしても、あの時の月精が壬氏だと気付かれないかと思う。

　たとえ気付いたとしても、それを公言することはできないだろうが。

　薄い磁器の杯カップに紅茶が注がれる。猫脚の卓に猫脚の椅子、天井には派手な照明シャンデリアがぶら下がっている。

「ここの趣味はずいぶん西方かぶれなようですね」

　一見、嫌味にも聞こえそうな言葉だが、そのとおりにしか思えない。羅半としては相手がかなりの美女だけに上機嫌だが、たぶん、頭では壬氏と比べて格付けしているに違いない。

「ええ、そのとおりです。ただ、家具のいくつかは時代遅れかと思われますが」

　綺麗に掃除されているし、家具もしっかりしたものだが、前の主人のころから内装は基本変わっていないようだ。流行から外れるには十分な年月だろう。

　壁は厚く盗み聞きはできまい。通訳の男は下がらせて、部屋には二対二の四人だけだ。

「私などを相手に選んでいただけるのは光栄です。できれば、二人きりで話したいものですが」

　見た目は猫猫の野郎版とも言うべき地味な顔立ちなのに、その歯の浮く台詞はどこから出てくるのだろう。

「それは、お話次第ですわ。らはん様」

　流暢な言葉だが、名前は発音しづらいらしい。そこだけたどたどしい。それを汲くんでか、羅半も遠回しな物言いをしないので助かる。二人の会話は猫猫にわかりやすいものだ。女特使のお付の男は真剣な顔でそれを聞き取ろうとがんばっていた。

「らはん様はここより西の品物に興味がおありで」

「ええ、気にならない者のほうが珍しいのでは」

（借金を返さないとねえ）

　こいつの義父ちちとやらが、娼館で高い買い物をしてから一年がたとうとしている。半分は払ったらしいがもう半分は屋敷を担保にまだ払っていない。あのやり手婆ばばあのことだ、期限を過ぎたら男衆を引きつれて家財道具一切合財売り払い始めるだろう。

「ふふ、それではいいお付き合いができそうですわ」

　そう言って女特使は一枚の紙を取り出した。丁寧になめした羊皮紙で、そこには数字らしき文字が書かれていた。

　羅半の目がさらに細まった。

「面白い話ですが、これで互いに利益になると？　確かに私としては申し分ない価格だと思います。ただ、こんな話を持ちかけられたのは初めてですよ。しかし、穀物をそちらまで持って行くとあらば、黒字に持って行くのは難しいかと」

「でしょうね。私もこんな話を考え無しにしているわけではないですよ。海路を使えば、大量に輸送できますし、何より今後、我が国で小麦や米の価値は上がりますから」

　そう言って今度は地図を取り出す女特使。

（政治のことかと思いきや）

　金の話だった。いや、政治にもつながっていそうな気もするが、猫猫にはよくわからない。正直、興味ない。欠伸あくびをしそうな顔でぼんやりして、仙人掌さぼてんの使い道についてでも考えていると、とんでもない言葉が耳に入った。

「もうすぐ我が国に、虫が災いを持ってきますから。北の災いを」

「!?」

　思わず卓を叩きそうになり、寸前で手を止める。だが、その動きだけで、猫猫が興味を示したのは明白だった。

　北、砂欧の北にあるのは北亜連だ。壬氏たちが懸念していたことが、こんなところでつながってくるとは。

　にやりと女特使が笑った気がした。そして、こう告げる。

「この話、うまくいかないようであればお願いがあります」

　眉をきりっとさせてこう告げる。

「私たちが亡命できるように、手伝っていただけませんか？」

　問題とは積み重なる。それを猫猫は再び実感した。










十六話　宴　後編







「さて、どうしようか」

　のん気に言ってのける羅ラ半ハンは、眼鏡を押し上げながら頭を回転させていた。こやつにとって、女特使が言った『亡命』という言葉より、どう商談を上手く動かそうか考えるほうが面白いらしい。商談とは金の流れ、物の流れ、数字にまみれた世界は彼にとってなにより面白いものだろう。

「どうするんだ？」

「どうするも何も、面白い話だったじゃないか。あっ、一応は話すよ。それが目的だろうからね」

　簡単に言ってくれると猫マオ猫マオは思う。虫が災いを運ぶ、それはどう考えても蝗こう害がいを示しているようにしか見えない。穀物の価値が上がるというのは、それによって食糧危機が起きることを示している。あの女特使は砂シャ欧オウの出身だ。姶アイ良ラとかいうもう一人の女は、子シ一族とつながっているし、向こうも向こうで一枚岩ではないのだろうか。

　亡命とはいささか想像をこえた話だった。

　猫猫は他人のことで頭を悩ますなんて嫌だ。しかも、国などという大きな話はまっぴらだ。だというのに、こうして巻き込まれているのはどういうことだろう。どうせなら羅半だけ呼べばよかったのに。

（もしかして気付かれたかな）

　猫猫はあの特使とは初対面ではない。薄明りの中だが、一度顔を合わせている。しかし、覚えていたとしてももっと他にやり方があったろうに。

（こちらとの関係を出せたらそれでよかったのかも）

　そうなると、猫猫が周りに話すこともまた計算に入れているのかもしれない。何かに対するけん制のために。そんな駆け引きを猫猫は好んでやろうとは思わない。それよりも、場内はどうなっているのか見てみる。大体、怪しい奴らがいるかもしれない、とか言いながら、こうして密談をして離れていたら意味がなかろうに。

　戻ると、立食の雑談風景から一転していた。

「ここも西方式か」

　音楽とともに、男女が向かい合い、踊っていた。踊るといっても、芸人が舞うような派手なものではなく、ただ楽器の韻律リズムに合わせて会場をくるくる回るものだった。男女二人で来いというのはこれがあったためだろう。

（足を踏みそうだ）

　絶対やりたくないなあ、と猫猫は思った。そして、羅半を見る。

「安心しろ、私もあれは無理だ」

　こういうところでは気が合ってよかった。

　余所よそを見ていると、人だかりができている箇所がある。なにかと思えば、その中心に見覚えのある美丈夫がいる。壬ジン氏シが囲まれており、宦官時代に嫌というほど見た天上の笑みを浮かべていた。その隣では、馬バ閃センが顔を引きつらせている。

（完全に人事失敗だよな）

　こんな場所で馬閃が役に立つはずもなく、近づいてくる若い娘にたじたじとなっている。

（あの莫ば迦か力ぢからなら、緊張して踊りも上手く踊れないだろうな）

　猫猫は一昨日掴つかまれた手首を擦る。まだ、少し赤みが残っている。

　男女二人組というなら、なぜ、あの二人があぶれているのか、そこを聞きたい。

「阿アー多ドゥオさまが意地悪なさったようだ。あの方が殿方役をやれば、自然と余るだろう？」

「なるほど」

　里樹リーシュ妃を壬氏が連れていくと、一応、馬閃も名前持ちなので、阿多とともに組んでも、違和感はあるが無理というほどではない。

　しかし、壬氏たちに悪いが里樹妃のことを考えると、阿多が殿方役をやったほうがよいだろうと思った。あの意地悪な異母姉に何をされるのかわかったものではない。寝所に蠍さそりを放り込むことくらいやるだろう。

（そういや蠍さそりの素焼きって持って帰れるかな？）

　生きた踊り食いというのもあるらしいので試してみたいが、玉ギョク袁エンの屋敷でもここでも試せそうにない。帰る前になんとか試さなくてはと思う。

　道中では、あいにく、蠍、毒虫の類はほとんど出くわさずに済んだ。翠スイ苓レイが虫除けには手を抜かないのだ。猫猫としては、一匹くらい出てもよかったのに。

　羅半はぶつぶつと顎あごに手を当ててじっと計算ばかりしている。

「なにか面白い話でも聞けたようですね」

　丁寧な声が聞こえていた。上を向くと、柔和な笑顔の陸リク孫ソンがいた。片手には玻は璃りの杯を持ち、それを猫猫に渡す。匂いを嗅かぐと、ほんのり酒精アルコールの匂いがした。

「ありがとうございます」

　猫猫は一杯くらいいいか、と飲み干した。さっぱりした酸味の果実酒だった。ぺろりと舌を出してしまうくらい美味だった。ほんのり口の中で泡がはじける感覚がした。

「これは美味しいですね」

「ええ、西の商人が持ってきた酒ですよ。貴重なもので、それが最後の一杯です」

　にこっと笑う陸孫。なんだか嫌な予感がする。

「ちなみに私は飲んでおりません、ということで」

　猫猫は手首を掴つかまれた。いきなりのことで唖あ然ぜんとし、そして、皆がくるくる回る会場へと引っ張り込まれた。羅半と違い、優しい掴み方だった。

「一曲だけ踊っていただけませんか？」

　柔和な男という印象から食えぬ男へと変貌した。

（あっ、やっぱ、変人の部下だ）

　猫猫は、かろうじて薄皮一枚かぶっていた猫を剥はぐと、ひどい顔を見せた。

　それを見て、陸孫は笑い出しそうになる。口をぷるぷるさせて顔を伏せて噴き出すのをおさえている。

「話には聞いておりましたが、本当に」

「誰に聞いたかわかりませんが、早く終わらせましょう」

「一曲終わるまでですから」

　猫猫はたどたどしい動きで、一応周りの真似をする。相手の足を踏まないようにするだけ、猫猫には理性がある。ここで相手が羅半だったら、終わる前に足の指がつぶれてなくなっているだろう。

「わざわざ皇弟が貴方あなたをこちらに連れて来た理由は知っていますか？」

「私は、使い勝手がよいそうで」

　陸孫は猫猫の手を握り、腰に手を当てている。そういう踊りが西方風なのはわかるが、王都では考えられないだろう。場の雰囲気というのは不思議なもので、ここではそれが当たり前のようになっている。

「ええ。でも、貴方はもう少し自分の価値をわかったほうがいいと思いますよ」

　丁寧な口調で、陸孫は言う。

「羅ラの名前は、それだけで宮廷内で力を持ちます」

「私は花はな街まちで生まれた卑しい身分です。ただの薬屋です」

　陸孫にはっきり言う。この男がどこまで知っているのかどうでもいい。だが、猫猫にとってそれが真実だ。

「それならそれでいいでしょう。ただ、これだけは一つ」

　陸孫はにこりと笑い、そっと横を向いた。彼の視線の先には、人だかりがあった。その中心にいる美丈夫がじっとこちらを見ていた。

「貴方も第三者ではないのを忘れないでください。その頭にささっているものの意味もお忘れなく」

（簪かんざしのことか？）

　そう言って陸孫は猫猫の手をとった。そして、ゆっくり指先を顔に近づけると唇をつけた。
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（気き障ざだな）

　旅芸人が冗談めかして妓ぎ女じょにやっていた仕草を思い出した。曲が終わると、即座に壁際へと移る。羅半はまだぶつぶつ計算していて、陸孫はどこかへ消えてしまった。ただ遠くから突き刺さる視線を感じたが、今は無視した。陸孫の唇が触れた指先を軽く拭うと、周りを見る。

　壁際にぽつりと座った娘を見つけた。紗ヴェールを付けた姿から、里樹妃だとわかる。彼女の周りには誰もいない。

　里樹妃は一点を見ていた。

　その先にいるのが、中年の男で酒杯を揺らして談笑していた。近くにいるのは、あの異母姉だ。自信満々の笑みを浮かべている。

　もし、父親が彼女の母の不貞を疑わなければ、彼女もまたあのように振舞っていたのかもしれない。今のようにおどおどした気弱な娘に育たなかったかもしれない。

「阿多さまはどちらへ？」

　猫猫は里樹妃に近づき、そして、「うっ！」と思わず鼻を押さえた。里樹妃が猫猫に気付き、その反応に震えている。きっと、紗の奥では泣きべそをかいていただろう。

「……どうしたのですか？　その匂いは？」

「……ぶつかってきた人の香水瓶がこぼれてかかってしまい」

　ふんわりと豊かな衣装の生地は、それを吸い取ったようだ。独特の香しい匂いが周りに充満している。香水の中には獣の生殖器を材料とするものがある、薄めることでよい香りがするのだが、あまり濃いとつまりその手の匂いもする。その手とは排泄物の臭いだ。

「阿多さまは、それで部屋を手配しに」

「なるほど」

　里樹妃は、これだけ匂いが強いと動き回れないと、待っていたようだ。給仕にでも言いつけて用意してもらおうとしたが、たまたま周りにはいなかったらしい。

「香水をぶつけた人は？」

「その人も探してくれているみたいです。ここで座って待つようにと」

　壁際の料理が並んだ卓の傍そばだ。皆、冷えた料理にはもう関心がないらしく、踊りや見世物や談笑を楽しんでいる。

　猫猫は、卓の上から肉を数枚取ると皿に載せた。冷えた肉だが、味はいける。紅が落ちるのも気にせず、ぱくぱくと口にする。

「お食べになられては？」

「……いただきます」

　この手の肉料理なら、先日の晩餐でも口にしていた。冷えているが、何もすることがないということで皿を受け取る。

　舞踏ダンスも一区切りしたところで、場内に奇妙なものが運ばれていた。屈強な体つきの男たちが、大きな四角いものを荷車に載せて持ってきた。白い布がかぶさっている。

（あれは？）

　猫猫は目を見開いた。

　男が布をはためかせると、中の物がお目見えする。ぐるぐると低い鳴き声が響いた。とび色の毛並とそれを際立たせるような鬣たてがみが輪郭の周りを覆っている。香箱を組んでも、その大きさが人の何倍もあるかわかった。

（虎じゃなかった）

　その生き物に縞模様はなかった。

（獅し子しか）

　実物は見たことがない。あるのはその毛皮だけだ。薄っぺらい毛皮と違い、生きたそれは圧倒される。たとえ、重厚な檻おりの中にいても、その中でさらに鎖がはめられていたとしても、その恐ろしさは空気を伝ってくる。

　巨大な猫の顔に大きな襟えり巻まきをしたその生き物は、不機嫌そうに周りを見ていた。

（ぞくぞくするな）

　猫猫は、巨大な襟巻猫をじっと見る。毛並は猫のそれよりずっと荒かったが、生きたものはどうなのだろうと思った。同じ巨大猫の虎は、薬の材料になるのだから、あの獣も同じように使えるのだろうかと、食い入るように見る。

　興味津々の猫猫とは対照的に、里樹妃はぶるぶると震えていた。獅子が唸うなる声が響くたびに、身体をびくっと反応させる。臆病な妃には刺激が強すぎるらしい。

（食われるわけでもあるまいし）

　いや、檻から逃げ出せば襲いかねないが、そんなことにはならないよう十分気を付けているはずだ。

　獅子を連れて来た男たちは、皿に生肉を盛ってきた。獣が狭い檻の中で起き上がり、隙間から大きな前足を出してみせる。

「どなたか、餌をやってみませんか？」

　見世物として持ち込まれた獅子は、このために餓えているらしい。肉が食いたくて、ぐるぐると鳴き涎よだれと長い舌が口からはみ出している。

　興味津々の数名が前へと出る。肉を棒に突き刺し、恐る恐る檻へと近づける。獅子は前足で肉を叩き落とす。叩き落とされた男は、驚いて尻もちをつき、場内が沸く。

　獅子をもっと近くで見せるためだろうか。肉を一枚与えるごとに、移動していく。獅子は薄い肉が一枚ずつしかもらえないことが不満のようで、低い唸り声をあげる。

「移動しましょうか？」

　獅子が近づくたびにびくびく震える里樹妃を見て猫猫が言った。このままだと、獅子が目の前にやってきたとき、驚いて魂こん魄ぱくが抜けてしまうかもしれない。しかし、里樹妃は動こうとしない。

「このまま見ていますか？」

「……ったの」

　蚊の羽音のような声で里樹妃が言った。

「は？」

「腰が抜けてしまった、……の」

　紗ヴェールの隙間から見える耳じ朶だが真っ赤だった。ああ、わかってたことだ。こういう妃だというくらい。猫猫は特に笑いもせずに、さっさと阿多を探すかと、周りを見ていたときだった。荷車で運ばれる獅子が唸うなりだした。ちまちました肉のやりかたに腹が立ったのか、と思ったがそれとはまた少し様子が違う。鼻をひくひくさせたと思うと、檻おりにぶつかった。

　屈強な男たちが暴れる獅子の鎖を引っ張る。しかし、落ち着くことはなく、むしろそれでさらに興奮したようだ。何度も檻にぶつかり、そして──。

　鈍い音とともに、檻が壊れた。格子の一本が折れ、そこから身体を乗り出してくる。二本目がまた折れると、獅子は檻から自由になった。折れた格子が獅子の身体に弾き飛ばされて、毛もう氈せんの床に転げ落ちた。

「おい、おさえろ！」

　今更言っても遅かった。鎖を持った男たちは飛びだす獅子の力に耐えきれなかった。勢いよく檻にぶつかり、一人の鼻が陥没した。残りは手を離さなかっただけ優秀だろう。だが、引きずられ押さえつけることはできない。

　その間、数秒とかからなかった。しかし、猫猫には意外なほど長い時間に感じられた。気が付けば、胸元に詰め込んだ薬包みを投げつけていた。

　おやじから、人間というものは緊張が高まり過ぎると、時間の感覚が遅く感じられるものだと教えられたことがある。今、まさにそれであった。

　獅子は猫猫に向かって走ってきた。興奮し血走った目は身体の感覚を鈍らせる。走って逃げることが正解で、なにか投げつけるなんてことは時間の無駄だったはずだ。そして、その考えに至って走ろうとしたら、ぎゅっと誰かに袖を握られていたことに気付いた。

（畜生）

　最悪だった。腰を抜かしたままの里樹妃だった。振り払えばたやすく払える握り方だったろう。そうすればよかったのに。

　気が付けば、猫猫は無様に里樹妃と一緒に転がっていた。無駄なあがきといわんばかりに、卓の下に潜り込む。

　獣の前足が一度振られたら、卓の足ごと猫猫たちは裂かれてしまうだろう。瞬きさえできない里樹妃はじっと獅子を見ていた。転がったことで、頭からかぶっていた紗が取れてしまった。ただ、呆然とする顔はその近づく死を待つしかできないようだ。

　だが、身体を真っ二つに引き裂く爪はやってこなかった。

　皆が動けない、獅子の身体だけはゆっくり動いて大きく前足を上げたのが見えた。ただ、獅し子しと猫猫たちの間に影が映り込んだ。

　その手には、折れた鉄格子が握られていた。

　獅子の前足が振り下ろされる前に、その鉄格子が獅子の鼻を思い切り潰した。そこに躊躇ためらいもなにもなく、ただ、人も獣も同じ箇所の急所を一撃で狙う潔さがあった。鈍い音とともに獅子の血が宙を舞う。格子が粉々に砕けて、鉄片が舞い散る。

　短くなった格子はさらに躊ちゅう躇ちょなく、獣の眉間に叩きつけられた。握る箇所を残し砕けた格子を見て、それを持った人物はあっけらかんと言う。

「脆もろいな」

　その声は、旅の間に聞き慣れたものだった。それは鉄格子に対して言っているのか、それとも鼻を潰され転がる獅子に言っているものか、判別しづらい。

　猫猫は毎度思っていた。なぜ、この男が壬氏の従者として仕えているのかと。もっと、適任者はいるのではないのかと。

（どうりで）

　数日前に掴つかまれた手がまだ痛い。あれでも、あやつにとってはまだ手加減したほうなのだろう。

　盗賊をとらえた際、手足がぽっきりと折られていた。

　自分のことを怖がらないかと、心配していた。

　壬氏は、盗賊退治に一人でも問題ないと言っていた。

　ようやく、その理由が今わかった気がした。

「早く、今のうちにおさえろ！」

　あっけらかんとした声の次に響いたのは、美声だった。上に立つものが放つその声に反応した獅子使いたちは、鎖を建物の柱に巻きつける。新しい鎖を持って、鼻を潰された獅子を雁がん字じ搦がらめにする。

　ぽいっと、鉄くずとなった格子を捨てた男は、眉間にしわを寄せていた。そして、卓の下にしゃがみこんだ。

「御無事でしょうか？」

　それを言ったあとで、猫猫がいることに気が付いた奴はあからさまに嫌な顔をした。最近つくづく思うが、この男にとって猫猫は守るべき女子の範はん疇ちゅうには入っていないらしい。

　しかし、隣に別の娘がいたので、一瞬でその顔色は変わった。

「……」

　獅子を鉄棒で殴り倒したのは馬閃だった。馬閃は顔を赤く染めて無言でいた。いつもの猫猫以外の女性に対しての反応かと思ったが、それにしては間が長い。

「……」

　そして、目に涙をためた里樹妃もまた顔を赤くしていた。獅子への恐怖で先ほどまで顔を真っ青にしていたのに。なぜに、そう夕暮れの空のように色が変わるものかと猫猫は思った。

「……」

　猫猫も無言だった。ただ、違うのはその顔色はいつも通りのもので、ただ居心地の悪い空気を感じ取っていた。

（えっ、ええーっと）

　どういうことだろうか。

　顔を真っ赤にさせた二人の間にいる猫猫は、ただ、自分がその世界から弾き飛ばされていることだけは実感できた。

　なにが言いたいかといえば。

　後こう宮きゅうで流行していた絵物語の最終回は、定番のように男女が一緒の挿絵である。そして、そこにお邪魔虫はいてはいけないことになっている。

（空気読めよ）

　紙の村で見た地主の娘とやぶの甥を思い出した。あやつらも空気が読めていなかった。

　幸か不幸か、その居心地の悪い空気もすぐさま消えた。

　獅し子しがおさえこまれ、新しい檻おりに詰め込まれたところで、騒ぎ出す一団がいた。

「おい、医者を呼べ！　怪け我が人にんだ」

　怪我人と聞いて、猫猫は卓の下から出た。里樹妃はまだぼうっとしているようで、猫猫が離れたことに気が付かないらしい。阿多が駆け寄ってきたのを見て気兼ねなく離れる。

　獅子を取り押さえた男たちだろうか、と来てみたらそこにいたのは頬ほおに擦り傷を作った卯ウ柳リュウだった。

「お父様、しっかりして、お父様」

　里樹妃の異母姉が悲劇の女主人公ヒロインばかりに父親にすがりついている。

（いや、大したことないだろ？）

　猫猫は呆あきれた顔をしてその場を去ろうとした。

「なんなのよ！　獣一匹倒すためにお父さまに怪我をさせるなんて」

　なんのことかと言えば、馬閃が獅子を倒す際に砕けた鉄片が卯柳の頬にかすったらしい。

「お父様が怪我したのよ！　責任をとってもらわないと！」

　父親想いというより、周りに父想いの自分を強調アピールしているようで滑こっ稽けいだった。さて、問題はその父親を怪我させたという相手である。

「それはすまなかったな」

　怜れい悧りな刃物のような声が聞こえた。美しいというものは、同時に恐ろしさを孕はらむことがある。

「私の従者がやったことが気に食わないようで」

　口元だけを歪ゆがめた壬氏が近づいていた。その後ろには、少し呆けた顔の馬閃がいた。その右手を見ると、赤く腫はれていた。鉄格子を握っていた手だった。

「あのままでは、里樹妃が危険だった。従者の不届きは許してもらいたい」

　壬氏は十分下手に出ているだろう。むしろ、娘の恩人のはずなのに、卯柳の態度は煮え切らないものだ。

「そうですか。それでは礼を……」

　その父親の様子を里樹妃は阿多の後ろで見ていた。父親が怪我けがをしたと聞いてうずうずしているようだが、姉がいるせいで近づけないのだろう。

（そういえばまだ、わからないままだったな）

　猫猫は、里樹妃に頼まれたことを思い出す。猫猫にもわからないことはある。旅の途中でわからなかった場合、おやじに文ふみでも出して親子鑑定の方法を聞こうと思っていた。

（親子のつながりかあ）

　ぼんやり卯柳と異母姉を見る。異母姉は、さっきの発言をどう取り繕つくろえばよいかわからず口をぱくぱくさせている。

（あっ、虫歯）

　甘い物ばかり食べているのだろうか。う蝕しょくが進んで黒ずんでいる。もうあの年齢では乳歯ではないので、治すことはできない。これ以上悪くならないように歯磨き粉でも売りつけようか考えていてふと思いつくものがあった。

　気が付けば、猫猫は卯柳の前に立っていた。

「な、なにかしら？」

　異母姉に対してにっこり笑う。

「医者ではありませんが、薬くす師しの真似事ならできますゆえ」

　そう言って卯柳の輪郭をむんずと掴つかんだ。

「!?」

「外傷は大したことありませんね。唾つばでもつけておけば治るでしょう」

「つ、つば!?」

　冗談だ。実は人間の唾液には毒が含まれている場合もあるのでよしたほうが良かったりする。

「でも、口の中はどうでしょうか？」

「あがっ!?」

　おっさんの口をこじ開けた。微妙に口が酒臭い。年齢相応に黄ばんだ歯が並んでいる。それを猫猫はしっかり見る。

　そして、猫猫はにやりと笑う。

「はい、おまけに次」

「えっ？」

　今度は異母姉の口をこじ開けた。

（歯、磨けよ）

　前歯だけでなく、奥歯もけっこうやられている。団扇うちわで口を隠していたが、虫歯を隠すためだったのだろうか。甘やかし過ぎだ。しかし、今はその治療方法について考えているときではない。

　そして、最後に猫猫は立ち上がると、里樹妃の前にずんずん歩いていった。

「はい、ついでに」

「!?」

　無言でびっくりした里樹妃の顎あごをこじ開ける。小さな白い歯が並んでいる。ばあやの躾しつけがよかったのか、こちらはきれいなままだ。

「な、なんなのよ」

　異母姉の言葉を無視し、猫猫は卯柳の前に立つ。

「亡くなられた奥方の歯の数は知っていますか？」

「そんなもの知るわけなかろう」

「そうでしょうね」

　わけのわからない質問をされた卯柳は、猫猫を胡う散さん臭くさそうに見る。

「でも、前歯が一本足りないってことはなかったでしょう？　貴方あなたがたのように」

　卯柳の表情が変わった。

　人間には基本二十八から三十二の歯が生える。一番奥の親おや不知しらずは、人によっては生えないこともある。それでも二十八、しかし、さらに歯が少ないこともある。

　親不知以外の歯が生えないのは大体十人に一人ほどだ。その明らかな理由はわかっていないが、親がそうであれば子もそうなる場合が多い。親が子から引き継がれる形質の一つとして考えてもよかろう。

「面白いことに、卯柳さま、おねえさま、そして、里樹妃も同じ下の前歯が一本足りませんでした。並び方を考えると最初から生えていなかったように思えますが」

　里樹妃の口の中を見たとき妙な違和感があった。それが、これだった。

　歯は健康な生活をおくるために必要なものだ。歯が悪くなり、そこから毒が入り、病に至ることもある。歯が無くなり食事が出来なければ、そこから衰弱していく。

　歯が元々足りない者が一割だとして、三人がたまたまその一割だという可能性はある。ただ、皆、同じ箇所であり、しかも比較的珍しい前歯の欠損だった。

　偶然と言い張るのにはやや都合が良すぎる。

「やはり、親兄弟というものは、なにか同じものを引き継ぐのですね。里樹妃も青魚を食べられない体質ですし。同じく食べられないのでは？」

「なぜそれを？」

　いぶかしみながら卯柳が言った。

「いえ。夕ゆう餉げの際、魚料理をあれだけ嫌っていたものですから。いい年齢した大人が、好き嫌いであんな態度はとりませんよね？」

　給仕が持ってきた料理をぶちまけた姿を思い出す。

「好き嫌いや勘違いで、相手にひどい対応をするなど、この国の高官がするようなことではありませんから」

　猫猫は薄っぺらい笑みを浮かべて、卯柳と里樹妃を交互に見た。

「たまにはもう一人の娘も可愛がってはいかがでしょうか？」

　ちょっと言い過ぎたと思った。でも、ここまで言えば、いくら鈍い相手でもわかってくれるだろう。

（これでいいだろうか？）

　これが猫猫に出せる精いっぱいの答えである。










終　話







（やっぱり寒いな）

　猫マオ猫マオは薄い紗ヴェールを肩にかけて震えた。やはり、酒をもう一杯ひっかけておけばよかったと後悔した。

　建物の中なら熱気に包まれているだろうが、正直煩わずらわしい。鼻を潰された獅子はどうなるのか心配だが、食われかけてまで猫猫は治療をしようとは思わない。たとえ檻おりに閉じ込められて見世物にさせられた可哀そうな生き物であったとしても、襲われかけた身である。なのに、もったいないからと羅ラ半ハンが治療させようとするので逃げてきた。あの男には毛むくじゃらの巨大な猫もまた、美しい数字の羅列に見えるらしい。潰れた鼻がその羅列を乱しているとうるさいのだ。

　ぶるぶる震えながら猫猫は庭の前の長椅子に座る。誰も見ていないのをいいことに、膝ひざを抱え、その上に顎あごをのせる。

　空が広い。月が出ていないため星がきらきらと輝いている。特に輝きの強い星が三つあり、空に大きな三角形を作っている。星の川に阻まれた恋人の星たちだろうか。

（早く終わらないかな）

　こっそり玉ギョク袁エンの屋敷に戻れないか考えていると、後ろから足音が聞こえた。

「従兄弟殿が探していたぞ」

「無視してかまいませんよ」

　混乱のさなか、逃げ出した者がもう一人。

「お仕事が残っているのではないですか？」

　馬バ閃センにおいしいところを持って行かれたが、この男とて少しは役に立っているはずだ。

「俺に過労で死んでもらいたいのか？」

「滅相もない」

　猫猫の返事を胡う散さん臭くさそうに聞くと、仕事を放置してきた壬ジン氏シは猫猫の横に座ってきた。木製の椅子がぎしりと音を立てる。そして、椅子の上に何かを置く。見ると、鉄くずのようだ。

「馬閃も言っていたが、脆もろすぎるそうだ。上質の鉄ならもっと粘りがある」

　鉄の製法にもいろいろある。作り方が悪いと中が空洞になって脆くなるらしい。

「まるで壊れるために作られた鉄だ」

「不穏なことを」

　ただ、猫猫も気になることがあった。あの獅子はまるで狙ったかのように里樹妃を襲っていた。猫猫ではなく里樹妃を狙っているように見えた。

（餓えていたから？）

　それもあろう。

（肉を持っていたから）

　それもあろう。

　だが……。

　それより気になったのは、あの妃にかけられた香水の匂いだった。あれだけきつい匂いだと獣の鼻には十分届いただろうに。

　それに獅し子しが反応していたとしたら──。

「……」

「……おい、黙るな」

　無言の猫猫に壬氏が話しかけた。この男も猫猫が自分から率先して話す性格ではないことくらいわかっているのに、どうして横に座るのだろう。それでいて居心地が悪そうに眉間にしわを寄せるのだろう。早くさぼらずに仕事に戻ればいいのに。

「さっさと戻れとでも言いたいのだろ？」

「いえ滅相もない」

　たまにこの男は猫猫の思考を読んでくるから困る。顔が引きつらないように平静を装う。

「戻ったところで、仕事でなければ女どもに囲まれるだけだ」

「世の中のもてない殿方を敵にする台詞ですよ」

　金も地位も顔もある男は違うのであるよ。月の無い今日のような夜は気を付けたほうがいい。

「近づいてくるのは、皇族の血にだろう？」

　血というのは、子種だろうか、それとも命のことを言っているのか。

「半分は顔かと」

「言うな」

　壬氏が苦虫をかみ潰した顔をする。なぜかこの男は誰よりも美しい顔をしているのに、それに対して劣等感を持っている。右頬の傷を、美しさが欠けたその部分をなぞる。誰からも惜しいと嘆かれるその傷を気に入っていると思うのは気のせいだろうか。

　猫猫も実は嫌いじゃない。人間なんてものは完璧なわけない。壬氏の場合、見かけがあれだけ整っていたため、中身とつりあっていない。生まれつきちぐはぐだったものを調整したくらいいいではないか。

　それに顔の傷といっても、おやじが縫ったのだ、とても綺麗に癒着している。何度も薬を塗り、化粧をしていてよくわかる。指の腹に浮かぶ感触がどんどん薄くなっている。

「いっそ、顔を焼いたことにして、毎度火傷やけどのあとを作ろうか」

「色が落ちなくなりますよ、焼けというのならお手伝いしますが」

　ついでに火傷薬の実験に付き合ってほしい。

「やめろ」

　二十日ほどずっと化粧をしていたため、壬氏の頬ほおにはまだうっすら赤い染料が残っている。なので今日は軽く白粉を叩はたいて誤魔化している。

「焼いたら、高順が倒れるだろう。化粧は、うん、少し面倒だな。楽なのは楽なんだが。旅の間は気楽だった」

　根暗な火傷男に近づく町娘はおらず、普段の机仕事デスクワークからも解放されてよかったのだろう。猫猫としては馬車の中で景色を見ることくらいしかできず、尻が痛いだけなので帰りの道中を考えるだけで憂ゆう鬱うつになる。

「馬に乗る練習でもするか？　馬車だから嫌なのだろう？」

「それならいっそ寝台を取りつけます」

　道中も改造してきたのだ。問題は、猫猫が作った寝床を気に入り、他のものがよくごろごろしていたから、使う機会がほとんどなかった。

「ああ、寝心地の向上を期待している」

　猫猫は急にむかむかしてきた。大体、そこに一番入り浸ったのは壬氏だ。馬乗りで外を楽しみ、飽きたらごろごろしていた。それは気楽なものだ。

「今回の旅くらい、楽しめと言ったのは主上だからな」

　少し歪ゆがんだ笑みを浮かべる壬氏。

「そして、しっかり選べと言われた」

　何を選べと言われたなら、嫁を選べとのことだろう。そのために集められた女たち。どれを選んでもそこには政まつりごとがついてくる。そして、それがどう国が動くのか、そこにも関係してくる。

　隣国とのつながりを強めるか、国内のどの勢力と手をつなぐか。選び方次第で、彼の立場も変わろう。ただ、西せい戌い州しゅうでそんな場を設けるというのは、その意が強いのだろう。西側と深く関われと。だから、卯ウ柳リュウはもう一人の娘も連れて来たと。

（誰を選ぶのだろうか）

　誰を選ぼうと関係ない。猫猫はただ、一人の薬くす師しとしてふるまうだけだ。

　ふるまうつもりなのに……。

　指先が触れた、と思った瞬間、手を掴つかまれた。掴まれた手はそのまま手のひらを合わせるように密着させ、指と指をからめていった。一回り大きな手は、ごつごつしている。逃がさないとばかりに、長い指は猫猫の手をしめつけていく。

「離していただけませんか？」

「離したら逃げるだろう？」

「逃げるようなことをするのですか？」

「たまに殴りたくなるな」

　壬氏は獲物を狩る獣の視線で猫猫を見ている。餓えた野良犬に似たその視線は、宦かん官がん壬氏のものでも、皇弟のものでもない。もっと違う何か別人のものだ。

「顔は目立ちますので、見えないところでお願いします」

「本当に殴ったりしない」

「わかっています」

　壬氏は、女子どもに手を出す性格ではない。いや、手は出されたか、毒を食らうたび無理やり吐かされている。

「せいぜい、羽は交がい絞じめにして無理やり腹の中身を戻させようとするくらいです」

「それはおまえのせいだろうが。なぜ、毒を口にする！」

「なぜと言われましても」

　経験はただ聞くよりもずっと身につきやすくなる、それを実行しているだけだ。猫猫は他人より賢いわけではない。興味が他の人間のそれより偏っているだけだ。そして、猫猫の場合、知識の代わりに感情が人よりも欠落している。喜怒哀楽、それらは乏しいなりに存在する。でも、他人が普通持つという感情のいくつかはいまだよく理解できない。

　手のひらを通して、脈の音が響く。発汗し、触れた箇所が湿っている。見上げると長いまつ毛が伏せっている。黒こく曜ようの瞳がじっと猫猫を見ている。自分の顔が写るほど、その顔は間近にある。

　妓ぎ女じょたちは言う。それを知ったら地獄だと。

　男たちは言う。それを知るためにここに通うと。

　下に心がつくその文字は、低俗と言われることもあり、所詮は遊びと切られることもあり、でも、無しには生きていけぬという者もいる。

　壬氏の空いた手が猫猫の頭へと伸びる。髪をかき上げるように指をすべらせていき、そして後頭部で止まる。

「ちゃんとつけているようだな」

　壬氏が触れたそこには、髪を結って簪かんざしを刺している。銀細工の月と芥子けしの簪を。羅半が用意していたかと思ったら違ったようだ。

　どうりで皆、簪に興味を持つわけだ。

「壬氏さまからのものでしたか。月はともかく、芥子はどうかと思います」

　白娘々を思い出す。芥子は虞ぐ美び人じん草そうを大きくしたような花だが、阿あ片へんの材料となる。

「言うな。旅の前に作ったのだ。前の代わりだ」

　壬氏の声が真上から聞こえる。顎あごを猫猫の頭にのせている。指先でくるくると髪の毛を弄もてあそび、吐息がかかる。おそらく周りから見れば男女が睦みあっていると勘違いするだろう。

「壬氏さま、離れてください」

「なぜだ？」

「誰かに見られたらどうするのですか？」

　猫猫たちみたいに宴の場から離れる者もいるだろう。ここは、木の影で死角になっているが、誰も来ないとは言い切れない。この宴が開かれた意味をこの男は知らないわけがないだろう。

「里樹妃は、別に壬氏さまの姪御ではありません。血の濃さで気にする必要はありません」

　猫猫は淡々と言い放つ。その言葉に壬氏の顔が張りつめる。

「あの中では一番無難ではありませんか？」

　先ほど見た馬閃と見つめ合う光景は忘れよう、ああ、無かったことにする。そんなものが、二人の間に芽生えたとして、どうせ意味のない代物だ。最初からなかったほうがいい。

「なにが無難だ」

　冷たい刃のような声が耳元をかする。髪を弄んでいた指がうなじに滑り、猫猫の首を一回りする。長い指が猫猫の首を圧迫する。

「苦しいです」

「苦しいか？」

　苦しいと言っている。だが、壬氏の手はさらに力を強める。指をからめたもう一方は、猫猫の手を掴つかんだまま背中に回してくる。莫ば迦かだろうか、関節が外れてしまう。首を絞められ、関節を外されそうな猫猫は苦悶の表情を浮かべる。少しでも空気を吸おうと上を向き、魚のように口を半開きにする。その間抜けな顔を、上から壬氏が眺めて、そして──。
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「……」

　与えられた空気を猫猫は貪むさぼるように吸い込んだ。花の香りが鼻腔をくすぐった。天女の吐息は、桃の香りがしそうだと思ったが、これは茉莉花ジャスミンだった。薄い唇は少し乾いていて、熱を持っていた。

　首を絞めていた手は後頭部を固定し、握った手はほどけ代わりに腰を抱き寄せていた。

　どれくらいそのままでいたのかわからない。ただ、吐息が全身を駆け巡ったとでも思ったのか、やや勝気な顔で猫猫を見下ろした。そして、息苦しさで涙がにじみ出ていた猫猫の目元をぬぐう。猫猫は無性に腹立たしくなった。

「……殺すなら、毒がいいと」

「そんな真似はさせないからな」

　猫猫の唇をなぞり、壬氏が言った。

「おまえだって候補の一人だと知らなかったと言わせないぞ。しらばっくれる気は満々だったろうが」

　それに、と壬氏が続ける。

「あの男はなんだ？　踊るなんて柄でもなかろう」

　やはりじっと睨にらんでみていたようだ。

「あれは安い酒代です」

　猫猫は視線をそらそうとしたが、頭を押さえられているのでそらせない。猫猫はぐるぐる頭の中で思考をめぐらせる。どうやったらこの場を切り抜けられるかとそればかりしかない。

「私が何の役に立つというのです？」

「羅ラ半ハンが同伴してくれただろう。周りはそう取る」

　壬氏のいう意味はわかる。羅半もまた、最初からそのつもりでやっていたのかもしれない。腹が立つ、あとでつま先を踏んづけなければ。

　羅ラの一族の血縁。名持ちの中でも特殊で、派閥を持たないこの一族なら、これもまた無難といえば無難かもしれない。陸リク孫ソンが言ったように。ただ、ある一点をのぞけば。

「あの男が敵に回りますよ」

　片眼鏡モノクルの変人のことだ。あやつが今回、この場にいれば、なにが起きていただろうか。檻から放った獅子など可愛く思えるほどの騒動を起こすに違いない。案の定、壬氏の顔がひるんだが、一瞬のことだった。

「……続きはまたと言っただろう」

　また、身体を拘束された。そのまま、長椅子へと身体を押し倒される。髪が押しつぶされる。唇から吐息の他に入ってくるものがある。間近に黒こく曜ようの、獣じみた目を見る。どんな星の輝きよりも明るく、そしてほの暗い。この男は何不自由のない生活をしている、でも、時折なにかに餓えていてそれを満たそうとしていた。

（もっと他の者を選べばいい）

　壬氏が求めるものを与えてくれる者はきっとどこかにいる。与えたいと考える者はいくらでもいる。わざわざそれが欠けた生き物に乞う必要などないのだ。

　逃げ出したいという気持ちはある。きっと何より面倒くさく、不安なことが訪れる。厄介事は避けたいけれど、野良犬の目がそれを逃がさない。あるはずのないものを求め、貪むさぼり食らおうとしている。人形のような目で猫猫はそれを見つめ返すしかない。

　それが野良犬の不安をあおるようで、さらに猫猫を潰そうとのしかかる。

（今度は圧死しそうだ）

　二倍近い体重差の男が上に乗っている。妓ぎ女じょたちは、時に三倍も差がある客を相手しているが苦しくないのだろうか。そんな弱音を吐いたら、妓女の中でも玄人中の玄人である白パイ鈴リン小姐ならどう返すだろうか。

『お客とはいえ、主導権を握られてはだめよ』

　色っぽい仕草でそう言っていたことを思い出した。たしか、妓女のたしなみをいやいや教えられていたときだった。

「……」

　正直、このまま人形のように大人しくしていたほうが、よかったのかもしれない。そうでなかったのかもしれない。ただ、言えることは、白鈴小姐を思い出したことで、彼女に仕込まれた技を思い出したことだ。できるまで部屋から出さないと言われ、半泣きになりながら及第点を貰もらった思い出がある。

　反応から反射になるまで仕込まれた。だから、猫猫に罪はない、と言いたい。

　つまり、なにかといえば──。

　猫猫は口の中にたまった唾だ液えきをごくりと飲みこんだ。薄く開けていた唇を広げ、相手を誘いこむようにして、そして、反対に自分が相手側へと滑り込んだ。

　壬氏が驚きと喜びの表情を浮かべたが、それは長く続かなかった。ぴくっ、ぴくっと身体が反応し、猫猫への拘束が緩まっていく。

　もう一度言う、猫猫に罪はない、不可抗力だ。

　猫猫は、花はな街まち仕込みの匠たくみの技を壬氏にお返ししてしまった。




　〇●〇




　子どもの戯れのような約束、そんな錆さびついたものにいつまでもこだわる必要があるだろうか。

　阿アー多ドゥオはくくくっと笑う。毛皮を肩にかけ、冷たい庭石に腰掛けて酒を飲む。砂の都の夜風は冷たい。ゆえに酒精アルコールの強さが身体に心地よい。

　緊張し火照った里樹リーシュ妃を寝かしつけた。ゆっくりと飲み損ねた酒を今頃飲んでいる。

「おまえ以外を娶めとる気はない」

　無理な口約束をするなよ、と思った。おまえはそんな立場ではないと。阿多が子を産めなくなり、重臣たちから何度もせっつかれていたのを知っている。自分もまた、悪い画策をしたことがある。優しく美しい友人に、不貞を働かせようとさえした。

　本家の血筋を残すためだけに、ただ選ばれた相手と番つがった哀れな友人。その友人の自分の立場もわかっていない態度を知るに、いっそ国の頂の傍に咲く花として存在したほうがいいのではと考えた。

　しかし、思うとおりにはいかないもので、友人は阿多の頬ほおを思い切り引っぱたいたのだ。

「莫ば迦かにしないで」

　優しい娘だと思った。美しい娘だと思った。賢い娘だと思った。だから、よりふさわしい座につくべきだと用意した席に、彼女は激怒した。

　阿多には女心というものがわからない。自分が女でなくなったせいか、それとも元々の性質なのかもわからない。どうやら、彼女の矜きょう持じをひどく傷つけたということだけはわかった。

　恋を知らぬまま友情の延長で妃となった。そして、子を産んだ。

　女として歪いびつなことはわかっているが、自分の中に母性というものはあったらしい。自分の胎はらを犠牲に産まれた子は、なによりも可愛かった。猿のようにしわくちゃで、触れるだけで潰れそうな小さな手を振り、泣きながら乳を求めていた。

　乳母は用意していたが我わが儘ままを言って、吾子を抱いた。乳を与えようとしたが、赤子の腹が満たされることはなかった。阿多の身体はすでに女ではなくなっていた。

　赤子は乳母の元に戻された。

　絶望の中で、阿多は吾子のことだけを考えるようになった。どうやったら、あの小さな弱い生き物が生きていけるかを考えた。

　そして、一つの決断に至った。

「本当によく似ておりますね」

　吾子とその叔父はほぼ同時期に生まれた。産後の肥立ちが悪い中、無理をして姑に会いに行った。

「取り違えても気づきませんね」

　半分戯れ、半分本気で。相手がどちらともとれるように。侍女や乳母たちは下げていた。

「そうね。そちらも抱かせていただけるかしら？」

　姑はそう言って吾子を抱いた。おむつを換えるからとおくるみを脱がして、新しいものを巻いた。阿多も代わりに受け取った義弟のおくるみを脱がせた。そして、持参していた替えのおくるみを巻く。

　どちらも子を産んだばかりだった。そして、互いに心が欠けていた。姑、安アン氏シは自分の子に乾いた視線しか送らなかった。終始、笑顔であるため周りは気づかなかっただろう。代わりに吾子に送る視線は、優しいものであった。

　息子の子は可愛いが、帝の子は憎かったのかもしれない。

　だから、赤子を取り換えたまま、阿多が宮に戻っても何も言わなかった。それが当たり前であるかのように、つつがなく子は取り換えられた。

　その後、阿多が育てた子は死んだ。あのとき取り替えなければ死ななかったかもしれない。愛着が生まれ悲しみはあったが、同時に吾子がまだ生きていることを喜んだ。

　実母に愛されなかった上に、その座を甥に奪われたその赤子は物言うこともできずに死んだ。

　その後、阿多にも安氏にも動揺があったようだ。侍女にいつも迷惑をかけていた元悪わる餓が鬼きは、それを察する程度に大人になっていた。だが、まだ若く何かに当たらずにいられなかったのだろう。一人の医官が後宮から追放された。

　因果というのは不思議なもので、その医官の養女が今、吾子のお気に入りである。

　異国の姫君たち、玉ギョク葉ヨウ后の縁戚の娘たち、里樹妃に、その娘と付け加えて言えば翠スイ苓レイ。ただ戯れに翠苓を連れて来たわけではない。やましい点はあるが、血筋としては申し分なかろう。この地でばれたら、とんでもないことになるが。

　くくくっと阿多は笑う。

　幼い戯れの約束。そんなものでもあいつは守ろうとしていた。ただ、小さな『月ユエ』の頼みは断れなかった。広大な後こう宮きゅうという花園を引き継ぎ、『月』の弟を作ることになった。『月』に宦かん官がんとして後宮に入り込むように言ったのは、約束を破らせた罰だったのかもしれないし、それとも阿多との面会を増やしてくれる配慮だったのかもしれない。

　おかげで、こちらはたびたび訪れる麗しの宦官殿を毎度からかわせてもらった。愉快この上なかった。

　ようやく四夫人の役を降りたのに、今度は離宮に入ってあいつの愚ぐ痴ちを聞く役どころになった。ひげのおっさんより、もう少し若いのを送れと思う。子どもを引き取れたのはありがたかった。やはり若いほうがいい。それに、翠苓という娘もなかなかからかいがいがある。

　しかし、忘れてはならないことはもう一つあった。

　子どもの戯れのような約束の二つ目。分不相応なんて言葉、まだ気にしていなかった頃の話。

「そうだな。せっかくなら国母にでもしてもらおうか」

　莫ば迦かなあいつは、二つ返事で了承した。それがどんな意味かわかっていたのだろうか。そして、今でも憶えているだろうか。たとえ、西の大花を后にすえたとしても。

「どうなることやら」

　酒杯を動かしながら、阿多は『月』がどんな花を選ぶのか、ただ見守ることにした。
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